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農業土木技術研究会賞の発表

第24 回農業土木技術研究会賞は, 第9 3 号
～ 9 6 号 に掲載された報文のうちか ら, 任意 に全国か ら抽出され

た会員の ア ン ケ
ー

ト を もと に編集委員会で選考した結果, 下記のとお り決定され ま した ｡

( 企画 ･ 設計部門)

会賞 ｢ ポ ン プ送水系パイ プ ライ ン シ ス テ ム設計の留意事項 に つ い て+

農林水産省農業工学研究所

〃

関乗農政局霞 ヶ浦用水農業水利事務所

吉野 秀雄

中村 和正

(設計 ･ 施 工 部門)

会賞 ｢国営官長川農業水利事業にお ける太陽光発電の導入 に つ い て+

沖縄総合事務局石垣農業水利事業所

島崎 昌彦

田中 秀明

小浮 正敏

青山 卓二

受賞報文の選考に あた っ て

｢ ポ ン プ送水系パ イプライ ン シ ス テ ム設計の留意事項につ い て+

パ イ プライ ン シ ス テ ム の 設計段階で は流量境界条件で施設設計が なされ るが , 実際 に は水は圧力境界条

件 に従 っ て流れ るため , 現実の流況で は当初 の水利計算とは異な る流況が発生し管理 を困難に す る場合が

ある｡ こ の 報文は, 数値 シ ュ ミ レ
ー シ ョ ン 手法を用い て, 円滑な水管理 を実現す るため に は流量制御機構

の配置が 重要で ある こ とを明らか に したもので , パ イ プ ライ ンの設計に従事す る会員 をは じめ多く の読者

か ら高 い評価 を得たも の と考 えられ る｡

｢ 国営官長Jtl 点兼水利事集に おける太陽光発電の導入 に つ い て+

こ の報文 は, 国営官長川農業水利事業 (沖縄県石垣市) で太陽光発電施設を設置し, そ の施設導入まで

の基本調査, 電気事業法に関する協議関係, 工事実施状況及び設置後の実用運転状況等を報告したも の で

ある｡ 亜熱帯の気候 を生か して , 管 理費 の低減や環境問題 へ の 取り組み を こ こ ろみた点で多く の読者か ら

高い評価を得たもの と考 えられ る｡

今 回の受賞は, 以上の 2 報文とな っ た が , 本誌 に投稿された もの に は, 他 に も興味あるもの, 優秀な も

のが多数あ っ た ｡ 今後とも農業土木技術者が 日頃研費されて い る技術 に つ い て , 各分野か ら多くの報文が

本誌 に投稿され , ｢ 水 と土+ が農業土木技術者の技術 の発表の 場となる こ とを期待 してやまな い ｡

水 と 土 第 100 号 19 9 5



水 と土 第川0 号 報文内容紹介

大規模水田農業展開の ため のlま場 整備技術

瀬戸太郎 ･ 中橋 修 ･ 渡遽史郎

ウ ル グアイ ･ ラ ウ ンド関連 農業農村整備緊急対策で は ､ ほ

場整備事業 は そ の核 となる 事業 と して 位置付 けられて お り ､

その 加速的実施 を行う こ と と して い る ｡

本稿で は ､ 大規模水 田農 業を展開す るた め の ほ場整備 技術

の展望及 び課題 に つ い て ､ 農地 の流動化 ､ 区画拡 大の た めの

再整備 ､ 大 区画 ほ場 ､ 新 しい 技術 と い っ た観 点か ら検討 を行

っ た
｡ (水 と土 第1 00 号 199 5 P .

6 )

大規模畑作､ 高収益畑作の展開のための畑地帯整備技術

森瀧亮介 ･ 清野哲生

農産物 の 自由化､ 新規畑作物 の 導入 に対 応す るた め ､ 大規

模畑作 農業展開の た め の 自動定圧 定量取 水栓の 導入等 の畑地

か ん が い 技術 ､ 高品質 な生物生産 を可能 にす るた め の土 層改

良技術 ､ 作業労力軽減 の た め の 多目的か んが い 技術 に つ い て ､

そ の 現況 と課題 をと りまと め た ｡

( 水 と土 第10 0 号 19 9 5 P .
2 6)

生 活環境整備 のための点集土木技術

利根基文 ･ 今井幸彦 ･ 内田耕吉

近年､ 自然環境 や景観に 配慮 し ､ 美 し い 農村環境 の 創出に

資す る よう な基盤整 備の あり方が 求 め られる よ うに な っ て い

る こ と を踏 えて ､ 農村の 生活環境基盤 の整備技術の 展開方向

と い う観点 か ら ､ 農村整備計画技術 ､ 農道
･ 集落道の 計画設

計技術 ､
景観整 備計画技術及 び農村の情報化技術 に つ い て ､

整備 の課題 や計 画 を策定す る際 の留意点 等を概 括的 に述 べ た ｡

(水 と土 第100 号 19 95 P .
5 1)

農業 ･ 農村の構造変化と点集水利施設の維持管理技術

内海 晋

農 業構造が大きく変わ りつ つ ある 中で ､
これ ま で農業水利

を支 えて きた 村落共 同体 的農村構造も変化 し ､ 土地改 良制 度

の 前提条件が崩れ つ つ ある ｡ この よう な状況 を踏 まえ ､ 技術

面か ら どの よう な可能性 を提 示 しう るか と い う視点 で ､ 今後

の 農業水利の 管理体制 の展 開方向に つ い て 考察 を試 み た ｡

(水 と土 第10 0 号 1 99 5 P . 66)

大規模水田農業展開の ため の用水施設整備技術

大内 毅

水田農業の 大規模化 に と もな っ て ､
予想 され る農業水利上

の 諸問題 に つ い て考察 し ､ 問題 点に 対す る施設面( ハ ー ド面)

及び水管理面 ( ソ フ ト面) の対 策に つ い て 検討 し た ｡

(水 と土 第10 0 号 1 99 5 P .
1 4)

中山間地域活性化のための農業土木技術

瀬戸太郎 ･ 古賀 徹 ･ 石島光男

中山間地域 活性 化の た めの 農業技術 と し て ､ 生産基盤整備

の 基礎 となる ほ 場整備技術､ 農業を核 とし て地域 資源 を活用

した様 々 な活性化技術 と地域資源 の管理技術 に つ い て取 り上

げた
｡
これ らの 技術 は ､ 確立 さ れて は い な い もの の ､ 地域 の

状況 に 応じた 柔軟 な計画 の策定 ､ 計 画
･

実施 ･ 管理の 各段階

に お い て 地域住民の 槙極的 な参画 を図 る
.
こ とが

､ 地域の 活性

化 の 重要なポイ ン トで ある と指摘 して い る ｡

( 水 と土 第10 0 号 19 9 5 P . 4 1)

自然環境保全 のための点葉土木技術

福田和吉 ･ 能 見 智人

近年､ 環境保全 に対 す る国民の 意識 の高ま りの中､ 農業 土

木技術 に お い て も ､ 環境 整備や 自然環境保全 の た め の技術 が

求 められ て い る ｡

こ こで は
､
生態 系を保全 しながら進 める農村環境整備技術 ､

通水路沿 い の植栽 等の 緑化技術､ 動植物 の生 息環境 に 配慮 し

た 農道 ･ 集落 道の 整備技術､
並 びに農業集落排 水施設に お け

る脱窒素及 び脱 リ ンに 係 る処理技術に つ い て説 明する ｡

( 水 と土 第100 号 19 95 P . 59)

効果 の 早期発現 の ための 計画技術

河津宏志

ガ ッ ト
･ ウ ル グア イ ラ ウ ン ド農業合 意に対 す る対策 と して ､

農業農村緊急特別対策 が始ま り ､
短期間に 集中的 に事業 を進

め ､ 早期事業効果の 発現 が図られつ つ ある ｡ こ れ ら効果 の早

期 発現の 対応 と し て ､ 計 画段 階で の 対応も そ の必要性 が望 ま

れて い る ｡ 具体的対応 と して は ､ (彰計画基準の 弾力的運用 ､

②低 コ ス ト ､ 段階的整備 ､ ③地域 の 要望 を取り入 れ た計画 と

して 適正な整備水準 の設 定を行 う こ と等が あり､ これらの 内

容 に つ い て記述｡ (水 と土 第1 00 号 19 95 P . 77)

- 1 - 水 と 土 第 100 号 19 9 5



【巻 頭 文】

水と土1 0 0 号 を記念して

谷 山 重 孝
*

農業土木技術研究会は, こ の 度, 発足か ら2 5 年 を迎 え, 会誌 ｢水 と土+ は創刊以来1 00 号 を発刊する こ

とと な っ た
｡

御存知のとお り, 当研究会は, 1 97 0 ( 昭和4 5 年) 年それまで の機関誌 ｢土と コ ン ク リ
ー ト+ と ｢ 水路+

を統合 して創設 されたも の で あるが , そ の後のわが 国の社会
･

経済 の め まぐる しい 変化, 関連す る技術の

進歩 に合わ せて , 着実な成果を あげ, ｢ 農業農村整備事業+ の推進に貢献 して きた ｡
こ の間, 会員皆様が

当研究会の発展 に御協力戴 いた こと に , 感謝申し上 げる次第である｡

今 か ら振り返 ると, 研究会発足の 時, わ が国は時代の大きな転換期にあ っ た様に思う｡

農政に つ い て見れ ば, 既 に制定された農業基本法に従い , 農業の生産性の向上, 農業生産の選択的拡大

に努 めてきたが, 食糧管理制度に支 えられ た米の構造的過剰が , こ の 頃徐々 に明 らか に なり, 1 96 9 年 から

米の減反政策が始ま っ た ｡
こ の農業基本法の制定 と減反政策 は, 農業土木の事業に大き な影響 を与えた｡

す な わ ち, 農業土木の事業 は, そ れま で米 の生産力増強を目的とした事業が中心 であ っ たが , 生産性の向

上を目的とする事業や , 米以外の作目の 事業に 重点を移す こと とな っ た ｡ また , 農業土木の事業 としては,

初 めて , 既存の農村を対象とした農村基盤総合整備の調査が, 1 9 70 年 か ら開始された ｡ こ の調査 は, 都市

と比 べ 整備の遅れて い る農村の 生活環境 を改善 し, 農村の定住者 を確保する こと を目的としたも の で , 現

在の各種の環境整備 に関する事業の始ま りと して, 新 し い時代 を創る画期的なも の とな っ た ｡ さ ら に, 農

業生産の団地化 を図り, そ の団地の流通 を改善する とと もに, 農村集落の
一

般交通に も利便性を与 える広

域農業事業が開始され た ｡

そ の 後2 5 年 が経過し, こ の間, わ が国経済は二 度にわた るオイ ル シ ョ ッ ク に見舞われ る等 したが, 省 エ

ネ ル ギ ー 技術や新 し い ハ イ テク技術の開発に より, こ れ を克服 し, わ が国の経済規模 は, 着実 に拡大 した ｡

輸出の拡大に も助 けられ, 今 や国内総生産 は, 世界 の1 8 % を占め る経済大国になり, こ れ に伴 い , 国民所

得は倍増 し, 我 々 の 生活は, 物質的に は大変豊かにな っ た ｡

しか し経済の拡大 は, 輸出の 拡大によ ると ころが大きか っ た た め, 大幅か つ 恒常的な貿易黒字 を生じ,

国際的に経済摩擦 を引き起 こすこ ととな っ た ｡ 特 に, 米国は, 日米間の貿易不均衡は, 日本の経済構造が

開放的でな い こ と に よると して , 1 9 89 年 か ら日米構造協議が行なわれ た｡ ま た , ガ ッ トの場で は, 世界貿

易の自由化を更に進め るため, ウ ル グアイ ラウ ン ドが, 1 9 86 年 か ら開始され, 御存知の通 り, 1 9 9 3年, 農

産物にづ い て , ようや く合意が得られる こ ととな っ た ｡
こ の こ とか ら, 今後世界は, 益々経済社会の ボ

ー

ダ ー レ ス 化が進む方向に あると考えられ, い ろ い ろな政策に つ い て , 国際的な視点で考えて いく必要がで

てきて い る と言えよう｡

ま た, 経済の発展 にともな い , 地球温暖化, オ ゾ ン層の破壊, 熱帯雨林を始め とす る森林 の消滅, 多く

の動植物種の絶滅等, 地球規模で環境問題が深刻化 して い る こ とが明らか にな り つ つ ある ｡

こ うした状況の なか , 1 9 92 年 6 月 ブラ ジ ル に お い て ｢ 国連環境開発会議+ い わ ゆる地球サ ミ ッ トが開催

され たが, その後, 必ずしも具体的な成果 を上 げて は い な い 様 であ る｡ 京都大学教授の佐和氏が指摘す る

よう に , 地球は, ｢ 経済発展+ , ｢ エ ネ ルギ
ー ･

資源
･

食糧+ , ｢ 地球環境+ の三者が相互に規制しあう, い わ

ゆるトリ レ ン マ の状況 に直面 して い ると い えよう ｡ 環境は地域的な ロ
ー カ ル な面だ け で なく,

.
地球的規模

で考えなければならな い 時代に な っ て きたと い えよう｡

こ の様な2 5 年間, 関係者の御協力により, 農業土木事業 は, 今 までの事業制度 を改良 ･ 発展さ
.
せ た り,

ま た , 時代 に先が けて, 農村の生活環境の整備を対象とす る等, 新 し い制度 を作 り拡充 してきた ｡

そ し て, 1 9 61 年 か ら30 年間続 い た予算の名称 を, 19 9 1 年, ｢ 農業基盤整備費+ か ら ｢農業農村整備費+
へ と変更 し, 農業基盤だ けで なく, 地域と して の農村も施策の対象とす る こと を明らか に した ｡̀

今後, 我 々の進む べ き方向は, 土地改良長期計画に 示され , ま た, か ん が い排水審議会等で検討された
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と ころでも あるが, まず, 地形条件の良 い 平地では, 可能な限り生産性の高 い , 競争力の あ る農業 を作る

こと で あろう｡ ま た, 条件 の 悪 い 中山間地帯では, 国土の保全 を行 ない つ つ , そ の地域独自の創意工夫を

こら した, 付加価値の 高 い農産物の生産 を行な い , 活性化を図る こ とで ある ｡ そ して, わ が国 の農地や農

村が , 国民全体の貴重な財産 で あると の 認識の下 に, 自然生態系の保全や景観の維持形成を行な い , 農村

居住者だ けで なく, 都市住民 に も開かれた場となるよう整備する こ とで あろう｡

さ て, 本研究会の 今後の課題 と して は, ｢ 水+ と ｢ 土+ は, 引き続き農業土木の重要な研究対象である

が
,
い ま まで の様 に物理 的な構造学とか水利学と い っ た面だ け で なく, 生物化学的な視点をも含 めて , 更

に発展させ る ことであろう｡

い う まで もなく, 水 は生物 に と っ て重要な物質であり, わ が国で は, 水の需要量の6 5 % が農業のた め に

使用され て い る ｡ し か し, 都市化の 進展や農業の近代化の過程で , 河川や水路の水質汚濁が進み , 水質環

境が悪化 してきた ｡ そ こ で今後, 資源として ｢水+ の問題 を考える時, 水量だけでなく , 水質の面か らも

益々 研究 して い く必要がある様 に思う｡ ま た, ｢水+ に 関す る施設 に つ い て は, 従来, 水 を安全 に 効率

的 ･ 経済的に貯留 し配水す る こと に研究が 向けられ て来たが, 今後は施設を利用 して , 生態系を維持保全

す る こ とや , 水辺の景観 を整備する こ とに つ い て もなお
一

層 の関心が向けられる こ とにな ろう｡

次 に ｢ 土+ は, そ れ自身構造材料で あり, また構造物の基礎ともな る ことか ら, 重要な研究課題であり,

成果が見られて きたと こ ろであるが , 農業生産に直接関係す る地表面の ｢ 土壌+ は, 今 まで国内に お い て

は, 農地造成, 圃場整備, 暗渠排水等の設計の時に 問題と された に す ぎなか っ た ｡
しか し

, 地球上 で は,

多く の 国で土壌の塩害, 浸食が起き , 砂漠化も進行 し, 貴重な土壌が失われて い る｡ 今後, 農業土木が ,

国内だ けで なく益々海外に お い て技術協力す る必要があり, ま た持続的な農業を進める こ とを目標とす る

ならば, 土壌 に つ い て も真剣 に取り組む べ きで あろう｡

さ ら に近年, わ が国 の電子技術は革新的とも い える ほど目覚ま しく発展 し, 情報化時代 を迎え つ つ ある

が , 農業土木に お い て も, こ れ を十分活用しな ければな らな い ｡ す で に , コ ン ピ ュ
ー タ の発展は, 土木施

工 の面で, 画期的に新 し い 工法や機械 を生み出した ｡
また

,
か ん が い排水施設の管理 に も, こ れ を利用 し

た器械が導入され , 施設管理, 水管理 の 合理化が図られ てきて い る｡ 今後, さ ら に 土地や資源等の 管理 に

まで利用され れ ば, 農村地域 に賦存す る国土資源を最適に管理 し, ひ い て は農村社会の 全体の合理的な運

営 を図る上 で, 重要な手段 となる可能性 を持 っ て い よう｡ 電子技術の発展に対応 して, 農業土木の 各分野

の技術が , 更 に 飛躍的に発展し, 新 し い展開がされ る こと を期待した い ｡

最後 に なるが, 研究会と会員諸氏の 益々 の御発展を祈念 して , ｢ 水 と土+ 1 00 号 の 巻頭の吉葉.
とす る｡

*

水 資源 開発公 団理事
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【寄 稿】

次世代の風土を築 こう
ー ｢ 水 と土+ 25 周年を記念 して一

農業の 国際化が急速に 進行す る中, 日本農業,

特 に水田農業の再構築が基本命題とな っ て きた ｡

水 田農業から生まれ ,
水 田農業の発展をめざ して

尽力してきた農業土木技術 に と っ て は, ま さ に自

ら の 存続をか けた命題であり, 気持ち を新た に し

て立 ち向かわね ばならな い ｡
こ の 時 に ｢ 水と土+

は2 5 周年 を迎 える ことと な っ た｡

しか し, こ の事態は日本だ け の 問題で はなく,

世界史の中で長く水田農耕文化を育んで きた モ ン

ス
ー ン ア ジア の ト ー タ ル な課題であるように 思わ

れる
｡ 目先 の 問題 とすれ ば, タイ他 の 低米価稲作

地域との競合と いう モ ン ス
ー

ン ア ジア の 内部問題

もあるが ,
そ れ にもま して重大な こ とは, こ れ ま

で世界史の中で水田農耕文化圏に属 して い なか っ

た地域, 特 に新大陸に お い て高生産性の稲作が成

立 し, そ れらとの競合が避けられな い 事態とな っ

た こ とで ある ｡

水 田農耕文化は, 基底 の技術と して は, ま さ に

｢ 水と土+ であり, そ れ を我々 が育て , 醸成 して

きたので ある ｡ しか し, ほぼ 同
一

の近代技術 を用

い て , 新大陸の 農業は 日本よりも はるか に高 い 生

産性の稲作 を作り出して しま っ た のである｡ 技術

問題として細か い 検討が必要で あるが , こ こ で は

マ ク ロ な視座で問題をと らえておきた い ｡

古 い 伝統的水田農耕と後進の新大陸水田農業 と

に 顕著な差が出た の は , 色々 な理由が あるけれ ど

も, 基本的 ･ 決定的理由はモ ン ス ー ン ア ジア と新

大陸との風土的差異であるように思われ る｡ こ こ

で い う風土と は, 自然的環境 (気候
･ 地形 ･

自然

植生等) は勿論の こと, 人間活動 を刻んで い る土

地の 被覆 ･ 利用状態, イ ン フ ラ ス トラクチ ャ の整

備状態, 人 口の 分布等の 人文的環境 も含めた ｢地

域の ト ー タ ル な環境+ で ある｡ 簡単に い っ て人 口

密度
･ イ ン フ ラ整備等も考慮に入 れた風土的差異

によ っ て農業の 生産性格差が形成された と い う こ

とで ある｡ 科学技術の差 とす る見方もあるが, 少

なく とも日本と アメリカ を比較する場合, 科学技

術の 所為 にす る こと は で きな い ｡

日本大学農獣医学部教授 志 村 博 康

モ ン ス ー ン ア ジアで は, 国際化の 波が訪れる以

前に は, 植民地農園は別に して , そ の風土 に照応

した農業を育ててきた の であり, そ の農業で社会

は充足 して い たので ある｡ 高 い 人 口 密度もそ の 農

業が生み出 したも の に他な らなか っ た ｡ 新大陸で

は, 近代以降, 伝統的水田農耕地域か ら離れて( た

だ し日本の栽培技術等は実質移植 して) , 希薄な人

口密度 の上 に近代技術を駆使で きる新農業を つ く

りだ した
｡
そ れ は

,
や は り新大陸に 適した も の で

あ っ た ｡ 現代 は, こ れ らが急に競合させ られる こ

と に な っ た わ けで ある｡ も し機械的に 事が進め ら

れれ ば, 風土 に 照応しな い 農業形態の 強制移植 な

どが生 じ, 事態を
一

層複雑 にす るかも しれ な い ｡

そ れ ぞれ の風土 に合 っ た水田農耕文化を充分 に

踏ま えながら, 国際競争の 衝撃を適度に緩和 し つ

つ , 次第に農耕体系を高度化す ると共に , 既存農

耕文化の基盤とな っ て きた風土 そ の も の を漸次改

造 して い く こ とが不可避と なるであろう｡

農業土木技術 は風土 から生まれ, 風土 の 中で育

っ た技術で あるか ら, 本来的に風土にかかわ る工

学である こと は誰も異存が な い であろう｡ 私 は,

そ れ に加えて, 風土 に働きか け, 次第 に風土 を改

造 し, つ い に は新し い風土を作り出して い く技術

であると云 い た い ｡ ( 補 : 京都大学東南アジア セ ン

タ ー の 海田能宏博士が ｢風土 の工学+ と い う用語

を創 られた が, 海 田博士の発想は風土 に適応す る

技術 を い っ て お り, 上 の概念をは少 し異なるので

あるが , ｢ 風土 の工学+ と い う表現に は ,
こ の よ う

な概念も入 れ て 使わ せ て頂 きた い と思う｡)

こ の ような風土 へ の働きか け, 新風土の創造と

い う発想 こそ, 今, 求 められ る の では な い だろう

か
｡
実 は, こ の ような発想 は決 して新し い も の で

はなく , 実 に和辻哲郎博士が云 っ て い る の である｡

す な わ ち ｢変革 は風土 の克服 に待たね ばなら ぬ ｡

しか し風土 の 克服が また風土的なる特殊の道に よ

るほか な い の である｡ ( 風 土5 1 頁, 岩波文庫, 1 97 9)+

と ｡

こ の 文は, モ ン ス ー ン ア ジア の風土 と人間の 関
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係 を説明すると こ ろ で , イ ン ドを取 り上 げ, イギ

リ ス の植民支酉己, そ れ に対す るイ ン ドの人々 の 姿

勢
･

対応 ( ひ弱な体力, 無抵抗主義等) を述 べ た

後に, 出てく るも の である( 昭和 4 年 の 記) ｡ よ く

和辻風土論 は, あまり に も風土決定論で人間活動

等に生産活動の役割があまり評価され て い な い と

云われ るが (確か に
一

般的 に はそ うな の で ある

が) , 風土 の 変革 に まで及ん で い た の で ある ( 当

時, 西欧の 植民地支配は続い てお り, 自立化は実

現されて い なか っ た ので あるが) ｡ 天才的直感 とい

えようか
｡

私 は, 戦後日本の土地改良は, ま さに和辻の い

う風土 の 変革の過程で あり, 日本 の風土か ら生ま

れた技術 に基く変革で あ っ た と考えて い る ( 後半,

風土 に 必ずしも適応 しな い 画
一

主義も現わ れ た

が) ｡

さ て
,
こ れ までの土地改良によ る変革 は水田農

業なか んずく農業水利の近代化で あ っ た ｡
こ れ は

水田農耕文化圏で は最初の 農業水利近代化で あり,

目下近代化の渦中に あるア ジア水田農耕諸国に大

きな影響を与 える に違 い な い ｡ しか し日本と して

は ,
ほ ぼ昭和5 0 年頃で近代化を終 え, 現在はそ の

後の ス テ ー ジ に入 っ て い る ｡ そ こ で はさら に 国際

化の 荒波まで吹 い て い る わ けである ｡ こ れ か らの

課題は, 農業農村のサ ス テイ ナブ ルな発展 を保障

い るような土地 ･ 水利条件等の整備で あろう ｡ す

な わ ち将来的な農業農村体系に照応す る風土の創

出で ある ｡

｢ 風土の工学+ と して真価を発揮す る の は, い よ

い よ こ れか らであり, そ の技術指導誌と しての｢水

と土+ の重みは益々 大きくな る で あろう｡ ｢ 水 と土+

の
一

層の 発展を祈念す る次第である｡
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【寄 稿】

｢ 水 と土+ 第100 号 に寄 せ て

農林水産省構造改善局建設部長 岡 本 芳 郎

昭和4 5年 に農業土木技術研究会と して発足以来, 本研究会 の活動 を通じて農業土木技術の 進歩, 向上 に

貢献されてきた会貞諸氏の 御努力 に対 し感謝す る次第である ｡

こ の25 年 の間 に , 社会経済に お い て は大きな変動期を迎 え, 土地改良事業もそ の 時々 の農政の課題に対

応し つ つ , 困難 を乗り越 えて発展 してきた が, こ れ もひ とえ に農業土木技術者の 英知と努力 の成果で あ

り, 心 よ り敬意を表す るととも に , こ の 間, 本研究会が会員の努力 と熱意に よ っ て発展 を続け, 発足とと

も に創刊された ｢水と土+ が1 0 0 号 を迎えた こ とは誠 に御同慶の 至 りである ｡

省 みれ ば, 日本 の経済は産業構造を重厚長大か ら軽薄短小 へ と転換させ , 技術の高度化, 情報化の進展

を進 め, 情報処理産業の 発展と多様なサ
ー ビ ス業を展開さ せ てきたも の の , 人 口, 経済活動, 情報と も都

市部 へ と集中す るように な り, 農山村地域に お い て過疎化, 高齢化が問題とな っ て き て い る｡ 都市部 と地

方との経済面, 生活面で の 格差が著しく なり, 農山村地域の人 口流出による過疎化, 高齢化が急速 に進展

し, 地域社会の維持が困難な地域も見受 けられるように なるな ど, 地方 の活性化に よる国土の均衡ある発

展を図るこ とが重要な課題とな っ て き て い る｡

ま た, 近年国際化が進展 し, 貿易不均衡が問題となる に つ れて農産物輸入 自由化の外圧が高まるととも

に , 内外価格差の縮小, 多様化す る消費者 ニ
ー ズ に的確に対応した農業生産を推進 して , 国民 の納得でき

る価格で農産物 を供給する必要が生 じて きて い るが , 特 に バ ブ ル 経済崩壊後の 低価格志向の 広が り に 加

え, 戦後最悪の 凶作をもた らした平成 5 年の冷害, 続 く平成 6 年の高温, 干 ば つ に よ り, 農産物の輸入が
一

層 テ ン ポ を速め つ つ ある
｡

近年, 平成元年度 に国営事業の再編を行 い , 更 に構造政策 と地域政策の両面か ら進めてきた農業基盤整

備事業 を平成 3 年度 に農業農村整備事業と して再編 し, 農村 の社会資本整備 を施策 の 目的に加 えるな ど,

土地改良事業は時々 の 農政の課題 に対応 しなが ら, 新 たな事業制度 を生み 出し つ つ 発展 してきたが ,
そ の

あゆみは農業土木技術者 の努力に よ る成果 で あり, 今後とも これ ら の政策課題に応 えて い くた め, 農業土

木技術の 更な る進歩と向上が必要と な っ て きて い る
｡

現在, 農業農村に と っ て極めて重要な時期 にさ しかか っ て い る が, ガ ッ ト ･ ウ ルグアイ ･ ラ ウ ン ド対策

に つ い て は
,
平成 6 年度補正予算と平成 7 年度予算で具体的に事業化 した と ころであ り, 農業 の体質強化

を図る上 で生産基盤の整備は緊急に 必要である ととも に , 構造施策を実現す る前提条件 と して不可欠で あ

る ｡

ま た , 農業 の 担 い手 に つ い ては , 中核農家を含めて近年減少を続 けるととも に, 後継者の い な い 高齢農

家が増加 して い るが , こ れ ら の農家の所有す る農地を中核的な担 い手農家 に集積 し, 新規就農者 を含めた

若くて意欲の 高 い 担 い手 を育成す る ことが急務と な っ て い る｡ 農用地の流動化等に よる経営規模の 拡大に

よ っ て生産性の 高 い 土地利用型農業の確立が求め られ てきて い る ｡

一

方, 中山間地域では平坦地が少なく平場の ような規模拡大が 困難であるうえ に, 人 口 の 過疎化, 高齢

化が著しく , 地域 の 活性化が課題 とな っ て い る が, 平成 6 年度補正予算と平成 7 年度予算で拡充 した中山

間総合整備事業 を
一

層推進 して い く必要がある｡

今後, こ う した課題に取り組ん で い く上で , 国際競争力の高 い 農業経営 を可能 とする生産基盤の 整備,

地域政策 と して の 農業農村整備事業の推進, 生活環境と自然環境の 整備 ･ 保全等を念頭に施策を進める必

要が あり, 農業土木技術者の更な る研鋸が求められよう｡ 本研究会と会員諸氏の 更なる発展と健闘 を期待

す る次第である｡
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【報 文】

大規模水田農業展開の た めの ほ場整備技術

瀬 戸 太 郎
*

( T a r o S E T O )
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1
. 1ま場整備計画技術

1 ) ほ場整備事業の体系

昭和38 年 に ほ場整備事業が創設されて以来,

他事業関連事業の拡大, 非農用地の 取り込み ,

補助体系の 整備な ど事業内容の充実を着実に

展開 して3 0 年が経過 し, ほ場整備事業は農業

農村整備事業 の中心
_
と して , 約1 4 0 万 血 の水田

を整備 してきた
｡

し か しなが ら
, 農業農村を取 り巻く近年の

問題と して, 国内で は①農業従事者の高齢化 ,

②担 い手 の不足(参耕作放棄地の増大, 国外と

の対応では, ①農産物の 内外価格差, (卦農産

物輸入 自由化, ③米の ミ ニ マ ム ア ク セ ス の導

入 な どが上 げられる ｡ こ れ らに対応す るため

には, ①担 い 手の育成 ･

_
確保, ②農地の流動

化, (多食糧 を安定的 ･ 効率的に生産しうる基

礎的な生産基盤整備等の 条件整備が緊急的な

課題とな っ て い る｡

こ のた め, こ の ような近年の課題解決に向

け, ほ場整備事業に つ い て は, ①ほ場 の大区

画 ･ 低 コ ス ト進めるための事業と して , 高度

利用集積大区画ほ場整備事業, 低 コ ス ト水田

農業大区画ほ場整備事業, 担 い手育成基盤整

備事業, ②農地流動化 を推進するた め の事業

と
-
し て, ほ場整備関連農地利用権設定時別促

進事業, ③農地の連担化 ･ 利用集積の促進の

ため の ソ フ ト事業と して, 2 1 世紀型水田農業

モ デル ほ場整備促進事業, 担 い手育成農地集
さ

構造改善局資源課
- -

〝 事業計画課
* * I

〃 整備課

ー 6 -

中 橋 修
* *

(O sa m u N A E A H A S ⅢⅠ)

渡 通 史 郎
* * *

( S h ir o W A T A N A B E)

次

3
.
ほ 場 の 大区画化整備技術 の課題

･ ･ ･ ･ … = ‥ … ･ ･ ･ ･ 1 0

4
. 新 技術 を導入した ほ場整備技術 ･ ･ … ･ …

= …
‥ ‥ 1 2

積事業等の時代の 政策課題 に対応 した事業を

創設 ･ 拡充 してきた ｡

特 にウ ル グ アイ ･ ラ ウ ンド農業合意関連対

策大綱 は, ウ ルグ ア イ ･ ラ ウ ン ド農業合意に

よ り我が 国農業 ･ 農村に及 ぼす影響を極力緩

和す る ことを基本的考 え方とし,‾農業合意に

よ る新 たな国際環境に対応 し得る農業
･

農村

を構築す ること を目指 して い る｡ こ の た め,

ウ ルグ ア イ
･ ラ ウ ン ド関連農業農村整備緊急

対策は, 大規模水田農業地域に お い て , 大区

画化と これを契機と した農地利用集積 の促進,

担 い 手育ほ場整備事業を中心 とした水田整備

を加速的に実施す る ことと して い る ｡

2 ) 農地 の流動化

ほ場整備事業を契機と した農地の 流動化の

推進 に当た っ て は, 地域農業の 現状を踏ま え

地域農業の将来方向を地域の 合意に基づき定

め, 個別経営体や ,
生産組織

･ 法 人等の 担 い

手 に農地を集積す る ことと して い る ｡ また ,

農地の流動化は, 所有権移転, 使用収益権 ,

3 作業受託な どの 手法が考 えられ るが, 農地

の 出し手の営農等も考慮す る必要がある｡ さ

ら に, 機械導入等に当た っ て は, 生産組織設

立に合わせ た機械の 導入や機械更新と調整 を

図りなが らの導入な ど効率的な営農が展開で

きる機械装備 ･ 利用体制に配慮し つ つ , 地域

の合意に基づく農地流動化の 推進を図るこ と

と して い る｡

こ の ように, ほ場整備事業の実施を契機 と

して, 将来の 農業生産 を担う担 い 手が 効率

的
･

安定的な 農業 を営むた め に農地 の連担
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表- 1 ほ 場 整備事業の体系

ほ

場

整

備

事

業

等

ほ

場
の

区
画
整

理

農
地
の

連
担

化
･

利
用

集
積
推

進

ほ場 の 区画形質変更

ほ場整備事業 (
一

般) ( S 3 8)

く参考〉

農地還元資源利活用事業 ( Ⅲ 3 )

中山 間地城総合整備事業(生 産基盤型) ( H 7 )

土 地利用 の 秩序化

線農業住区関連土地基盤整備事業(S 4 7)

土 地利用秩序形成 ほ場整備事業 ( H l )

(土地 利用秩序形成型 ･ 高付 加価値型)

地 城開発関連

特定地域関連

新技術 の導入

ほ場整備事業関連新技術導入促進事業( H 2 )

ほ 場整備関連農地利用権設定特別促進事業( E l)

2 1 世紀 型水田農業モデ ル ほ場整備促進事業( E 3)

担 い 手育成農地集積事業( H 5 )

化 ･ 利用集積の促進を図る こと を目的と して ,

ほ場整備事業と合わせ て農地流動化 を進 める

ための ソ フ ト事業を創設 し, 農地の流動化を

推進して い ると ころがあるが , 特 に ウ ル グ ア

イ ･ ラ ウ ン ド農業合意に 対応 し, 新 た な農業

を構築 して い るた めに ,
こ れ らの事業の重要

性は益々 高ま っ て い る ｡

2
. 大 区画化 の ため の再整備計画設計技術

ほ場の 区画規模拡大は, こ れ までも土木技術の

進歩や営農作業形態等と歩調を合わせ なが ら進め

られて きた ｡
こ の傾向は U R 合意等社会経済的条

件の変化の加速が予想される今後も続くと思わ れ

る｡ こ こ で は, 再整備促進の た め の計画設計技術

と して
, 将来 の 再区画整理 を考慮 した水田 の区画

整理手法
1)
等 を示 した｡

(2) 再区画整理方式

再区画整理方式は, 畦抜き工法と道路
一

本抜き

工法と に類型化できる (図一 1
2)
) ｡

(丑畦抜き工法

従来の 道路及び用排水路網 を保存 したま ま, 傾

斜方向 (等高線に 直角方向) に 区画は拡大される

ため, 道
･ 水路の面積比率 に変化はな い ｡

平担地

で の 適合性が高 い ( 均平 に必要な土工です む) ｡

大 区画 ほ場整備

低 コ ス ト水田農業大区画水田 ほ場整備車( H l)

高 度利用集積大区画 ほ場整備事業( S 6 1)

担 い 手 育成基盤整備事業( Ⅲ 5 )

農 地 の流動化

ほ場整備関連農地利用権設定特別促進事業( H 2)

担 い 手 育成基盤整備事業( H 5)

②道路
一

本抜き工法

区画 を耕区の長辺方向 (等高線方向沿 い) に拡

大する工法で ある｡ こ の た め, 拡張される耕区に

挟まれる道路 ･ 水路 の 改修 ( 除去) を伴 い , 道
･

水路 の延長は大幅 に減少する ｡

排水路を挟ん で隣り合う耕区相互の区画長辺が

同
一

線 上 に あり, 耕区の高低差が少ない 場合に は

適用しやす い ｡ 従前 の 区画が適用条件 を備えて い

る こ とが , 採用の 前提条件 となる｡

③地形条件と再区画整理

細か な湾曲を伴う傾斜地形が
一

般的な我が国で

は, まず, 道路
一

本抜き工法に適合す る区画の形

態を工夫す べ きで ある ｡
地形条件 に恵まれ る場合,

こ れ に 畦抜き工法 を重ね る｡

(3)作業効率と再区画整理方式

①区画 ･ 作業形態の 4 タイ プ と再区画整理方式

(a)タ イ プ Ⅰ ･ ⅠⅠ

耕区の 長辺長 (等高線方向) は道
･

水路で固定

され るた め, 区画規模は耕区短辺長 に支配される ｡

平担地で は短辺長を3 00 m 以 上 まで拡張す る区画

が実現可能だが傾斜地 で は困難と なる｡

(b) タイ プⅠⅠⅠ

隣り合う ほ区間の標高差が小さ い こ とが条件とな

り, タイ プ Ⅰ ･ ⅠⅠ以上 に平坦で単純な地形条件を
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表- 2 ほ 場整備事業と 一 体 的 に 実施する ソ フ ト事業と農用地集積

事 業 名 主な採択 ･ 集積要件及 び事業 の 内容等
主な補助

率など

ほ場整備関連農地利用権設定特別促進事業

農地利用権設定特別促進 シ ス テ ム 導入 に伴
い
,
土 地 改良区等が行う意向調査そ の 他 の

関連業務

利用権設定率 8 % 以上または 4 % U P

2 1 世 紀型水田農業モ デ ル ほ 場整備促進事業

(1)農業 生産促進事業 農業生産集積率50 % 以上

･ 2 1 世 紀事業推進上 の 調整

対象事業

対象事業 の 実施地区 にお い て 行われる面 の 年度事

的集積 に対し, 都 道府児が土地改良区, 美章 の1 0

市町村又 は農業協同組合 に対象事業 に対 % 以 内 に

し, 農業 生産集積促進費を交付 し, こ れ 相当する

を奨励 ｡
促進 費 の

(2) 土 地利用調整指導事業 交付

土地利用調整及 び生産性 の 向上 を協力 に

推進するため, 都 道府県 が指導を行う｡

(3) 土 地利 用調整推進事業

土地改良区 が自主的 に土地利用調整活動

･ 土 地 改良区等 へ の 肋 言及 び指導

･ 土地 改良区が 自主的な土地利用調整

5 0 %

5 0 %等を行う｡ 活 動
･ 土 地改良区等による推進活動

担 い 手育成農地集積事業
(1)農地集積事業
農業基盤整備資金 の 貸付けと併 せ て 対象

事業 の年度事業費の10 % 以 内 に相当する

無利子資金 の貸付 けを行う｡

(2)土地 利用調整事業

1) 土 地利用調整指導事業

担 い 手 の経営面積 の 増加率 が20 % 以上

･ 担 い 手育成農地集積事業推進上 の 詞

5 0 %

土 地利用調整及 び農用地 の 利用集積を 整

協力 に推進するた め
,
都 道府胆 が行う

2) 土 地利用調整推進事業

･ 担 い 手 育成農地集積事業を通 じて土

地改良区, 市町 村又 は農協が行う事

項 に対す る指導
･ 土 地改良区が 自主的な土地利用調整

土地改良区, 市町村又 は農業協同組合 活動
が自主的 に行う｡ ･ 土 地 改 良区等による推進活動

画区前従 く〉 再区画整理後 の 区画

道

路
･

一
本
抜
き

工

法

畦
抜
き
工

法

イヽ
ヽ′

＼7

◇

高

傾
斜
方
向

↓
低

等高線方向

凡例 ぐ二 = ⇒ 区画の 拡大方向 × 畦畔の 除去 一- … -一 除去 され た畦畔

通路 m 水路

図
-

1
2) 畦 披 き工法と道路 一 本抜 き 工 法
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必要とす る ｡

( C)タ イ プⅠⅤ

従前 区画の耕 区長辺長が 短 い 場合, タ イ プ Ⅰ

～ ⅠⅠⅠの ような排水路に 垂直な方向 へ の 作業 をす る

と, 旋 回作業が増えて作業効率は低下す る｡ こ の

た め排水路に 平行な作業が選択され旋回場所が農

道沿 い に なる ｡

②畦抜き工法と作業効率

耕区短辺長の1 0 0 m 以 上 へ の 拡大は, 勾配増加 に

伴う工事費増大 へ の対応な ど解決す べ き困難が多

い ほ どその効果は少な い ( 図一 2
3)
) ｡

( m a n ･b/ b a)

28 ♪1

吼

あ

鶴

丸

朽

ち

4

2

一

2

2

(

ト
)

監

督
鞘
彗
彗

n
U2

D

U

A

C

A

B

C

D

タイプ Ⅰ

タイ7
0

ⅠⅠ

タイ プⅠⅠⅠ

タイプ1V

(占 = 100 m )

(∂ = 1 50 m )

(∂ =

20 0 m )

( ∂ = 200 m )

30 60 1 00 20 0( m )

移動辺長 (α)

周 一2
3) 区画 ･ 作業 形態別 の 総作業時間3)

タイプ 作業 方法 区画形態 と作業系路

Ⅰ

ⅠⅠ

移動辺 ( α)

吼 - l n
= 3 0 m

佑 ､a X
= 30 0 ～ 60 0 m

固定 辺 (∂)
∂ = 10 0 m ( Ⅰ)
∂ = 15 0 m ( ⅠⅠ)

圃場 内タ
ー

ン 方式 ｢ l l ｢

ⅠⅠⅠ 佑 Ii ｡
= 3 0 m

偽 - a X
= 5 00 m

∂ = 2 00 m 覇臣
≡
-
≡… ⊇

巨畏悪路
]｢
‾▼▼‾
扇霜
‾‾‾‾‾‾‾‾

1E
圃場内ターン 方式

=
1 ｢-･･-･----･･‾‾‾‾-‾-‾‾‾‾▼‾‾‾‾‾1 F

lV 吼 Ij n
= 3 0 m

q ｡ 8 Ⅹ
= 75

- 15 0 m

∂ = 2 00 m

圃場 内ターン 方式 ｢ l l ｢

周一 3
3) 区 画 ･ 作業形態 によるタイプ区分

一

方, 耕区長辺長10 0 m の 区画を基準と して , こ

れ よ り耕区長辺長が大き い ほ場で, これ と同
一 水

準の作業時間が実現でき る耕区短辺長を比較する

と
, 耕区長辺長1 5 0 m の ほ場 で は耕 区短辺長は約

1 / 2
～ 1 /2 . 5 と な り, 耕 区長辺長が大きくな るほ

ど必要な耕区短辺長 は短く なる ｡

我が 国で は, 耕区短辺長を1 50 ～ 20 0 m ま で拡大

でき る地域 は限定され る｡ こ の た め, 将来畦抜き

工法に よ っ て効果的に作業効率の 上昇を図るた め

に は, 現段階の整備で耕区長辺長を従来の10 0 m よ

り長く取 っ て おく必要が ある ｡

(参道路
一

本抜き工法 と作業効率

道路
一

本抜き工法 による作業効率の改善 は大き

い ( た だ し, 60 a 程度ま で の区画で は畦抜き工法

と大差 はな い ｡) 本 工法 で は耕区短辺長が6 0 m 程度

で達成で き る作業時間が畦抜き工 法で は2 0 0 m を

必要とす る(傾斜方向 へ 拡大) ｡ 工 事費節減, 再区

画整理可能な地域の 増加な ど関連す る効果も大き

い
｡

④農道タ ー ン 方式と再区画整理

畦抜き工法では, ほ区全体 を
一

枚 の区画に すれ

ば, タ イ プⅠⅤのように ほ区短辺 に沿う農道を枕地

とす る農道タ
ー

ン 方式を採用で きる｡ ほ 区をまと

められな い 場合 は区画内の旋回となり作業効率の

向上 に つ なが り にく い ( 排水路側に枕地用の敷地

を設置等の対策必要) ｡

ま た, 畦抜き工法を予定 した ほ場で は, 排水路

を挟んで隣接する耕 区の 関係 は考慮され な い ため

一

般的 に は段差が存在する ｡

道路
一

本抜き工法の も とで農道 タ
ー

ン 方式とす

る場合に も畦抜き工法と基本的には同様の対策が

必要であるが , 畦抜き工法と異な るのは, 道路
一

本抜き工法で は先行の 区画整理で技術的対応を誤

らなければ枕地の確保 は容易で, 傾斜地 にもか な

り の範囲で適用で き る｡

(4) ま と め

作業効率の向上や農道タ
ー ン の適用条件は道路

一

本抜き工法の 方が高い ｡ 将来 の再区画整理 で道

路
一

本抜き工法を採用す る場合は, 作業効率改善

の 面か らは将来の耕 区が少なく とも 1 h a 程度とな

るような区画配置とす る必要が ある｡

畦抜き工法を予定す る場合 は, 現在 の 区画整理

で耕区長辺長をでき る限り大き くする必要が ある ｡

(5)事例
4)

ー 9 一
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一

P

T 集落

凡例

団 均平 区(A )
匡ヨ 均平 区(B)
= = = 農道
･ ･ ･ ･ ･ ･ 一 一

管 理農 道

図
-

4 事 例地区整備後 の 区画形態

本地区の 中の A ･ B 内 に お ける技術的特徴
5)
は,

①同 一

ほ区内の耕区の レ ベ ル が 一

致, ②図 - 4 の
A ･ B を単位とす る均平内の 全てのほ区の レ ベ ル

が 叫

致
, ③道路 ･

排水路を挟ん で隣り合う耕区の

畦畔が同
一

直線上
, ④用排兼用水路を暗き ょ化 し,

こ れ を排水路敷に埋設 し, 農区を単位に管理用ピ

ッ ト ( 制水門) を設置, ⑤排水路敷地を管理農道
と して利用, で ある

｡

_ + ] :L埜墜些+ +

唄
一空
車

｢ ｢ ｢ : ｢ r r

凡例

= 農道

= ;= 管理 農道

【玉石 管 理用 ピ ッ ト

0 50 20 0 Ⅲ l

国- 5 均 平 区の 区画形態

3 . ほ場 の 大区画化整備技術の課題

(1) ほ場 の大区画化の政策上 の位置付け

平成 4 年 6 月 に農林水産省が 公表 した新政策 に

お い て望まし い稲作経営の 姿を展望 して い るが
,

そ の中で , 大区画ほ場の集団化と直播栽培 な どの

新技術の 導入 ･ 普及 に よ っ て投下労働時間や生産

500 m

コ ス トが現在の 半分以下とな ると試算され て い る ｡

ま た, こ う した経営体の実現の たあに集中的に所
用の施策 を講 じて い く必要がある とされて い る｡

｢ 新政策+ の 展開方向に則 し平成 5 年 4 月 に 決定

された第 4 次土地改良長期計画に お い て も, 農地

の流動化及び集団化と併せて ほ場の大区画を推進

す るため , 1 h a程度 の大区画 に整備された水田の

割合を平成 4 年度の 3 % か ら平成1 4 年度 に は30 %
に 引き上 げる こ とを目標と して い ると こ ろで ある

｡

こ の よう に, 国際化 に対応 しうる日本農業 を確

立 して い く上 で, ほ場 の大区画化 を推進 して い く

こと は農政の 中心的課題の 1 つ と な っ て お り, 補

助率の 嵩上 げを行う等事業制度の面か らはほ場の

大区画化 を促進 して い くための各種施策が講 じら

れて い る
｡ ( 詳細は ｢ 1

.
1) ほ場整備事業の 体系+

を参照)

(2) ほ場 の大区画化整備技術の課題
一

方, 大区画ほ場整備 を技術面か ら支えて い く

た め に , 平成 2 年 5 月 に 土地改良事業計画指針｢ ほ

場整備事業 (大区画水田)+ が作成され た｡ 本指針

は大区画ほ場整備 に特徴的な営農計画, 区画計画,

換地計画 を主体に作成 され て お り, 各地 で実施 さ

れて い る大区画ほ場整備事業の計画策定に 当た っ

て の重要な参考資料とな っ て い る
｡

しか し, 大区画ほ場整備 に つ い ては実測事例や

資料集積が乏 し い こ とな どか ら定量的な解明が十
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分 に進んで い な い も の も あり, そ の解明を速やか

に進め, 大区画ほ場整備事業の技術体系 をよ り
一

層完全 なもの へ と確立 して い く ことが今後の課題

であ る
｡
そ の課題 を表一3 に まとめた ｡

表
-

3 ほ 場 の 大 区画化整備技術 の 課題

課 題 内 容

①用水計画

用水量の 変化 の把握 大区画化 により かん水時間 が長くなる こと に伴 い , 浸 透量

増加 による用水量 の増加や乾 田直播 の導入の 際 に代か きを

行わな い こ とに よる浸透量増加 によ′る用水量増加｡

用水 管理基準 (取水時間) の 把掘 区画拡大 によ っ て 取水時間 が長くな っ た場合 の 用水施設計

画 へ の 影 響｡

給 水栓 (取 入 口) の 配置と戸数や ほ場 の 均平度や若干の ほ 場面の傾斜 ,
配水 小溝 の 配置等の

取水強度 に つ い て の検討 営農的対応 による取水時間 の 短縮の 程度 ｡

地 下 か ん が い の検討 迅速 か つ均質な水管 理を実現する地下 かん が い 方式 の検討 ,

補助 暗き ょ の施工 ｡

か ん が い 自動化 の検討 末端 ほ場 におけるオ ー ト バ ル ブ を設置する場一合 の計画設計

上 の 留意点 ｡

②排水計画

排水管理基準 (排水時間) の 把掘 収穫作業時等の地耐力確保 の ため の 排水 ｡ ほ場内作業 の た

め の 排水許容時間｡ 播 種
･ 防 除等に関連 した排水許容時間

排水路 の管水路化 の検討 管水路化 の 可能な条件 (計 画流量 の 設置, 管 の勾配, 土 か

ぶ りと機械走行 の安全性, 開水路 の 排水効果と の比較等)

③区画計画

暗 き ょ 排水 による制約 の 実態把握 暗き ょ 勾配 に つ い て 水 質 (鉄分 の有無等) や洗浄等管詰り

防止対策か ら の検討｡

風 害対策の検討 強風 で生 じる波 の発生 に与る苗 の 浮き上 が り
･ 吹 き寄 せ ,

除 草剤 の 吹き寄 せ に よ っ て濃度むらの発生等｡

畦 畔構造 の検討 移動畦畔 に対応 した畦畔構造 の検討等｡

④道路計画

農道タ ー

ン 方式 の検討 作業機械 と道路構造 の 関係 (利 便性 , 作業 の 安全性 , 道路

の 補 修管 理 , 用地 処理等) や水管理 (畦 畔 の 高さ, i呆水管

理) と の 関係｡

⑤土層改良計画

均平管理基準 (均平精度) の 把捉 大区画化 に伴 い , 均平管理 が困難となる ( 目標値 は栽培形

態, 土壌条件 , 営農的方法 も含 め た均 平方法等によ っ て 異

なる) ｡ 時 間経過と均平度の推移 に つ い て中小区画と大 区

画 の対比｡

⑥営農計画 (維 持管理作業等)

維持管理作業等 の検討 維持管理作業時間をおさえるような整備方式 ｡

⑦そ の 他 電線 の地 中化 ｡

換地 手法 ,
土地 利用計画, 中小 区画 と大区画 の組 み合わせ ｡

農 地所有形態 (相 続 に伴う農地所有権等) , 耕 作作業 受委

託形態 (耕作権) の 変 化と換地及 び換地手法 の影響 ｡

計 画作成を含 む事業全体を低 コ ス ト
‾
(イ ニ シ ャ ル ,

ラ ン ニ

ン グ含 め て) で 短 期間 に実現する こ と｡
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4
. 新技術 を導入 したは場整備技術

(1) 新技術導入促進ほ場整備事業

農業の国際化 に対応 して土地利用型農業の生産

性の 飛躍的向上 を図るため に は, 生産基盤である

ほ場の 整備に お い て も新技術 の積極的な導入 が不

可欠である
｡ 反面 これ らの新 し い技術は, 限 られ

た条件 にお い て ごく
一

部 の事例が あるのみで , 営

農上の問題や効果, 適用範囲等に つ い て も不明確

な部分が多い ｡ こ の た め, 新技術の導入 を促進 し

生産性の向上 を図る観点か ら
, 農家負担をか けず

に これらの技術の実用規模での試験的施工 を行 い

その効果等の検証を通 じて新技術の普及に資す る

新技術導入促進 ほ場整備事業が平成 2 年度に創設

され , こ れ まで に1 7地区が採択され て い る｡

○新技術導入促進ほ場整備事業の概要

(事業の 内容)

ほ場整備事業の施行に 際して, 新技術を導

入 した工事を実施 し, そ の効果等の検証を通

じて当該新技術の普及畢行う｡

( 新技術の内容)

次の い ずれ かに該当するも の

･ 経済杓な事業執行 に資すると認め られ る

もの

･ 土地利用型農業の生産性向上 に資すると

認め られ るもの

･ 水 田営農活性化対策 の推進に 資す ると認

められるもの

(補助率)

新技術 の施行に係るもの 5 0 %

( 事業実施 の実績)

採択地区

導入された新技術

(2)地区事例

地区名 月光川右岸地区

施工面積

総事業費

工 期

主要工事

工9 9b a

1 7 地区

農道タ ー

ン , 管排水路

保温用水路, 自動給水

栓, シ
ー

ト パ イ プ暗き

ょ , 地下かんが い等

( 山形県遊佐町)

1 65 b a

21 億円

昭和6 3 年
～

区画整理1 6 5 b a , 暗 渠排水13 4 h a , 客 土

写其- 1 山形麒月光川右岸地区

写責 -

2 トラクタ ー

に よる農道タ ー

ン 試験

事業概要 本地区で は1 2 ヘ ク タ ー ル ( 写真手前)

の団地 を大区画化 し, 併せ て排水路の

管路化, 農道タ
ー

ン , 地下かんが い シ

ス テ ム の新技術を導入 して い る
｡

ま た , 大区画ほ場モ デル調査 (県単独

事業) に より, 湛水直播等を実施 し高

生産性大区画ほ場に対応 した営農の 展

示, 実証を行 っ て い る｡

新技術の 内容 農道 タ ー ン
, 地下かんが い , 管排

水路 (表 4 参照)

営農面の効果 大区画化に対応 して , 湛水直播 を

導入 した調査で は, 1 b a 当た りの

労働時間は県平均の2 4 % に低減し

た ｡ ( 表 5 参照
■
)
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表- 4

区 分 山形′県平均 本地区( 直播) 比 率

育 苗 62 h r/ h a 8 h r/ h a 13 %

本 田耕起及 び整地 33 1 0 3 0

施 肥 24 6 2 5

植 付 又 は 播 種 57 1 2

除 草 15 7 4 7

水 管 理 65 1 9 2 9

防 除 10 3 3 0

収 穫 77 1 7 2 2

乾 燥 調 整 29 1 9 6 6

合 計 372 9 0 2 4

表一 5

新技術名 内 容 等 備 考

農道 ター ン * ほ場 へ の 出入 り が随所か ら 可能

と なり
,
隣接 ほ場 へ の 移動も容

易となる｡

* 旋回に よ る枕地 の 損傷が少なく

てすむ｡

l

_
1
･ 5 rn l

_
5
･
O m

l

ほ場

l
｢

1 Q
% 三三. 路盤 蒜 伽 .辻.3 m

* 苗の 補給, 収穫物 の 積み 卸 しが

路上 で行 え, 安全 で 疲労感も少

な い
｡

萱 坂部 ( 用土)

管排水路 * 排水路を道路下に埋 設する こ と

な どによ り草刈 り等が不要 とな
農道

る｡ ほ 場

* パ イプ ライ ン かん が い 地 区に あ
‾ 排水管V p 15 伽 皿 : マ ン ホール

1 2 0 m ピ ッ チ

っ て は
, 給水栓 と排水水尻 の 管 水位調整器 給水栓

理 が 同一路線上 で 可能となるな

ど維持管理作業が軽減する｡

‾｢ ▼
暗渠排水導水管

管排水路E p3 0 0
-

50 0 m m

地 下か ん が い * パ イプ ライ ン かん が い 地 区にあ

っ て は
, 暗粟排水管を利用 して

パ イプ ライ ン か ら給水する こ と

に より乾田 直播等 へ の 対 応も可

能と な る｡

■一
2 0 0 r n

i
■

農道 ′
卜 給水 給 叫

i 農道 給水栓
#巧㌔£ニ了;----------- ナ

ー一
誌譜テ菅若水 パイプ

排水 パイプ 暗渠排水管

参考文献

1) 有田 ･ 木村 : 将来の 再区画整理 を考慮 した水田

_
の 区画整理手法, 農土論集1 42 1 98 9

2) 有 田
･

木村 : 水田の再区画整理, 農土試技報A

2 7 19 8 2

3) 有 田 ･

木村
･

笹倉 りIl 崎 : 作業効率か ら見た耕

地の 再区画整理方式, 農土論集1 54 19 9 1

4) 高度利用集積圏場整備事業徳光地区 ( 石川県)

5) 前出1)
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【報 文】

大規模水田農業展開の ための 用水施設整備技術

大 内 毅
*

( T b u y o s bi O u c h i)

自

1
. は じめ に … … ‥ ‥ … … ･ … … ･

･ … … ‥ … ‥ … … ‥ ‥

1 4

2
. 規模拡大 によ る水需要 の変化 … …

… ‥ ･ … … = ･1 4

3
.
用水施 設 へ の 影響 … … … ･ ･ … ‥ … … ‥ … ‥ …

… ･1 5

1
. は じ めに

今後, 農地 の利用集積が推進され, 水 田農業 に

お ける大規模経営が確立され る場合, 小規模ほ場

を前提と した水利用形態が農地の利用集積
･ 連担

化に 従 っ て変化す る ことが予想される
｡
ま た, 大

規模経常の確立 は, 低 コ ス ト農業の展開が必須で

ある こ とか ら, ほ場区画の 大規模化や乾田直播の

普及な ど, 水 田農法の変化が予想され, こ れ らも

水利用形態を大きく変化させ る要因とな る｡

さ ら に , 経営規模拡大は担 い 手農家数の 減少を

招き, 従来, 担 い 手農家を中心と して機能 し て き

た集落管理体制に大きく依存 して い た農業水利施

設の管理体制を大きく変化させ る要因とな る｡

こ の よ う に , 今後 , 農業水利の あり方が大きく

変化すると考えられる こ とか ら, これ ら影響を具

体的に把握す るととも に , そ の対策を検討す る必

要が ある ｡

2
. 規模拡大 による水需要の変化

影響規模拡大に よる水需要の 変化を具体的に列

記す ると以 下の ように な ると考え られ る｡

(1) 末端水需要の 集中化

農地の利用集積 ･ 連担化 は, 同
一

作物 ･ 同
一

品

種 の 集団化を促 し, こ れ に より, 農区, 固区単位

の水利用形態の同質化が進む ｡

具体的に は, 代掻き期の 番水ブ ロ ッ ク の拡大で

あり, こ の こ と は, 末端 に お ける水需要の 集中化

を発生 させ る｡

(2)代掻き期間の短縮化

*

構造改善局水利課農業用 水対策室

次

4 . 施設 対応方策
‥ … … ･ …

… ‥ … ･ … ‥ ‥ ･ … ‥ … ･ ･ … 2 2

5
. そ の 他の 方策 ‥ … … … … … ･ ･ … … ･ …

… ･ ･ … ‥ … 2 3

6 二 お わ り に = ‥ … ･ ･ … ･ … ･ … … … ‥ … ･ … … … …
… ･2 4

経 営規模拡大 に より, 大 型機械化体系に よる農

作業が志向され るが , 作業機械 の効率の 向上 に よ

り, 代掻き期間が短縮される こ とが予想 され る｡

(3)栽培方式の変化

経常規模拡大 に伴 い 労力節減 を図るた め, 栽培

形態が変化す る ( 湛水移植栽培 → 乾田直播栽培) ｡
､

従来, 代か きによ り耕盤を形成し, 減水深の抑

制を図 っ て い るが, 耕盤 の形成 をせず乾田直播栽

培を行うた め, 乾燥亀裂が生 じた ままで営農を行

う こととな り, 減水深が増加す る こ とが予想され

る｡

(4)水管理の粗放化

大規模経営を行う農家 に お い て は, 労力節減の

観点から集約的な水管理 は困難とな る｡ ま た, 集

落機能の低下に より, 集落機能 を基礎と した集約

的な水管理 は不可能とな る｡

こ の こ とか ら, 水管理 の 粗放化に起因 して管理

用水 の増加が考 えられる ｡

(5)配水方法の変化

従来の用水管理 は, 供給側主導, す なわ ち, 水

量変化が なく コ ン ス タ ン ト に送水 し, そ れ を受 け

る需要側は, 殆 ど用水管理 を行わ な い です むよう,

用水系統上 の上流部か ら順次配水 して い た ｡

し か し, 農地 の 流動化が進展 し経営規模が拡大

されて い く と, 農家 は投下労働力の節減の た め,

作業機械の 効率的利用を念頭に お い た配水を希望

す る(需要主導) ｡ 具体的には, 使用する機械 の能

力を い かせ るように , 代掻き時には日当た り等面

積に配水 を行 い , 日当た り の機械の稼動時間を平

均化するよう になる ｡
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農地 の 利用 集積 が進む こ と に より, 農 区程度 ( 6 b a 程度) の 団地 にお い て は同
一

の 品種

(作型) を植え付 け た り, 転作の 集団化を行う こ と と な｡

こ の こ とか ら, 水を必 要とす る時期 (代掻き期等) が 団地 で 同 一 とな る こ と に よ りほ場

レ ベ ル で水需要の 集中化が発生す る｡

【現 況】 【流動化進展】

0

□ A 品種 [室 B 品種 田 C 品種 田 転作

それ ぞ れ の 品 種の 水を最も必要 とす る時期 (代掻き期等) は異な るた め, 現況セは ピ ー

ク の 山 はくずれろが, 流動化進展後 は農区 レ ベ ル で は 品種が 単
一

となる た め, ピ ー

クが 顕

著 と なる｡

【現 況】 【流動化進展】

†

水

且

_
里

_

時 期 一

C > 皇
時 期 →

図一 1 末端水需要 の集注化

現在 の 計画基準に基 づ い た代か き日 数は10 ～ 1 5 日で ある が, 作業効率の 向上 によ り こ れ

が 7 日程度 に短縮 され る｡

こ の 場合, 計算上 の 用 水量 は1 . 1
”

1 . 3 倍 に増加す る｡

【現 況】 【流動化進展】
一

軒頂 ◇

‾

常滑
現況では, 代か きを10 日 ～

15 日 で行うこ と と して施設を整備 して い る ｡ 流動化進展後 は,

機械の 能力 の 向上等 によ り 7 日程度で代 か きを完了す る｡

【現 況】 【流動化進展】
7

I

水

量

10 I

水

量
0

時 期 一

代か き期間の 短縮 に よ り代 か き用 水量が1 . 1 ～ 1 . 3 倍 に増加す る｡

図 -

2 代か き基幹 の短縮化

3
. 用 水施設 へ の影響

時 期 一

が用水施設にあるのか を シ ュ ミ レ ー シ ョ ン に よ り･

検証す る｡ ま た, 実際 の かんが い排水地区に お い

こ の よう に , 今後, 農業用水の水需要が変化す て も同様の シ ュ ミ レ ー

シ ョ ン を行 い , 農業用水の

る ことが予想されるが , 具体的に どのような影響 水需要の 変化が地区の 施設に対 して どの 程度の影
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響が あるか を検証す る｡

(1)末端水需要の集中化及び代才蚤き期間の 短縮化

①検討内容

水需要が集中す る代掻き期 に最も特徴的に末端

水需要の 集中化が発生すると考えられ る｡

代掻き用水は番水制を原則 として い るが , 現状

の小規模ほ場に お ける営農体系に あ っ て は代掻き

ブ ロ ッ ク は小規模 に細分化され ており , 支線用水

路や小用水路 レ ベ ル の水利施設容量 は, 小規模 な

代掻き ブ ロ ッ ク に対応 して設定されて い る｡

従 っ て, 今後, 作業機械の 効率的利用等 を動機

と して代掻きブ ロ ッ ク が拡大され, 支線用水路や

小用水路 レ ベ ル の水利施設容量が不足す る可能性

がある｡

一

方, 現状 の 機械化体系で
一

日あた り の作業面

代掻ブ ロ ッ

4 0

3 0

2 0

1 0

横 は2 . 6 ～ 3 . 4 h a , 平 均する と 3 h a 程度であるが ,

ほ場 の分散性か ら効率的な作業体系の実施が困難

な地区が 多く, 計画上も1 0
～ 15 日程度の代掻 き日

数と して い る の が
一

般的で ある ｡ こ れ が経営規模

拡大に伴 っ て農地の利用集積が進んだ場合, 機械

作業 の効率化が図られるた め, 代掻き日数の 短縮

化が志向される ｡ 1 経営体当たり の 経常農地面積

を2 0 h a ( 香水ブ ロ ッ ク を2 0 h a) と仮定した場合代

掻 き ブ ロ ッ ク を 3 h a と 考 える と 代掻 き期 間 は

2 0 ÷ 3 ≒ 7 日 と なる｡

こ の こ とは, 代才蚤き用水量 の増大 をまねき, 従

前の施設容量との 整合性 を検討する必要がある｡

②シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン にあた っ て は,
一

般的な用水

諸元 を仮定 して水計算を行う｡

代掻プ ロ ッ タ

トーーーー

ヒ小

卜用二
[ れ
[.
路

ク

l

一

-->
小

用

水

路

従前の 小規模代掻ブ ロ ッ ク

図- 3 代か きブ ロ ッ ク の 拡大

m m/ 日
40号

m/

代掻最終 日 28 . 7 m m/ 日

管理 用 水

10

H
山
1

2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 15 日 日

日 数

日 の 代掻面積

代掻 日数15 日 の 例

代掻減水探 15 伽 m/ 日

30

2 0

1 0

規模拡大後 の 代掻ブ ロ ッ ク

日 代掻最終 日 38.
5 m m/ 日

管 理用 水

2 1

]
2 3

日

4

志
1 日 の 代掻面積

代掻 日数 7 日 の 例

管理 用水 20 m m / 日 と した 場合

図 - 4 代か き期間 の短縮
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･ 用水諸元の想定

代掻き用水量, 管理用水量 は, 地域 ごと に異な

るもので あり,
一

般的な数値 を定める こ とは困難

であるが , こ こ で は
一

般的な数値と して , 代掻き

用水1 50 m m/ d a y , 管理用水2 0 皿/ d a y と 想定 して い

る｡

ま た, 代掻きブ ロ ッ ク を現況0 . 6h a , 大規模経営

で3 . O h a と す る とともに, 作型を早期 Ⅰ(代掻き 4

月 4 半句 ～ 5 半句) , 早期ⅠⅠ (代掻き 4 月 6 半句

～ 5 月 1 半句) , 早植え(代掻き 5 月 2 半句 ～ 3 半

句) と する ｡

( a)諸元

田現況

区画規模 : 3 0 a

代掻きブ ロ ッ ク : 0 . 6 h a

代掻き用水 : 1 5 0 皿 /d a y

管理用水 : 2 0 m m /d a y

代掻き 日数 : 10 日

打)大規模経営

区画規模 : 30 a

代掻き ブ ロ ッ ク : 3 . Oh a

代掻き用水 : 1 50 皿/ d a y

管 理用水 : 2 0 m m/ d a y

代掻き 日数 : 7 日

(b) シ ミ ュ レ ー シ ョ ン結果

経営規模拡大に よる影響が大きい の は, 小用水

路, 支線用水路 レ ベ ル である｡ こ れ は, 代掻き時

の香水ブ ロ ッ ク の拡大によ り, 末端で同時に代掻

き用水を必要 とす るためである｡

施設容量 へ の 影響は現状 を 1 と すると下表のよ

う にな る
｡

こ の よう に , 経営規模拡大に よる施設 へ の影響

は末端 ( 3 h a 程度まで) で最も大きく施設容量で

約 3 ～ 4 倍, 支線用水路 (60 h a 程度 ま で) で約1 .

1 倍程度, 幹線用水路系でも約1 . 1 倍程度の増が予

想される ｡

( c)地区事例

以上 の シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン 結果 をもとにⅠ用水地

区に お い て, 経営規模拡大が施設 に対 して どの よ

うな影響 を与えるかを検討す る｡

検討 はⅠ用水地区の 末端約60 h a の 地区を対象

に して 行う ｡

諸元 に つ い て は, Ⅰ用水地区の用水諸元 を用 い

るが, 大規模経営の場合 は, 代掻き 日数の短縮が

図られ て い ると想定 して い る｡

(刀諸元

･ 現況

区画規模 : 30 a

代掻き ブ ロ ッ ク : 0 . 6h a

代掻き用水 : 1 45 皿/ d a y

管 理用水 : 29 m /d a y

代掻き 日数 : 1 5 日

･ 大規模経営

区画規模 : 30 a

代掻きブ ロ ッ ク : 3 . O h a ･

代掻き用水 : 1 45 m m / d a y

管理用水 : 2 9 m m / d a y

代掻き日数 : 7 日

川 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結果

Ⅰ用水地区に お ける施設容量算定の 結果, 現状

の移植栽培の まま規模拡大を図 っ た場合の用水路

必要施設容量は, 現状 を 1 と す ると下表の と お り

に なる｡

幹線用水路の1 . 2 ～ 1
. 3 倍 と い う値 は, 代掻き 日

数の 差に起因す る単位用水量 の違 い (1 . 24 倍) に

よ るも のでる ｡

ま た , 小用水路, 支線用水路の 4 倍と いう値 は,

代掻き作業面積の増加によ るものである｡ 機械 1

日当り の 最大作業可能面積 は 3 h a で あるので, 支

配面積 は 3 h a の小用水路を考 えてみると, 必要用

水量 は以下の ように 算出され , こ の Q l とQ 2 の 比

( 1 : 4 ) が現れたも の である ｡

･ 現況

Q l = ( 1 4 5 m X O . 2 b a ＋2 9 皿 × 2 . 8 b a) / 0 ,
8 5/

8 64 0 = 0 . 00 1 5 Ⅰゴ/ s e c

･ 1 日 あたり の 代掻き面積 を拡大 した場合

Q 2 = 14 5 m X 3 . O h a/ 0 . 85/ 86 40 = 0 .0 0 59 Ⅰぜ/ s e c

た だ し, 地区 によ っ て は, 普通期最大用水量 に

より施設規模が決定される こ ともあり, そ の場合,

以 上 の よう な規模拡大に伴う施設規模の 拡大は見

られ な い
｡

(2)栽培方式の変化

(彰検討内容

水稲の直播栽培の動向は, 倉敷市を中心と した

岡山県で かな り普及 してきて おり, そ の他 の地域

でも低 コ ス ト ･ 省力化志向か ら直播栽培が普及 し

て い く こ とが予想 される ｡

直播栽培, 特むと乾田直播栽培は, 代掻きや 田植
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(単位 :

0 .3 5 0

0
.
3 00

0
.
2 50

0
.
2 00

0. 15 0

0 . 10 0

0 . 05 0

0
.
0 00

t/ s e c) 支 配面積一施設容量の 関係

一 検討 1 : 現況

--･- 検討2 : 大規模経営

18 支配面積 54 6 3

小用水路の 用水計 算

●検討ケ‾ス 1 デー---‥-･ 代か きの 1 単位---------て

)

)

)
↑

(単位 : h a)

作型一早期 Ⅰ (普 通期)

普通期 (2 伽t m)

作型一早期ⅠⅠ (普通期)

管 理用水 (2 0 m m 5 .
4 h a)

作型一早植 え (代 か き期)

最終 日代か き(15 0 m m O .6 h a)

1 区画0. 6 h a 代か きブ ロ ッ ク( 0. 6b a
x lO 日)

検討ケ ー

ス 1

1 日 当たりの 代 か き作業 面積が0 .6 b a で あ る の で , 代か き 日数 を掛 けた0 . 6( b a) × 10 ( 日) =

6 . O h a を代 か きブ ロ ッ ク とする｡ 代か き作業は この ブ ロ ッ ク を単位 に 行う｡

ただ し, 作型 が 3 種 類あるため
,
左図 に

… で 囲ま れた範囲6 . 0 ( b a) × 3 ( 作型)
= 18 .O h a を

単位と して用水量計算 を行う｡

●検討 ケ ー

ス 2

l

･･ )

ー･ )

-- )

＼
最

I

■

＼
代か きブ ロ ッ ク

( 3 . O h a X 7 日)

検討ケ ー

ス 2

作型一早期 (普通期)

普通期 (20 m 血)

作型一早期ⅠⅠ ( 普通期)

管理 用水(20 m m 5. 4 h a)

作型一早 植え ( 代か き期)

終 日代か き(15 0 m m 3 . O h a )

1 日当 たりの 代か き作業面積 が3.
O b a で あるの で , 代か き 日数 を掛 けた3 . 0( b a) × 7 ( 日) =

21 .O h a を代か きブ ロ ッ ク とす る ｡ 代か き作業 は こ の ブ ロ ッ クを単位 に行う｡

ただし, 作型が 3 種類 ある ため, 2 1 .0 (b a) × 3 ( 作型) = 6･3 . O b a を単位と して用水量計算
を行う｡

図 - 5 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン 結果
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表 - 1 施 設 へ の 影響

施 設 規 模 現状 の施設容量 規模拡大後 の施設容量 用水路支配面積

小 用 水 路 1 3 ～ 4 倍程 度まで 3 h a

支 線 用 水 路 1 3
～

4 倍 -

1 . 1 倍程 度 6 0b a 程 度 ま で

幹 線 用 水 路 1 1 . 1 倍 程 度 6 0b a 程 度以上

●■
l ●
が 終

一

坦

①

¢
一
乞1

ク

② (診

ブ ロ ッ ク

19 .2 h a

: ､ ′
/

③ ブ ロ ー

乙ク
17 . 7 b a

国 - 6 地 区概要

( 単位 :

0. 50 0

0
.
40 0

施 0
.
30 0

設
容
量 0.
2 0 0

0
.
10 0

0
.
00 0

t / 訳 C) 支配 面積一施設容量 の 関係

一 検討 1 : 現況

一一一検討2 : 大規模営農

2 1 支配面積 4 2

図 一 丁 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン 結果

表- 2 施 設 へ の 影響

6 3 ( 単位 : h a)

小 用 水 路 支 線 用 水 路 幹 線 用 水 路

規模拡大後 の

施 設 容 量
1 . 2 ～ 4 倍 1

.
2 ～

1.3 倍
1 .2 - 1 .3 倍

(0 .9 倍 程度)

( ) 内は作 型を3 つ に分 けた場合

えを行わな い の で
,
春期 の 農繁期の 労働 ピ

ー ク を

崩す こ とができ る｡ ま た , 栽培全般 を通 しても労

働時間が少なくてすみ, 移植栽培の4 0 ～ 60 % に節

約された例もある｡

一

方, 乾 田直播栽培 を水需要の特質か ら見る と,

代掻き
･ 田植期の水需要の ピ

ー ク は解消されるが ,

普通期の水需要は増加す る｡ 特 に , 乾 田直播栽培

は , 播種後か ら発芽終了時期ま で は畑状態で栽培

管理す るため, 水 田土壌の 特徴的な土壌構造が変

化 し, 土層内に乾燥亀裂が発生する ｡ こ の亀裂が

浸透 を促進 し, 下層まで影響を受 けるた め, 発芽

後の湛水期 (普通期) の減水深はかな り増加す る｡

本検討では, 減水深増加 の大き い乾田直播栽培

を対象と し, 減水深の増加量は地形 ･ 土壌条件等

に よ っ て異なるが , 割増率 を移植栽培の2 0 % と し
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て検討する｡

(2) シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン で は, 現況は移植栽培, 大規

模経営を乾田直播と して計算する ｡

計算諸元に つ い て は, 現況 は
一

般的な諸元を想

定し, 乾 田直播に つ い て は, 次 の ように想定して

い る｡

･ 乾 田直播の管理 用水

湛水移植栽培 に お ける代掻き 用水量 を1 50 皿 /

d a y と想定 して るが , こ れ を土壌空隙充填量1 2 0 皿

と湛水深3 0 皿 の合計と して 想定す る｡

乾 田直播 で は
,

一

般 に地下からか んが い を行う

が, 急激 に湛水す ると稚苗の根の生育 に悪影響が

及ぶ こ とから 5 日間程度で徐々 に湛水す る｡

∴1 2 0 ÷ 5 = 2 4 m m /d a y

ま た, 蒸発量 は不明であ るが ,
6 m m /d a y と想定す

ると, 乾 田直播 にお ける管理用水は,

2 4 十 6 = 30 Ⅲ皿/d a y と想定され る｡

( a)諸 元

∽現況

区画規模 : 3 0 a

代掻き ブ ロ ッ ク : 0 . 6b a

代掻き用水 : 1 50 皿/ d a y

管 理 用水 : 20 皿/ d a y

代播き 日数 : 10 日

打)乾田直播

区画規模 : 30 a

代掻きブ ロ ッ ク : 一

代掻き用水 : 一

管理用水 : 3 0 m m /d a y

代掻き目数 : -

(b) シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン結果

小用水路の必要施設容量が小さくな る理 由は,

乾 田直播の場合 に は移植栽培 の ような代掻きがな

く, 末端 に お い て
一

時的に 大量 の水 を利用す る こ

とが な い た めで ある｡ こ れ に対 し, 支線用水路あ

る い は幹線用水路系で は, 移植栽培に比 べ て減水

深が若干大き い 分だ け必要施設容量が大きく なる
｡

また , 施設容量 へ の影響 は現状を 1 とす ると下

表の ように な る｡

こ の よう に, 乾 田直播 に よる施設 へ の影響 は末

端 ( 3 h a 程度ま で) で は現況より小さく施設容量

で0 . 6 ～ 0 .
8 倍程度, 支線用水路 (6 0b a 程度まで)

で約1 . 2 ～ 1 .6 倍 程度, 幹線系用水路で も約1 .2 倍程

度の増が予想さ れる ｡

( c)地区事例

以上 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 結果 をも とにⅠ用水地

区に お い て , 乾 田直播栽培が施設に対 して どの よ

うな影響 を与 えるか を検討す る｡

な お, 乾 田直播の諸元 に つ い て は, 以下 の よう

に考 えて い る ｡

･

乾 田直播の 管理用水

Ⅰ用水地区の 代掻き用水量1 4 5 皿/ d a y を 土壌空

隙充填量1 1 5 m m と湛水深3 0 m の合計 と想定す る｡

乾 田直播では,
一

般 に地下か らかんが い を行う

が, 急激 に湛水す ると稚苗の 根の生育 に悪影響が

及ぶ こ とか ら 5 日間程度で徐々 に湛水す る｡

∴1 15 ÷ 5 = 2 3 m m/ d a y

ま た, 蒸発量 は不明であるが , 6 m m /d a y と想定す

ると, 乾 田直播にお ける管理用水は,

23 ＋ 6 = 29 m m/ d a y と想定される ｡

の諸元

･ 現況

区画規模 : 3 0 a

代掻き ブ ロ ッ ク : 0 . 6b a

代掻き用水 : 1 45 m m/ d a y

管 理用水 : 29 m m/d a y

代掻き 日数 : 1 5 日

･

乾 田直播

区画規模 : 30 a

代掻きブ ロ ッ ク : 一

代掻き用水 : -

管理用水 : 29 m / d a y

代掻き 日数 : 一

打) シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結果

Ⅰ用水地区に お ける施設容量算定の 結果, 現状

の移植栽培を乾田直播栽培と した場合の必要施設

容量の 変化は小さ い ｡

(3)所要施設容量変化の まとめ

施設に つ い て は , 移植栽培の ように施設容量が

1 .2 ～ 1 . 3 倍 と なると , 使用する資材の規格が大き

く ならざるを得な い ｡ また , 乾 田直播の場合の よ

うな1 . 02 倍程度の変化であれ ば, 規格 の範囲内で

ある程度許容され る
｡

た だ し, Ⅰ用水地区の ように施工性 を考慮 して

使用す る資材の 最低規格が 決め られ て い る場合

( 開水路の場合B F - 30 0 未満は使用して い な い) ,

こ の こ と に よ りある程度の 支配面積ま で は流量の
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( 単位 :

0 . 35 0

0 .3 00

0 . 25 0

0
.
20 0

0.
150

0 .1 00

0 .0 50

0. 00 0

t/ s e c) 支配面積一施設容量 の関係

一 検討 1 : 現況

--一 検討 3 : 乾 田 直播

1 8 支配面積 5 4 63

小用水路 の 用水計 算

●検討ケース 1 :---=-一代 か きの 1 単位 -
-

--
一

丁

l

)

J

)
十

l

( 単位 : b a)

作型一早期 Ⅰ (普通期)

普通期 (2 0 m m)

作型一早期ⅠⅠ ( 普通期)

管 理用水(20 m m 5.
4 h a)

作型一早植 え ( 代か き期)

最終 日代か き(15 0 m m O .6 h a)

1 区画0. 6 h a 代か きブ ロ ッ ク( 0. 6 b a
x lO 日)

検討ケース 1

1 日 当たりの代 か き作業面積が0 .6 h a で ある の で , 代 かき 日 数を掛 けた0 , 6( h a) × 10 ( 日) =

6
.
O h a を代 か きブ ロ ッ ク と する｡ 代 か き作業 は こ の ブ ロ ッ ク を単位に 行う｡

ただ し
,
作 型が 3 種類 ある ため

,
左 図に･ ‥ で 囲まれ た範囲6 .0 ( h a ) × 3 ( 作型) = 18.

O h a を単

位 と して用水量計算 を行う｡

●検討ケース 3

l l l l l l l l l

)

)

)

検討ケ ー

ス 3

作型- タイ プ Ⅰ (普通期)

普通期(24 m m)

作型- タイ プⅠⅠ ( 普通期)

作型- タイプⅠⅠⅠ( 地下か ん が い 期)

地下 か ん が い 期(3 0 m m)

乾田 直播の 場合, 用水量が最 も多 い の は地下 かん が い 期 で あり, 生育ス テージ が最 も遅い

作型ⅠⅠⅠの 地下か ん が い 期 に 用水量の ピ
ー

ク が存在する｡

図 - 8 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 結果

表 - 3 施 設 へ の 影響

施 設 規 模 現状 の 施設容量 規模拡大後 の 施設容量 用水路支配面積

小 用 水 路 1 0 .6
～

0 . 8 倍程 度ま で 3 h a 程 度

支 線 用 水 路 1 1
.
2 ～ 1

. 6 倍程 度ま で 60b a 程度 ま で

幹 線 系 用 水 路 1 1 . 2 倍程 度 60h a 程度 以上
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( 単位 : t/ 駅 C)

0
,
5 0 0

支配面積一施設容量 の 関係

0
.
4 00

施 0. 3 0
0

設
苓
量 0
,
2 0 0

0.
1 0 0

0
.
00 0

一 検討1 : 現況

___ 検討2
ニ乾田 直播

2 1 支配面積 4 2

周一 g シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 結果

表- 4 施 設 へ の 影響

6 3 ( 単位 : h a)

小用水路 支線用水路 幹線用水路

規模拡 大後の
1
.
02 ～ 1 .0 5 倍 1.

02 ～ 1
.
05 倍

1
.0 2

～ 1
. 05 倍

施 設 容 量 (0 . 95 倍程度)

( ) 内は 作型 を3 つ に分 けた場合

変化に よ り規格が拡大されな い こ ととなる ｡ 勾配

の大き い 地区では, こ の影響が大き い ｡

管路 の 場合も開水路同様最小口径 (¢7 5 も し く

は¢10 0) が定め られ て い る こ とが多 い ｡

m
3/ s

0 .4

0 . 3

流

量
0 ･2

0 , 1

ま た, 管水路の場合, 動水勾配との関係 に より

条件流速の範囲内で あれ ば調整 を図る ことが可能

で ある ｡

4
. 施設対応方策

(1)末端施設の 改良

経営規模拡大の施設容量 に対す る影響は, 小用

水路ある い は支線用水路等末端施設にお い て大き

く現れ る ｡ 特 に, 移植栽培のまま規模拡大が なさ

れた場合の影響は大き い ｡
そ の対策として, 地区

の状況 (用水使用条件, 既存施設の容量決定方法

等) L
に も よるが , 基本的に は末端用水路施設の改

良が必要に なる と思われ る｡ こ の 結果よ り改良の

範囲と しては概ね60 h a 程度以下と想定で きる ｡

な お , 乾 田直播栽培に お い て規模拡大 した場合

の影響は, 支線用水路の 改良が必要とな ると思わ

れるが , 移植栽培の まま規模拡大がなされ た場合

を想定し, 改良して おけばそ の まま利用で きるで

あろう｡

(2)幹線系施設の 改良

規模拡大の幹線系用水路施設容量に対す る影響

検討ケース 1 (現況)

検討 ケース 2 (大規模経営)

ー ーーーー ー ー ーーーー･ 検討ケ
ー ス 3 (乾 田直播)

0 現況施設容量

○

0

①

○

0

○

1 日の 代掻面積 3 h a

代掻ブ ロ ッ ク 21 b a と して作 図

小 用 水路

10 2 0 3 0 4 0

支線用 水路

50 6 0 b a

′ L
お おむ ね 6 h a 以 下

支 配 面 積

図一川 末端 に お ける検討 ケ ー ス 別 の 理 論施設容量と現況施設容量
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は, 現状 を 1 と す るとピ
ー ク容量が1 .

1 ～ 1 . 2 倍 と

なる程度で あり, 末端施設に対す る影響 に比 べ て

小さ
-
い と い える ｡

そ の対策と して は, 地区 の施設

条件 (取水方法, 管路
･ 開水路等) を勘案し, フ

ァ
ー ム ポ ン ド等 の緩衝施設, ブ

ー

ス タ ー ポ ン プ等

の 送水能力ア ッ プ等,

と も重要で はあるが,

制限がある こ とか ら,

検討す べ きで あろう｡

施設面の強化 を検討する こ

一

般 には, 水源取水量等に

水利用調整 の可能性 をまず

こ の可能性 と して は, (む代

掻き の 際 の水 剛 こ水を張る期間を作業期間よ り延

長, ②代掻き面積の 日配分を変化, ③作型の調整 ,

(彰栽培形態 (移植 ･ 幸乞田直播) の 組合せ等が あげ

られる｡

な お,
一

か ん が い 期間に お ける総用水量に つ い

て は, 移植栽培の場合規模拡大 の影響は小さ い と

考えてよ い ｡ 乾 田直播栽培の場合は, 代掻き及び

畦塗 りを行わ な い こ とにより減水深は増大す るが,

移植栽培 と比較 して湛水期間が1 0 ～ 2 0 日 程度短縮

されるた め, そ の両面か ら検討す る必要がある｡

5
. そ の 他の方策

経営規模拡大に よ る水需要の 変化を, 施設対応

の みで吸収す る こ とが困難な場合は, ソ フ ト ( 水

管理) に より調整す る ことが必要である ｡

従 っ て , 今後 の 水管理 の課題及びあり方を検討

しておく必要がある｡

(1)経常規模拡大に伴う水管理上の 問題

(む経営規模拡大に伴う土地の所有者と利用権の分

離に よ り, 従前の集落機能に依存 して い た水管理

体制が変化す ると予想される こ と へ の対応｡

②農地の 集積ブ ロ ッ ク化, あ る い は大区画化に よ

る末端水需要の増加 ･ 集中化等に対応 した水管理

の あり方｡

こ れ らの課題 を踏まえた上で , 今後 の 水管理体

制の構想に つ い て検討を行うこ とが必要で ある｡

(2)水管理 の基本的考え方

水管理 の 目標と しては, ①水 の確保, (参水 の適

正配分, ③管理の省力化, ④水利施設の安全確保

があげられ るが, さ ら に , 水管理 の
一

元化を図る

上で, ⑤管理組織 (土地改良区) の 強化が必要で

ある ｡

一 方, 水管理体制の 区分と しては, (彰水利施設

の支配度から基幹施設と末端施設, (参水管理の視

点か ら供給主導型 と需要主導型 , ③管理方法か ら

線的管理 と面的管理 , と な っ て い る と考えられる ｡

こ の よう に基幹施設と末端施設は水管理 の視点

や管理方法等に大き な違 い があり, そ れ ぞれの特

性 を考慮 した水管理体制 を検討 しな けれ ばな らな

い ｡

供
給
主
導

l
-
･

面
積
大

人

l

線
的
管
理

l
Y

需
要
主

導

面
積
小

面
的
管
理

二二基 幹系 ( 安全管 理 を伴う) 末端系(集落系)

水
源

大
分
水

集 代 ブ 解 園
落 掻 口 区 場

ツ

タ

図 - 11 水 管 理体系

(彰基幹施設系

国 ･ 県営幹線用水路 系に 属す る施 設で , 概 ね

1 0 0 ′ ～ 2 0 0h a 以 上 か ら数千h a の 支配面積 を有 す る

も の ｡ こ の系 の水管理 の 主な目標 は, 限 られた水

源水量の 合理的な配分であり, 末端 の水需要より

は水源側 (供給側) の事情が優先される ｡

従 っ て , 水管理 は供給主導で行わ れる こ ととな

る｡

(参末端施設系

支線用水路系か ら 1 筆 の ほ場 ま で含む施設系で,

ほ場 に属す るように面的に細かく配置され るた め,

施設系と してはきわ めて複雑である｡ ま た, 末端

ほ ど水需要の変動の 影響を受 けやす くなるので ,

供給主導を基本とす る基幹施設系との調整が要求

され る｡

こ の レ ベ ル の水管理 は, 従前は集落機能 に委ね

られ て い た比重が高く, 水管理 にお ける集落機能

の低下を考慮した新たな水管理体制を構築 しなけ

れ ばならな い
｡

末端施設系もそ の規模 か らア) 集落 レ ベ ル , イ)

代掻きブ ロ ッ クある い は転作田 を考慮したブ ロ ッ

ク ロ ー

テ
ー

シ ョ ン レ ベ ル , ウ) 末端ほ場 ( 圃区) レ

ベ ル , エ) 耕 区 レ ベ ル の 4 段階に 分けられるが, そ

れ ぞれ の レ ベ ル で管理目標は以下のよう に考 えら

れる ｡

( a)集落 レ ベ ル

地域によ っ て その規模 は様々 で面積規模に よる

規定はでき な い が, 概 ね10 0 h a 程度 と考えられ, 大
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規模経常下で は幾 つ か の組織経営体 (20
～ 3 0 h a)

と そ の 他の 小規模農家か ら構成 され る｡ こ の レ ベ

ル の管理目標は, 集落 の入 り口に お い て は集落機

能の低下と いう現実を考慮 し, 集落間の調整が ま

すます困難に な るた め, 供給主導型の水管理を主

眼と し て行う必要が ある｡

(b)代掻 きブ ロ ッ ク レ ベ ル

集落 内に お い て は, 代掻き ブ ロ ッ ク まで の水の

適正配分が主要な水管理目標となる ｡ 代掻きブ ロ

ッ ク以下の 区域 は農地の集団化の 当面の目標規模

と な る単位 で あり, 経営規模 拡大後 で は概 ね

2 0 ～ 30 h a と 想定される ｡

また , 大規模化が進行中の 中間段階で は, 新 た

な ｢水利慣行+ を設定 して ,
そ の規制を利用して

地域的な作付統制や農地の集団化を図る こ とが考

えられ, こ の 点 に配慮 した水管理方法を構築す る

こ とが求め られる ｡

( c) 圃区 レ ベ ル

全面的に大規模経営ある い は集団的土地利用 が

実現 して い る場合 に は, 水管理 の省力化が目標と

なるが
,. 当面
は農地の集積化 を図 っ て い くた め の

最小管理単位と して, 換言する と水利調整 ( = 水

利規制) の 基礎単位 として位置づ けられる ｡

圏区は, か ん が い 排水管理の 基礎的単位で あり,

効率的 ･ 合理的な営農を展開す るため に は, 同
一

囲区で は同
一

営農形態である こ とが望ま し い ｡ そ

の ため に は, 囲区単位で は水管理形態の 同質化を

図るよう な管理が求められ, ｢ 水利+ の規制 を利用

した農地の集団化の促進が求められる ｡

(d)耕区 レ ベ ル

現状の 分散錯囲で は水管理の最小単位 とな っ て

い る が
, 大規模経営や兼業化の 深化が進行して い

く状況下で は, 個別経営体に よ る管理 は困難性が

一

層強ま っ て い く ｡

こ の レ ベ ル で の 水管理 は , 基本的に は水管理の

省力化 に重点 を置 いた ものと なり, 個 々 の耕区の

細か い 水 のか けひ きが不要と なるような農地の 集

団化 を進める こと に なろう
｡

6
. おわ りに

以 上, 今後, 農地 の利用集積が推進され , 水 田

農業 にお ける大規模経営が確立 された場合の影響

を具体的に把握す るととも に , そ の対策を検討 し

た ｡

そ の 要点をま とめると, 以下 の よう に なる｡

(1) ハ ー ド対応

(彰末端施設

経営規模拡大の 施設容量 に対す る影響は, 末端

施設 にお い て大きく現れる ｡
そ の対策と しては,

末端用水路施設の 改良が必要になると思われ る｡

ま た
, 改良 の範囲としては概ね6 0 h a 程度以下と想

定できる ｡

②幹線系施設

規模拡大の 幹線系用水路施設容量に対す る影響

は, 現状 を1 と する とピ ー ク容量が1 . 1 ～ 1 . 2 倍 と

な る程度であり, 末端施設に対す る影響に 比 べ て

小さ い ｡ そ の 対策と しては, フ ァ
ー

ム ポ ン ド等の

緩衝施設等, 施設面の 強化を検討す る ことも重要

であるが,
一

般 に は, 水源取水量等に制限がある

こ とか ら, 水利用調整の 可能性 をまず検討す べ き

である｡

(2) ソ フ ト対応

(∋基幹施設系

水管理 の 主な目標は, 限 られた水源水量の合理

的な配分であり, 末端の水需要よ りは水源側 (供

給側) の事情が優先され る｡

従 っ て , 水管理 は供給主導で行われ る こととな

る ｡

(塾末端施設系

従前は集落機能に委ね られ て い た比重が 高く,

水管理 に お け る集落機能の 低下を考慮 した新たな

水管理体制を構築 しな けれ ばならな い ｡

末端施設系も そ の規模か ら( a)集積 レ ベ ル , (b) 代

掻き ブ ロ ッ クある い は転作 田を考慮 した ブ ロ ッ ク

ロ ー テ ー

.
シ ョ ン レ ベ ル , ( c)末端ほ場 (圃区) レ ベ

ル, (d)耕区 レ ベ ル の 4 段階 に分け られ るが , そ れ

ぞれ の レ ベ ル で の管理目標 は以下の ように考 えら

れ る
｡

( a)集落 レ ベ ル

管理目標は, 集落の入り口 に お い て は集落機能

の低下と い う現実を考慮 し, 集落間の 調整がます

ます困難に な るたや, 供給主導型 の水管理 を主眼

と して行う必要が ある ｡

(b)代掻きブ ロ ッ ク レ ベ ル

大規模化が進行 中の 中間段階で は, 新た な ｢ 水

利慣行+ を設定 して, そ の 規制を利用して地域的

な作付統制や農地の集団化 を図る ことが考えられ ,

こ の 点 に配慮 した水管理方法を構築す る ことが求
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(d)耕区 レ ベ ル

こ の レ ベ ル で の水管理 は, 基本的に は水管理 の

省力化 に重点を置 い た ものとな り, 個 々の耕区の

細かい水 のか けひきが不要と なるような農地の集

団化 を進 める ことが必要 であ る｡
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め ら れる ｡

( C)圃区 レ ベ ル

圃区単位 で は水管理形態の同質化を図る ような

管理が求められ, ｢ 水利+ の規制 を利用 した農地の

集団化の 促進を行う必要が ある ｡
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【報 文】

大規模畑作, 高収益畑作の 展開の ための畑地帯整備技術

森 瀧 亮 介
*

清 野 哲 生
*
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は じ め に

21 世紀に向けた畑作地帯の 展開方向と して , 農

産物の自由化, 新規作物の 導入 へ 対応す るた め に ,

大規模畑作地帯に お い ては低 コ ス トの生産を実現

すると とも に , 安全 で高品質 な作物 を多様に生産

でき る畑地帯の基盤の整備及びその技術の習得が

必要で ある｡ そ こ で , ｢ 1 大規模畑作, 高収益畑作

の 展開と畑地かんが い技術+ に お い て , 大規模畑

作地帯に おけ る自動定圧定量取水詮の導入 に よ る

効果と大規模畑作に適合 した畑地 かんが い末端施

設 に つ い て, ｢ 2 高品質の 作物生産 を可能とす る土

づく り技術+ にお い て, 安全で高品質な作物 を生

産す るた め に 農業の持 つ物質循環機能を生か した

環境保全型農業を推進 して い くため の土 づく り の

方策, そ して , ｢ 3 作業労力の軽減の た め の 多目的

か んが い技術+ に お い て , 農業後継者不足と農業

従事者の 高齢化に対応するためのか んが い技術の

導入 に つ い て述 べ る ｡

1
. 大 規模畑作, 高収益畑作の 展開と畑地かん が

い 技術

(1) 自動定圧定量取水詮の導入 に よる効果

(彰大規模畑作の 展開と問題点

大規模 な畑作が展開されてく ると, 丘陵地帯に

あた っ て は, 1 フ ァ
ー

ム ポ ン ド に か かる 区域の標

高差が大きくな り, 区域内の 上流側と下流側のほ

場で は水利用の不公平が生 じる｡ 現在, フ ァ
ー

ム

ポ ン ドを設置する こ と で , 末端施設の水利用の不

公平の 解消に対応して い るが , フ ァ
ー

ム ポ ン ドで

*

構造改善局水利課

次

2
. 高品質 の 作物生産 を可能 とする土づくり技術

…

3 1

3 . 作業労力 の軽減 のための多目的か ん が い 技術
…

3 6

お わ りに
… ･ ･ … … … … ･ ･ … ･ ･ … = … ‥ … ‥ … ･ ･ … … … ･4 0

は圧力保持が困難な こ と, 維持管理が大変である

- こ と等 の 問題点がある｡ しか しな
が ら, 近年, 自

動定圧定量取水詮が開発され, こ れ ら の 問題点が

解決され る こ と に な っ た ｡ そ こ で , 自動定圧定量

取水詮 を紹介す る ｡

②自動定圧定量取水詮導入 に よ る効果

自動定圧定量取水詮が導入され る ことに よ っ て,

以下 の 効果が発現され る｡

( a)散水 ム ラ の解消

フ ァ
ー

ム ポ ン ドを設置す る場合, フ ァ
ー ム ポ ン

ド に かか る区域内で水使用 が あると, こ れ に よる

圧力変動が散水施設に ま で影響 し, 散水 に ム ラが

生 じた ｡ しか し, 自動定圧定量取水詮 は, 配水路

かうほ場内配管 へ の分岐点に設置 し, 散水施設 に
一

定 の圧力と流量の水 を供給す るもので あるた め,

散水施設から の散水の ム ラが解消され る｡

(b)水利用の 自由度拡大

大規模畑作地帯 では, 輪作営農が行わ れる こ と

が多 い ｡ こ の場合, 各戸 の かん水面横と使用水量

は年ごと に 変動す る｡ また , 用水導入後に はか ん

水効果の 高い 作物の 導入や かん水効果の 向上 の た

め の適期かん水方式が普及する と, 従来 の輪番方

式から自由か ん水方式に なら ざるを得ず, 各戸 の

水使用用量は様々 に変動す る こ とが予測され る｡

そ こ で, 計 量装置の つ い た自動定圧定量取水詮を

導入する こ とによ り, 分水詮毎の供給流量 また は

圧力の 変更が容易 に行 えるため に , 各 々 の 営農体

系にあ っ た水使用が可能とな り, 多様な作物の作

付けが可能となる ｡

( c)維持管理費用 の公平な分担

また , 各戸 の水使用量の把握ができ るため, 維

持管理費に お い ては水田地帯と異な り使用水量 に
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応 じた公平な負担が可能とな る｡ ま た , 自動定圧

定量取水詮は, あ る
一

定以上 の水使用を抑えるた

め, パ イ プライ ン全体の安全性も高まる こととなる ｡

③自動定圧定量取水詮を導入 した効果の 例

北海道A 地区にお い て, 各取水詮にお ける供給

水の圧力と流量 の 変動格差を少なくするた めに支

配団地構成を細分化す ると
,
41 ブ ロ ッ ク団地が発

生す る こと となり, 工事費はもとよ り用地費の増

加や錯綜す る管路の安全管理等問題点が 多か っ た ｡

そ こ で , 圧力 の 自動調整と設定値以上の 吐出流量

を制限で きる機能と, 供給量の 計量が可能な取水

詮を備 えた自動定圧定量取水詮を導入す る ことに

より, 支配区域の制限を取除くこ とが可能 とな っ

た ｡ つ ま り, パ イ プ ライ ン 1 系の 支配団地 をお お

むね1
,
0 00 h a 程度 に拡大, 地域13 , 53 0 b a を1 3 ブ ロ ッ

ク に まとめた こ と に より, 事業費 ･ 工事費の軽減

を図り( 表- 1 ) , 供給側も水使用側も安全で使 い

やす い シ ス テ ム を構成 した ｡

④自動定圧定量取水詮の構成と性能, 仕様

(a)構成

図 1 , 2 に 示 すように , 本管か ら立上 る詮体と

頭部 に取付けられ る複数の取水 エ ル ボか ら構成さ

れ, 詮全体の基部 に主遮断弁が ある｡ 取水 エ ル ボ

に は, そ れ ぞれ使用者に よ り選択された圧力, 流

量 に応 じた制御装置と計量装置が組み込まれ てお

り, 1 詮体 に最大 4 個まで装置で きる の で , 錯綜

した土 地所有地帯でも それぞれ異なる圧力 , 流量

等が設定でき る｡

(by 隆能及び仕様

の遮断性能

以下に 示す範囲で流水の遮断機能 を持 つ ｡

基準常用圧力 2 0 バ ー ル 最大許容圧力 2 5 バ ー

ル 試験圧力 3 0 バ
ー

ル( 1 バ ー ル = 1 . 0 21 塔/ 皿
2

)

打) そ の他の機能

栓の全装置の損失水頭は 1 バ ー ル 以内, ハ ン ド

ル 1 回転遮断流量 は栓体基準流量の1 0 % 以下と し,

発生す る水撃圧 は 2 バ
ー

ル 以内で ある｡ ま た , 基

準流量の範囲では振動 しな い ｡

桝取水 エ ル ボ性能

取水 エ ル ボ に は, 口 径規格6 5 , 1 0 0 , 1 5 0 皿 の 3

種が あり, それ ぞれに圧力調整装置, 流量制限装

置, 計量装置及 び下流管路接続装置を装備 し, こ

表 -

1 A 地 区 に おける パ イプライ ン 施設量 の比較

項 目 平均団地構成 釣300 h a 平均 団地構成 約1 , 0 0 0 b a 備 考

送水系 パ イプライ ン 11 条 1 = 7 3 k 皿 8 条 1 = 4 9 k n 幹 線規模
配水系 パ イプライ ン 41 条 1 = 2 8 5 k Ⅱ1 4 0 条 1 = 2 0 5 k m 幹 線規模
フ ァ

ー ム ポ ン ド 41 ヶ 所 1 = 2 8 5 千 m 8 1 3 ヶ 所 1 = 2 8 5 千 Ⅲ 8

(勤

(診

･4 60 44 7
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表- 2 圧 力調整または安定装置 の標準規格値

取水 エ ル ポ ( 口径 m m) 規格 圧力 ( 2 次庄) 単位 : バ
ー ル 1

.
0 2 k g/ 皿 2

6 5 3 . 0 3 . 5 4 , 0 4 . 5 5 . 0 6 . 0 7 . 5 9 . 0 1 0 . 0

1 0 0
,
1 5 0 // / / / / // // // / / // 1 1 . 0

れ ら の 装置は い ずれ も取り替 え可能とな っ て い る ｡

以下, 設定圧及び流量は, 水路本管 を1 次圧と し

エ ル ボ吐出口 を 2 次圧側とす る｡ た だ し, 2 次圧

側の値は水使用者に よりそれ ぞれ選択され る｡

1) 圧力調整装置

圧力調整装置は稼働時 に 1 次圧力 を自動的 に減

圧 し, 2 次圧力を安定維持す るも の で表一 2 に示

す種類が あり, 自由選択で きる｡ 装置の誤差 は設

定 した 2 次圧力の20 % 以下 で ある ｡ こ の装置 は,

シ リ ン ダに 内蔵された ピ ス ト ン と圧縮バ ネ に よ り,

1 次圧 の変動 を機械的に自動追従 して弁座の 流水

通過断面を調整す るも の で ある(図 3 , 4 ) ｡ た だ

し, こ の機能 は使用中の み作動 し, 停止 したとき

は作動 しな い ｡

2) 圧力安定装置

稼働中の 圧力調整装置と全く同じで あるが , 散
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図- 3 圧 力調整装置 の

作動直前

図
-

4 圧 力調整装置の

作動時

水施設の水使用を停止 した時で あ っ て も圧力安定

装置は作動 し, 設定 した 2 次圧を保 つ た め, 散水

施設の 安全確保が でき, ま た , 施設費も軽減す る

こ とが できる ｡ こ の誤差 は瞬間最大値と して 2 次

圧 の 30 % 以下である｡

3) 流量制限装置

2 次側流量 を設定規格値以上に しな い ようにす

る も の であり, 表- 3 か ら自由選択す る｡

こ の制限精度は, 誤差 ＋2 0 % 以 下とな っ て い る｡

こ の装置は, 通過流水の損失圧力 を利用 して通過

断面を自動変化させ , 過剰通過を制限す るも の で

ある
｡

4) 計量装置

こ の装置 は, 取水 エ ル ボの通過流量を ベ ン チ ュ

リ方式で計測し, 誤差 ± 5 % の 精度で最高 1 万血
1

ま で積算計測で き, 満量の場合は自動的に 0 に戻

る｡ た だ し, 水平使用が条件である｡

⑤自動定圧定量取水栓 の管網配管 へ の応用

配水施設の 計画, 設計 に お い て は, 従来, 上水

道等で管網が幅広く採用されて い たが , 農業農村

整備事業の 場合, 樹枝状配管が主で あり, 管網配

管の採用 は最近の こ と で ある ｡
こ れ は, 管網 シ ス

テ ム が, 同
一

網内 に大きな圧力差が (標高差) が

ある場合, 同
一

管網内の上流側及び下流側の ほ場

で水使用に不公平が生 じる こ と, また , ほ場末端

で の散水に ム ラが生じる こと の た め に , 例 えば北

海道の ように 丘陵地帯で大規模か つ広範囲にまた

が る畑地か んが い 地域 へ の管網配管の導入 は困難

で あ っ た ｡ も ち ろん , 地形条件に よ っ て管網を細

分化 して 圧力差 を
一

定 の範囲に抑える こ とで, そ

表- 3 流 量制限装置 の標準規格値

取水 エ ル ポ ( 口径 m m ) 規格 流量 ( 2 次倒) 単位 : 1 / S

6 5 1 . 5 2 . 0 3 . 0 4 . 0 5 . 0 6 . 0 7 . 5

1 0 0 / / // / / 9 .0 1 2 . 0 1 5 . 0 1 7 . 0

1 5 0 1 5 . 0 , 1 7 . 0 , 2 0 . 0 , 2 5 . 0 , 3 0 . 0 , 3 5 .0

- 2 8 一 水 と土 第 100 号 19 9 5



( 設定流量値以下の 時) ( 設定涜量の 時)

図 - 5 流 量制限装置作動図

の適用範囲を広げること で対応で きるが経済的に

高価なもの となる ｡ し か しなが ら, 大規模 な畑地

か んが い に即 した シ ス テ ム と して自動定圧定量取

水栓が開発され, 管網配管の導入が容易 に なり,

管網配管の 持 つ利点が生か され易く な っ た
｡

⑥管網配管導入 に よる効果

( a) 事故発生時で も水の 供給が可能

樹枝状配管の場合, ほ場 へ 水 を供給 して い る途

中の パイ プ ライ ン で事故が発生 した場合, ほ場 へ

の 水の供給に 支障が生 じるが , 管網配管の場合 ,

事故 を起 こ した管と別の管か ら水 を供給す る こと

が可能で ある
｡

(b)管水路内の水質保持の省力化が可能

樹枝状配管の場合, 水 の使用が長時間な されな

い場合, パ イ プライ ン末端等にお い て水腐 りが生

じる ことがあるが, 管網配管で は常に水の 動きが

あるため水腐りが生 じな い
｡

⑦自動定圧定量取水栓と管網導入 に よる事業費

B 地区(受益面積7 ,8 00 h a) に お い て
, 自動定圧

定量取水栓と管網導入 によ り, 事業費が以下の と

お りとなる (表- 4 ) ｡

こ れ は, 自動定圧定量取水栓 を取 り込む こと に

よ り, 1 フ ァ ー ム ポ ン ドの 掛か る支配面積が広が

り フ ァ ー

ム ポ ン ドは大型 し, フ ァ
ー

ム ポ ン ド の数

が大幅に減少 したた め, 管網配管の取 り組み に よ

り水路延長が延びた にも係わ らず全体工事費が節

減で きる ｡

参考文献

1) 佐藤 治
･

河崎健吾
･

藤井正明 ･ 奥山昭雄 ･ 舘

石和秋 : 自動定圧定量取水栓を用 い た大規模渾

漑 シ ス テ ム (1 99 0)

(2)畑地か んが い施設 の現状と今後の動向, 検討課

題

(む畑地かんが い施設の種賓と特徴

畑作営農の大規模化 に伴い , 末端施設も手動式

か ら自動式又 は自走式と い っ た営農上適切なス プ

リ ン クラ ー を と り つ ける必要がある ｡

ス プ リ ン ク ラ ー に よ るか んが い 方法に は
, 複数

以上 の ス プリ ン クラ ー を
一

度 に使用す る複式ス プ

リ ン クラ ー と, ス プ リ ン ク ラ ー を 1 個 だ け使う単

式ス プリ ンク ラ ー

, 複数 の ス プ レ
ー を 1 度 に使用

する ブ ー ム ス プ リ ン クラ ー

の 3 方式がある｡ ま た,

動 かな い定置方法と, 次 々 に動か して 使う移動方

法に分け られ , 大規模輪作体系をと るか んが い 面

積の 大きな農家で は定置式は不向きで, ス プ リ ン

クラ ー

を移動する シ ス テ ム が中心とな る｡

(a )複式ス プリ ンク ラ ー か ん が い シ ス テ ム

こ の シ ス テ ム は
,
吐 出量の小さ い小型また は中

型 の ス プ リ ン クラ ー

を 2 個以上 つ けた散水支管を,

地表また は地下に定置す るか移動して 散水す る シ

ス テム である
｡

( b)単式 ス プリ ンク ラ ー か ん が い シ ス テ ム

単式ス プリ ンク ラ ー が複式ス プリ ンク ラ ー シ ス

テ ム と異なる点は, 1 本 の 散水支管に対 し て 吐出

表- 4 B 地 区 に おける事業量 , 工 事 費比較表 (工 事 費 の 単位は百万円
,
延 長 は m )

区 分 樹 枝 状 配 置 管 網 配 管 増 減

箇所 , 延 長 工事費 箇所 ,
延 長 +二事費 箇所 , 延 長 工事費

フ ァ
ー ム ポ ン ド 3 3 7

,
0 7 1 1 1 6

,
1 2 2 △2 2 △ 9 4 9

水 路 (定圧定量

取水栓含む)

31 0
,
7 2 0 2 4

,
6 8 3 3 4 6

,
9 7 0 2 5 , 1 0 7 3 6

,
2 5 0 4 2 4

計 31
,
7 5 4 3 1

,
2 2 9 △ 5 2 5
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複式 ス プリ ン クラ ー

単式 ス プ リ ン クラ
ー

ブ ー ム ス プ リ ン クラ ー

ス プ リ ン ク ラ
ー

か んが い シ ス テ ム

定置式

手動式 - 一 工芸芸警寛よ三三ヲエア
ソル)

トラクタ ー

けん 引式
{ 芸芸芸

(ス キ ー )

( ホイ
ー

ル)

自動式 - { 霊芝芸芸竿笠ノて三ご芸√
‾ ル ロ

‾

ル)

自走 式 - { 霊宝芸去羞孟孟表弓誓言.三三レム _ ブ,

ケ ー ブ ル けん引型

パ イプ けん引型 ( ア ン ル
ー ラ ー )

パ イプ 案内型 (タイ フ
ー ン)

ロ ボ ッ ト型 ( ロ ボ ッ ト レ イ ン)

図- 6 ス プ リ ン クラ ー

か ん が い シ ス テム の 分 類

量の大き い 1 個 の 大型 の ガ ン ( 架台 つ き) タイ プ

の ス プ リ ン クラ ー を使用する点で ある｡

( C)移動 シ ス テ ム の 特徴

定置式は開閉のみ の作業な
■
の で最も労力が少な

い が設備費は最高となる｡
一

般 に ス プリ ン クラ
ー

シ ス テ ム は高価な設備の ため移動を繰 り返 して利

用 する方法がと られ る｡ か ん が い作業の 中で最も

人手 を要し, か つ 単調で労力を要する こ とは ス プ

リ ンク ラ ー

の 移動作業である｡

(d)手動式

手作業に より ス プリ ン クラ ー シ ス テ ム全体を移動

するも の を可搬式, ス プ リ ン クラ ー の み移動す る

も の を半可搬式と称 してお り, 前者は最も設備費

が少なく て済むが
,
労力は大変なため小面積の場

合また はか ん水が少な い場合以外は, 手動式を利

用す る ことは難 し い ｡

( e) ト ラ クタ ー け ん引式

トラクタ ー け ん引は, か ん水後台車又 はそり に

装着した散水ライ ン全体 をトラクク
ー で次 の 圃場

まで けん引され る方法で, け ん引用の 専用地が必

要とされ る｡

(f)自動式

自動走行式 は エ ン ジ ン に よる散水支管の移動一

散水一排水▼移動の サイ ク ルで か んが い され, 散

水支管と車軸 を兼用す る横多動輪付の も の と, 散

水支管を装着させ たり, 車軸を送水専用と し小散

水支管を装備 し, 1 回の か ん水面積の拡大 を計
_
つ

た横多移動型が ある ｡

( g)自走式

自動推進式は, 水力, エ ン ジ ン, また は, モ
ー タ

の動力に より, 散水支管を連続 して移動
･ か ん水

す る方式で , 散水支管が 円形 に移動す る セ ン タ
ー

ピ ボ ッ ト と横方向に移動する配水支管横多動型が

ある
｡

②畑地か んが い施設の現状と今後の動向, 検討課

題

( a)大規模畑作地帯の 畑地かんが い施設の現状と今

後の 動向

現在導入 が進んで い る自走式ス プリ ン クラ
ー が,

機動性, 地形及び 区画 へ の適合性な どか ら主力と

な っ て いくと考えられる｡ 現状 の長方形区画圃場

か ら, 複式 ス プ リ ン クラ
ー

の 自動また は自走式が

考 えられ るが, か ん が い規模 , 更 に冬期積雪か ら

の保護対策等か ら, 当面 コ ン パ ク トにまとめる自

走式の リ
ー ル マ シ ン が適当で あるかも しれな い ｡

(b)今後の検討課題

大規模畑地か んが い の施設上大きな特徴と して ,

高圧か つ長大 な用水路と大型で省力的なス プ リ ン

クラ ー が あ げられる｡ こ れ ら の施設の維持管理 に

は, 相応の管理技術水準が要求され る｡
一

方, 大
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規模畑地かんが い施設を利用する農業者か ら見れ

ば, 用水利用に伴う農業経営転換, 用水 の 多目的

活用等, 水利用に当た っ て は, 柔軟 な対応が可能

な用水シ ス テ ム が望まれる ｡ 大規模畑地か んが い

施設の設計施工 に 当た っ て は, 地域毎の こ の よう

な状況を十分把握し, 合 理的か つ適切 な水利用が

可能と なるような使 い やす い 水利施設及び , 施設

の低 コ ス ト化 に 配慮す る必要が ある｡

ま た , ス プ リ ン クラ ー か ん が い シ ス テ ム はそれ

ぞれ に 特色を有 して おり, そ の地域, 又 はか んが

い農家毎の圃場の 形状と傾斜, 地表面の状態, 多

目的利用, か んが い 労力, か んが い単位面積お よ

び面積あた り施設費 な どを十分配慮 して選択され

( 千円/ 年/ h a)

6 0

5 0

4 0

平

均

潅

漑

費

用

03

■

○

○

●

○ ▼

0

0

0 ☆

★

ね ばならな い , 参考 に かんが い労力とかんが い 費

用を比較 した事例と して, 1 9 79 年 に フ ラ ン ス南西

部の とうもろ こ し栽培農場 を対象 に, か ん が い 方

式別 の面積当た り の かんが い 費用 (投下資本と運

転費用の合計) とか んが い に要す る労賃に つ い て

調査 した結果 を図- 7 に示す ｡ 調査圃場 は, 32 h a

か ら5 62 b a と規模が異な るた め, 単位面積当た り調

査数備に同
一

機種間で もばら つ きが みられ る｡ ま

た , 表一 5 に ア メリカ に お ける ス プリ ンク ラ ー シ

ス テ ム の選択に関する要因と適用性を示 す ｡

2 . 高 品質の作物生産を可能とする土づ くり技術

(1) 畑地帯に お ける土層構造の現状

○

▼ 0

0

☆

1 0 1 5 2 0 (千円/ 年/ 血)

労 賃

凡 例

☆ 複式 ス プ リ ン ク ラ ー 手動式 半可搬型

★ 複式ス プ リ ン ク ラ ー 手動式般半可般 型

○ 単式 ス プ リ ン ク ラ ー 自力推進式

▼ ブ ー ム 式ス プ リ ン ク ラ ー

[コ セ ン タ
ー

ピ ボ ッ ト シ ス テ ム 固定型

■ セ ン タ
ー ピ ボ ッ トシ ス テ ム 可動型

● 複式 ス プ リ ン ク ラ ー

定置式

参考文献

1 ) 北海道 開 発局農業水産部畑 地 用 水検 討委員合 ･ 畑地 用 水 に 関する

Q & A (素案) (1 9 9 4)

図 一 T h a 当 り平均 か んが い 施 設と労務費の関係
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表- 5 ス プリ ン ク ラ ー

シ ス テム の 選定 に 関する要因 と適用性

シ ス テ ム の 種 額
傾斜の

最大値

放 水 量
画場の

矩壬 状

地表 の

状 態

作物の

草 丈

一般畑作
に お ける

集団化

移 動

労 力

農 作 業

との

関 係

シス テ ム 1 単位の

かん が い

面 積

多 目 的 利 用

最少値 最大値
農姦の

散布

液肥の

散布

家畜ふ膿

の 散布

風 食

防 止

凄

式

ス

7
b

り

ン

ク

ラ

l

定 置 式

度

制限な し

山m / b r

3

m m / b r

1 2 自由 制限な し

m

制限なし 不

b r/b a

0
.
2 否 0

.
0 4～0.

9 可 可 否 否

手

動

式

半 可 奴 型 1 1 // /J / / J / ノ/ // 2. 3 可 // // // // //

可 般 型 // /J // / / // // // 1
.
5 // // // // /J //

トラ クターけん引式 6 // // 四角形
トラクターの運行
可能であること

// // 1
.
8 // // // // // //

自

動

式

横移動車輪付 / / 2
.
5 5 0 / /

障害物の

なし､ こ と
1
,
2 要 0

.
9 / / 1 2

.
0 // /

/ //
//

横 移 動 型 /
/ 2
,
5 5 0 / / // 1”2 // 0. 9

// // // // /
/

//

自

走

式

旋 回 型 8 5 5 0
円形又 は

正 方形
J/ 2

-

3 /J 0. 0
// 1 7.

2 // // // //

飲
水横
支移
管 動
型

雇 主車型 / / // // 四 角形 / / ノ/ // 0
.
2 / / // // // // 可

18 0 也n 型 // // // / J // // // 0
.
5 // 6.9

// // // //

単
式 ス
プ
リ

ン

タ

ラ

l

手 動 式 1 1 7 1 7 自 由 制限な し 制限なし 不 0
.
2 /

/ 0
.
5- 6,
4 否 否 可 /

/

トラ クターけん引式 6 7 // / /
トラり- の斬
可能であること

ノ/ // 1
.
6 J / J/ // //

//
//

自
走
式

ドラム 定置型 8 3 6 8 / / // // // 0, 5
// 0.2

-

3.0
// // // //

ドラム 移動型 // 1 3 6 6 / / // // // 0, 7
/ / 1.5

～

4. 8
// // /J //

プ リ

l ン

ム ク

ス ラ

7
0

l

トラク ターけん引式 3 7 1 7 / / // 2 - 3 要 1
,
6 // 0.5

～

6.4 可 可 否 否

自 走 式 // 1 3 6 6 / / // ノ/ // 0
.
1 // 4.8

// // /J //

備考

1 . 圃場か んが い 水量は 3 3 m m / 回 ､ 間断日 数は 7 日 ､
ベーシ ッ クイ ン テ ク レートは1 7 m m /h r とする ｡

2
. 定置式 ､ 手動及び トラ クター牽引式は ､ 実かん が い 時間1 4 b r ､ 自動式と自走式は 実かん が い 時間2 0 b r とする ｡

3 . 定置式､ 手動式 ､ ト ラ クター牽引式及び 単式ス 7
0

リ ン ク ラーシ ス テ ムの 自走式は ､
ローテーシ ョ ン 面積1 20 h a (1 8 0 r n 型 は6 0 b a) と し､ 実かん が い 面積 率は8 5.

3 %

とする ｡

(丑土壌の物理性の悪化

全国の主要な畑作地帯で は, 近代農業に お ける

大型機械の踏圧等に とも な っ て, 土層 の 固結化(緻

密度が高くな る) , 団粒構造の 破壊(孔隙率が低く

な る) , 作 土層の消失 (厚さが薄く なる) 等が長期

的に みて進行す るな ど土層の構造の悪化がみ られ,

各年毎に 実施す る営農 レ ベ ル の 土づく りで は対応

でき な い状況が顕在化 して い る ｡ ( 図- 8 ,
9 , 10

参照)

②作物の病害要因

さら に , 野菜地帯で は, 土壌の物理化学性不良,

土壌を媒体 とした病害に よる連作障害が進行 して

い る｡ ( 表【 6 , 図- 11 参照)

(勤周辺環境 へ の 影響

また
,
我 が国で は大規模 な事例報告はな い も の

の, 野菜
･

果樹地帯では, 化学肥料の 多投入 , 土

壌の窒素保有能力の低下等に より, 地下水の窒素

濃度が高くな る等, 環境 へ の影響も懸念されて い

るほか , 家畜ふん尿等の処理 も大きを問題とな っ

て い る
｡ ( 図- 12 , 1 3 , 1 4 参照)

(2) 高品質な作物生産の ため の 課題

(1)で述 べ たように , 近年の畑作地帯で は土壌構

造の 欠陥等に よ る連作障害の拡大, 土壌 の 固括化

の進行等に よる土地生産力の 低下, 化学肥料や農

薬の 投入 , 家畜ふ ん尿等の流出に よる地下水汚染

や 土壌の物理性の低下 ( 団粒構造の 破壊) な ど,
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普通畑
25

2 0.

1 5

2 0

1 5

1 8 . 2

2 1 .
2 2 0 . 3

野 菜畑

18
.
1

(1 % 有意)

* *

1 8
.
5

2 0 .5

昭和 昭和 昭和

34 ～ 5 0 年 54 ～ 5 7 年 59 ～ 6 2 年

図一 8 心土 の ち密度 ( m m )

%

5 0
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1 0
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｢
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8 0

7 0

6 0

5 0

8 0

70

6 0

5 0

6 0 . 2

7 1 . 6

* *

普通畑
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野菜畑

66 . 8

* *

5 5 . 8

5 6 . 1

昭 和 昭和 昭和

34 ～ 5 0 年 54
～

5 7 年 59 ～ 6 2 年

図 -

9 心土 の 孔隙率 ( % )

1 9 7 9
-

1 9 8 2 年 (13 .4 c m )

1 9 7 5
～

1 9 7 7 年 ( 14 . 5 c m )

1 9 6 5 ～ 1 9 71 年 (1 6 . 8 c m)

【

-

■

■

L
｢

■

■一-一

5 c m 以 下 5 - 1 0 1 0 ～ 15 1 5 ～ 2 0

作土 の 厚 さ

注) ( ) 内は各年間の 作土の 厚 さの 平均値
資料 : 千 葉腺 農試資料

周 一

川 作土 の 厚 さ の 変化

- 33 一

20 c m 以上

水 と 土 第 10 0 号 19 9 5



表 - 6 連 作障害の 原因別分類 (野菜試
,
1 9 7 8 )

原 因 例 % 原 因 例

病 害 に よ る も の 35 2 6 5 . 1 %

(墓警護琵悪童
3

2…買

(妄警ア妄言品
り

謂

病害 ら し き も の 3 4 6 . 3

虫 害 ら し き も の 3 4 6
.
3

病虫害以外の もの 10 8 2 0. 0

(…蓋買嘉諾雲量
■

書≡冠不 明 の も の 13 2. 4

合 計 54 1 10 0. 0 %

不明( 2 % )

土 壌病害(72 % )

病虫 害以外( 6 % )

虫 害( 8 % )

病害 ら しき もの(13 % )

図
-

1 1 北海 道十膠地方 の 例 (19 8 4)

N O 3- N

p p m
レ/ 力
化学肥料散布期

山地 C

40

2 0

10

%

1 98 9 . 3 - 1 99 0 .3

野菜地 A

果樹地 B

深井戸

水田地 A

3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3 4 月

○長野県東借地方 における地目別 の 地下水 中 の硝酸

態窒素濃度

図一1 2 地下 水中硝酸態窒素の 年間変動

廃 油 3.
67 2(1.
2)

ガラス くず及 び陶磁 器く ず 3.
9 1 0(1.3)

廃 酸 4.
3 20(1. 4)

ダス ト類 6.
2 2 4 ( 2.
0)

木くず 8.
0 58 (2 .6)

金属くず 8.
8 77 (2.
8)

野 さ い

4 1
.6 49
( 13 .3)

建 設廃材
48.948
(1 5 .7)

その 他 1 1.
3 30(3.
6)

計

3 1 2.
271

( 100 .0)

家畜 ふん尿
62
.
462

(20. 0)

汚で い

11 2. 8
2 1

(36 . 1)

( 昭 和60 年度)

単位 : 千t/ 年

( ) 内 は%

図
-

1 3 農業廃棄物 の 種類別排出量

野菜地

果樹地

水田 地

市街地

山 地

深井戸

ト ー

+

ト･････････････ →

飲

水
基
準

P P M

1 0 2 0 3 0

資料: 日本農村医学雑誌 (1 99 0 年)

注) 毎週 の 測 定値の 平均値を太 い 棒 で ,

標準偏差 を細い 棒で表 した ｡

図一川 作物地帯別硝酸態窒素濃度

古くか ら行われて きた農産廃棄物 → 土壌還元 → 作

物 の 再生産とい う生態系 (農業生産 シ ス テ ム) が

分断された こ とによる障害が発生 して い る｡

一

方 で は, 消費者か らは安全で高品質な食糧 に

対す る ニ
ー ズ が高ま っ て きて おり, 地域資源の 再

利用と して廃棄物の リサイ ク ル を推進す る こ と に

よ り, 生産性 の 向上 を図り つ つ , 環境 へ 負荷を軽

減す るような農業生産 シ ス テ ム の 確立が求め られ

て い る ｡

こ の た め , 農業が本来持 っ て い る物質循環機能

を活か して , 生産性の 向上 と調和 し つ つ , 環境 へ

の負荷の軽減に配慮した農業 を展開す るた めには,
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地域の合意に基づき
,
地域と しての中長期的な土

層改良保全計画 を樹立 し, 土層改良や集落環境の

改善 を図る施設の整備を
一

体的 に図る こと を契機

と して, 環境保全型の高生産性農業の実現 へ 誘導

し, 畑作物 の生産安定化 ･

輪作体系の確立 , 新規

畑の導入 , 地域の環境保全, 消費者 ニ
ー ズ へ の対

応, 国土資源の保全に資す る必要がある｡ ( 図- 1 5

参照)

さ ら に , 畑作地帯を対象とした従来の事業で は,

基幹道路, 水源施設等基幹的な施設 を主力と して

整備 を図 っ て きてお り, 客 土等土層改良事業は
一

部限定的に しか実施で きな い た め, 整備済の地域

で不良な土層を有す る畑地帯 に お い て は, 直接生

産阻害要因とな っ て い る不良な土層の構造を機動

的に改善す る ことが喫緊の課題 とな っ て い る
｡ 以

上 の こ とか ら, 以下 の 対象を講 じる必要がある｡

( a)営農効果の早期発現に資す るた め に は, 基盤

造成にお い て客土 と土壌改良を併用する等に

より高生産農地 を創出し, 高度 な営農体制に

農 業 を とり ま く き び し い 情勢

環境保全 へ の 意識 ＋消費者 ニ ー ズ

政 策 課 題

(環境保全型農業 の展開)

直結させ る｡

(b)土 壌水分自動 コ ン ト ロ
ー

ル シ ス テ ム 等の省力

化技術の導入 の可能性 を検討する ことによ り

最適生産 シ ス テ ム を確立す る ｡

( C) 地力 に大きな差のある農地が点在 して い ると

ス ム
ー ズ な貸借関係 を生 じる ことが困難であ

り, か つ分散錯圃 を招く恐れがあるた め, 客

土, 土壌改良等に より地域全体と して均質化

した基盤整備 を実施す る｡

(d)畜産廃棄物等農業廃棄物 を利用 した土壌
･ 土

層改良工事技術 を体系化し, 有機質投入等土

壌改良の積極的な導入 を図る｡

こ れ らの効果的
･

効率的実施 と営農努力の永続

的実施が有機的に結合 して初めて効用が発現す る

も の である｡

最後 に, 作物の生産力阻害要因とそれ に対応す

る土層改良技術に つ い て
一

覧表 に取りまと めた ｡

( 表 - 7 参照)

農 産物価格 の低迷

主要畑作需要 の 増大

(環境保全 へ の 意識 の高まり)

化学肥料 による水質汚染

家畜糞尿 による水質汚染

( 消費者 ニ ー ズ)

高 品質志向, 安全 志向

国民 へ の 安全高品質作物 の安定供給対策と

生産誘導対策

地域 の 環境保全調和対策

土 層 改 良 保 全 計 画 の 樹 立 ① ほ場土壌管理 台帳 の作成

② 作付 け営農体系計画

③ 周辺廃棄物 の 処 理 管 理 計画

④ 地域資源リサイク ル 計画
中
長

土層改良等 の 実施
期 ⑤ 旋肥管理体制計画
的
対

応

⑥ 営農技術指導体制計画

契
機

政策目標 の 実現

個 々 の 農家 の 地域 とし て の
･ 安 全高品質作物 の 安定供給

品質向上努力 高生産性農業
･ 環境 保全リサイク ル の 確立

･ 持 続的生産基盤 の確立

図 -

1 5 リサイク ル シ ス テ ム 体制 の 形成
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表一丁 作物 の 生産力阻害要 因 と対応する土層改良技術 ( 単位 : h a , % )

要 因項目 阻害要因内容
阻害要 因の分布割合

有効な対応策
障害普通畑 障害樹園地

表土厚さ

火山灰等の 不良土層により作土層 が浅

く過湿過乾な状態となり, 生 産性 の 著

し い 低下

1 77
,
2 5 9 5 7

,
4 5 5 客 土, 深耕 ,

混層 工
,
心 土破破

,

9 . 7 % 1 4 . 2 % 下 層土質 に応 じ改良材等投入

有効土層
層 が浅 い と根茎 の活動範囲が制限され ,

2 3 1
,
2 1 0 6 5

,
9 0 0 客土 ,

心 土破破 ,
混層工 , 客土

過湿過乾 な状態畑作は , 1 0 0 c m 以上 必要 12
. 6 % 1 6 .

4 % 材質 に応 じ改良材等投入

れき含有
含有量 が大き い と, 農作業 の 能率低下 ,

7 1
,
8 0 6 2 0

,
7 7 5

陰 れき
,
客土

機具の摩耗 が大 3 . 9 % 5 .
2 %

耕運 難易
粘性 土質により, 農業 機械 の ス リ ッ プ ,

1 4 4
,
0 7 7 5 1

,
1 3 2 心土破破

, 暗 き ょ , 有機 物施用

沈下等の機械走行 に著 しい 支障 7 ､ 9 % 1 2 . 7 % に より土層 の 粘着力を低下

土層過湿
粘性土質, 表敬密層 により降雨 の浸透を 30 7

,
2 8 0 7 7

,
4 4 8

暗 き ょ , 心土破破, 砂 客土
阻害し, 地表 に 過剰な水分 を滞留 16 . 8 % 1 9 . 2 %

自然 肥よ

く度

営農活動以外 の自然 の営力 による肥よ
5 73

, 6 7 4

3 1 . 3 %

5 5
,
4 5 8

1 3 . 8 %

有機物施用を伴う客土 , 混 層工 ,

く性 で
,
燐酸 固走力 が強 い もの , 塩 基 リ ン

,
石灰

,
カ リ等の 施用を伴

飽和度 が低 い もの が保肥力 に乏し い う混層工

障 害 性
硫黄

,
塩分

,
重金 属等の有害物質 によ 1 04

,
7 0 0 3 4

,
2 5 0 排土

,
客 土

,
石灰

,
リ ン

,
カ リ

る作物障害 5 . 7 % 8 . 5 % 施用 を伴う客 土 , 除塩等

傾 斜
土壌浸食 に加え, 労働過重 による管 理 3 1

,
3 5 4 7 5

,
4 7 6 傾斜 改良 , 水 食 防止工 , 区 画整

作業 の 粗略化 5 . 5 % 1 8 . 7 % 理等

土壌浸食
表土の剥奪, 養 分含量 の 減少 , 有 効土 23 6

,
8 0 5 8 4

,
9 5 0 排 水施 設整備, 法 面保護, 土砂

層 の 減少
,
表 土 の れき質化 1 2 . 9 % 2 1 . 0 % 溜

,
傾 斜 改良等

○障害普通畑および障害樹園地とは, 作物生産 に対して著 しく障害 がある不良畑 (ⅠⅠⅠ, ⅠⅤ級)

○ 分布割ノ合 と は
,
ⅠⅠⅠ

,
ⅠⅤ級不良畑 に対する各阻害要因別面積 の 占 め る割合

｢ 日 本の 耕作土壌 の 実態と対策+ (平 成 3 年改訂版) よ り作成

3
. 作業労働の軽減の ため の 多目的か んが い技術

(1)畑地かんが い用水の 多目的利用実態

｢新 し い 食料
･

農業 ･ 農村政策+ ( 新政策) にお

い て は, 望 ま し い経営体像 の目標と して生産所得

と労働時間を他産業並 にす る こと を目標と し, そ

の 中で労働時間の短縮だ けで なく, 労働の質の軽

減 を目標と して い る｡

しか しなが ら, 現状は農業後継者不足と農業人

口の 高齢化が深刻な問題とな っ て い る ｡
こ の た め,

新政策に掲むヂられた目標である作業労力の軽減 を

図るた め に は, か ん が い施設 を多目的に有効利用

す る必要が ある
｡
こ の 観点から, 平成 4 年度に畑

作物に必要な水分補給用水以外 の目的に利用され

る用水 に関する研究事例を調査 した ｢畑地用水量

調査+ ((財) 農業土木総合研究所 : 農林水産省委

託調査) が実施されて おり, 以下こ の調査結果に

基づ い て説明する ｡

調査結果に よ ると, 多目的利用に関す る対象作

物は, 図～1 6 に 示 す通り, 野菜が突出してお り以

下茶, 柑橘と続くが ,
こ れ ら 3 項目で全調査事例

の 2 / 3 程度を占めて い る｡

表 - 8 は多目的か んが い の効果と問題点を利用

日的別 に まとめたも ので ある ｡ 病害虫防除に閲 し

3 5

30

2 5

2 0

15

10

5

0

頻
度

13

1 2 1 2

そ
の

他

果
樹

桑
他

柿梨柑
橘

茶芝普
通

作
物

野

菜

- 36 -

対象作物

周 一 川 多 目的利用 に閲す.
る対 象作物
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表
-

8 多 目的 か ん が い の 効果と問題点

利 用目的 作 物 名 効 果 問 題 点

病虫害防除 り ん ご 散水深0 . 7 Ⅶm 程 度で
,
病 害発生量 が 少 ない と き 裏面 へ の 付着が不十分｡ その ため , (丑ノ ズ ル の

効果 は S S 散布 並だ が , 発生量 が 多くなる と効果

が 劣る｡

改良､ (参散布時期 の 検討 ､ ③樹 形改善が望ま れる｡

柑 橘 か い よ う病 ､ 黄斑 病ともS S 並 の 防除効果 が見 S P 散水 の 場合 ､ S S に 比べ 裏 面付着効率 が悪

られ た ｡ い
｡

散水深0 .6 - 0. 細
山の 散水が 必 要 ｡ また

,
二 次飛 上 部 ､ 下部で 散布 に差 が見 られ ､ 裏面付着量 が

散を高 め る ため に 通用水圧を若干下 げる と効果的

で ある｡

極 め て 少なか っ た｡

0. 紬
Ⅲの 散水 深で あれば 効果有 り｡ 二 段散 水 で 薬剤付着を高 め た樹型 の 改造や ､ 均

一

付着の 向

は
､ 樹冠中部 の付着 度向上 ｡ しか し, 下部 は差 な

し
｡
上段用 ､ 下段 用 と分けた 方 が裏面付着度 は良

好｡ 下段用 の仰角 は ､ 20 度前後が 最適｡

上 ｡

柿 風 によ る飛散 が 大きい の で ､ 風 の強 い 日 の 散布 管理 作業 に応 じた防除体 系の確 立｡ 裏面付着の

は 避 ける ｡ 向上 ｡ 表面 ､ 裏面付着 の均一化 ｡

茶 均
一

散 布可能｡ 風 の 影響 強 い ｡ 散 水探 で0 . 3 甘Im 裏面付着 の 向上｡ 裏面 に生 息する害虫 の 場合 は ､

以上必 要 ｡ 裏面付着 が 悪い た め ､ 少量で 数 多く散 S S に よる補助散布 が効果 的｡

水す るこ と によ り散布 ム ラ を軽減｡ 散 布ム ラ ｡ 凪 が ある と きの散布 条件の 解明｡

施 肥 柑 橘 収量 は ､ 慣行 区に 比 べ て 少 ない ｡ 収量 ､ 品質 に適 した散布 時期 ､ 散布
■
量､ 散布 ロ

ス の 削減 ､ 施設 の 改良等｡

防 霜 ア ス パ ラガ ス 1
. 2 m m/ h r で 2 時 間程 度 の 散 水で ､ 無処 理 区 に 防霜 ロ ッ ク , 送風 防除機 に よる 防霜効果 の 方 が

比 べ0.
1 - 0 . 5 ℃ の 温 度上昇 ｡ 高か っ た ｡

茶 3 . 1
-

4 .
3 m m の 散水 で 効果有 り｡ 散水強度が 大き

い ほ ど水滴捕捉 率 高い ｡ 必要 水量 は2. 6
～

4. 7
m 皿/一

h r 程度 ｡ 散布時期 は ､ 萌芽10 日程度前が 適 当｡

露 地 野 菜 被害 を1/ 5 に低減 で き た ｡ 器材 ､ 甲断 に よる差
は見られ なか っ た｡

温 度 管 理 ナシ ､
モ モ 細霧散布 で冷房 に よる休 眠覚醒効果の 促進｡ 樹

体温度で 1
- 3

0

c 低下 ｡

ハ ウ ス 散水 に よる保温 効果有 り｡ 最大 で6 . 7 ℃の 上 昇 ､

凍結防止効果 も有 り｡

ホ ウレ ン ソ ウ 20 秒散水 ､
4 分休止散水 で ハ ウス の 冷却効果有

り｡ 散 水強度2.
4 m m / d ｡

畜 舎 細霧散水 によ り1 .0 ～ 1. 4 度
の 低下 ｡ 屋根散水よ

りも効果的｡

農 薬 施 設 屋根 散水方式 に比 べ ､ 細霧散 水の 効果大き い ｡

1
.
0 - 1
. 5

q

C の 低下 ｡

水滴 が 作物 体 に付着する｡

潮風 害防止 柑 橘

柑 橘

散 水探1. 8 m m 以上 ､ 10 時間以 内で あれ ば相 当

の 効果有 り｡

1. 5
m m 散 水で 半分程 度 の 被害軽減 ｡ 塩 付着後 4 時

間以内が 望ま しい ｡ 8 時 間以内で あれば効果 あり

労 力 削 減 ダ イ コ ン 3 伽 Ⅲ程 度の 散水で ､ 約 3 割程 度の 労力削減 可能

洗 浄 ダ イ コ ン 散水 に より被害回避 が可能 現地 へ の 実証 試験｡

注) 出典 : 平 成4 年度畑地用水量調査報告 書 ( 脚 日本農業土木総合研究所 : 農林 水産省委託調査)

て は, ス プ リ ン クラ
ー を用 い た方法を効果的と認

めながらも , 裏面散布 の不均
一

性, 散布 ム ラな ど

が指摘され て い る｡ 防霜 に対 しても概ね効果は認

められて い る｡

(2)利用実態と普及に 向けた技術的課題

図イ1 7 は利用実態 にお ける多目的利用用途の 頻

度散布 を示 した も の で ある｡ 病害虫防止, 凍霜害

防止 の順であるが 以下湛水防除, 塩害除去 と続き,

農業施設内の利用が多 い と考 えられ る｡

図一1 8 と図- 19 は多目的利用の 現在と将来の普

一 37 - 水 と 土 第 100 号 1 9 9 5
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1 g 多目的利用 の 普及度 (将来)

及度 を用途別 に示 したも のである ｡ 現在 の普及度
で は塩害除去, 労力軽減, 湛水防除の普及度が大

きい と考えられ る｡ こ れ に対 し, 潮風害防止 , 施

肥, 栽培管理 にお い て普及が遅れて い る ｡ こ れ は

散水量 , 散水損失, 散水時期 な ど技術的な問題の

解決が遅れて い る こ とも大きな要因に な っ て い る

と推測され る｡

こ れ に対 し, 将来 の 普及度に つ い て は降灰除去,

温度管理, 施肥な どの普及が予想され て い る ｡
こ

れ は マ イク ロ ス プリ ン クラ
ー

等散水機材の 改良に

よ っ て散水損失が軽減され た こ とな ども起因す る

と考え られ る｡ ま た栽培管理, 病害虫防除, 凍霜

害防止な どは依然普及度か低い と推測され る｡

将来の普及に対す る技術的課題と して は, 特 に

散水ム ラや散水条件 に関する問題が主だ っ て い る｡

ま た病害虫防除な どはS S と の併用, S S の 補助散

布と して利用されて い る こ とが多く , 両者 の併用

条件に関す る問題も提起されて い る｡

(3)今後の水利用 に関す る関心事項

表 - 9 は国公立の試験研究機関の研究者が も つ

今後の水利用技術 へ の関心事項 をまとめた も の で

ある
｡ 特 に農業施設内の使用と予想され る温度管

理技術 に関する関心が高 い ｡ そ の 中でも夏期の温

度低下に関する要望が特に 高い ｡ 施肥で は投与薬

剤の コ ス トか ら散布ム ラを改良す る ことに対す る

要望が高 い ｡ そ の ため に点滴チ ュ ー ブ の利用や根

群域 へ の効果的な浸透を図るた めの水利用技術 の

開発が望まれ て い る ｡ 病害虫防除に つ い て は, 混

入方法等を考慮 した効率的な防除技術の確立が望

まれ て い る ｡ ま た, 施肥同様少 ない薬剤で効果を

上 げるため に土 中の 溶質移動の 解明に関す る要望

も高い ｡ 省力化に 関して は点滴チ ュ
ー ブ の効率的

利用や新素材の 開発に 関す る期待が高 い ｡ そ の 他

地下かんが い 技術の 確立, 水質改善に関する要望

も いく つ か出されて い る｡

(4)多目的利用技術に 関す る今後の課題

(D 病害虫防除

特に少水量散布器材の開発ととも に , 適 正な圧

力管理対策と配置間隔の 決定が重要で ある｡

防除 では, か ん が い施設と動噴及びS S と の併用

を行う場合の併用条件とか んが い施設を優先的に

利用す る条件の決定ととも に , 平地 の 葉採類で は,

ほ場入 口 に 立ち上 がり栓 を配置 し, タ ン クな ど の

混合漕に送水 し, 散布 は在来の動噴で行う場合 の

整備水準の決定が重要である｡

(参凍霜害防止

水量が
一

晩3 0 m m 程度必要で あり, か つ 凍霜害の

生起す る条件が連続 しやす い こ とを考えると, 単

位用水量が水分補給量を超過す るため , 施設規模
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表- 9 今後 の 水利用技術 へ の 関心事項

事 項 関 心 事 項

温 度 管 理 ･ 昇 温防止 の ため の か ん水技術 の 確立 ｡
･ 地 下水利 用 による ヒートポン プ ( 冷暖房) ､ 散水保 温 ( 二 重カ

ー

テン に散水) 技術確 立｡
･ 冷暖房
･

夏期 に地 下水をブ ドウ に散水す るこ とに より ､ 樹体温を下 げ､ 着色促進 を図 る ｡
･
ハ ウス の 細 霧冷房の 運転プ ロ グラム の 様 式作成

施 肥 管 理 ･

施肥 ある い は 除草に つ い て もス プ リン ク ラ
ー が 利用で きれば ､

か ん水施 設の税 用価値が 高ま る ｡ 樹体 の水分 ス ト レ ス

を安価 ､ 簡 易 ､ 迅速 ､ 高精度 に測定 で きる 装置 の 開発に より ､ 農業用水 はより
一

層有効 に利用される もの と思 われる｡
･ 施肥 ( ハ ウス)
･

高畦栽培 の 根城制 限栽 培 にお ける ､ か ん水 ､ 液肥施用 ､ 病虫害防止並 び に災害対策 の た め に多目的利用 シ ス テ ム が 必

要 ､ 点滴施肥技術 の 開発｡
･ 施設野菜栽培 に お い て は ､ 液肥の 溶液管理 を行い ､ 地 中 へ の 浸透水 を循環利用 す るシ ス テム を開発する必要 が ある｡
･ ス プリ ン ク ラ ー を利用 した液体肥料 の 棄面散布 に よる茶 園 の 窒素負荷間葛 の 改善｡

防 除 ･ 病虫害防止 に お ける薬 根 の 混入方法及び 均
一

散 水方法等 行政側の 課題を持 っ て い る ｡
･ 病虫害防除の ため の 農薬散 布に 必要な用水 は今後 も必要 で あり ､ また主要根群域 の浅 い わい 性 台リ ン ゴ樹栽培の 普及
に つ れて ､ か ん水 の 必要性 も高ま っ て きて い る こ ともあり ､

か んが い 水の 必 要量 は軽減 で き か ､
｡

･ 樹 園地の 簡易防除技術｡
･

高畦栽培の 根城制限裁培 に お けるか ん 水
､ 液肥施 用､ 病 虫害 防止並 び に災害対策の た め に 多目的利 用 シス テ ム が 必要

凍霜害 防止 ･ 散 水氷結法 によ る凍霜害 防止法
｡

省 力 化 ･ 散 水器の 設置 ､ 移動労 力の 軽減化 ｡
･ 省 力並び に土 壌下層 へ の か ん が い と肥料の 利用率 の向上 を目的とした 点滴施肥技術 を確立 す る必要 が あ る ｡
･

配水 提材 に つ い て ､ 現在 アル ミ管 か ホ
ー

ス で 行 っ てい るが 老朽化 ､ 人手不足 で 設窟移動は無 理 で ある ｡ 新 素材を用 い
て軽 く ､ 巻取り可能で一工 程 (往復) で 設置 ､ 撤去で き る配水 ホース が 必 要で ある｡ 軽 い た め に は移 動時は 小径で 水
圧 をか ける と大径 に広 がる材料 は か - の か ｡ ゴ ム ホ ー

ス は ある が重 い の が欠 点で あ る ｡ 既設 が い か に使 われて い か -

の か を調査 中｡

‡先 浄 7k ･ 収穫した作 物の 品目別洗浄水の 必要量 調査 ｡
･

湧水 を利用 した清浄野菜栽培技術 の普 及｡

そ の 他
･ 土壌水分 の効 率的管 理 と安価 なか んが い シ ス テム を確立する ため に暗渠排水管を活用 した地下か ん が い の検討が 必要
･

水利用 を転換畑 の地 力推 移の 関係 に つ い て注 目する必要有 り｡
･

乗用型摘採機等の 機械利 用 にス プリ ン ク ラーの ライ ザ ー が 支障となる｡ 伸縮型 ライ ザーはあるが ､ 茶棟 内に もぐらせ
る ため に は入 手を要 する｡ 自動で でき るもの が 開発され か - とス プリ ン ク ラー普及 の 支障 と なる｡

･ 土 壌水分測定器 の広範囲 の 土 壌水分測定 が可能 で ､ か つ 記録 が で き るもの
｡
自動 か ん 水装置 ､ 樹体水分測定 装置｡

･ 用水 の 水質基準

注) 出典: 平成 4 年度畑地用水量調査報 告書 ( ㈲ 日本農業 土木総 合研究所 : 農林水産省委託調査)

の 増大とと も に施設容量の維持 ･ 管理が困難 に な

る ことが懸念される｡ 施設容量は事業費に も大き

く影響を及ぼす の で , 最適な施設規模の設定手法

の検討が必要で ある｡

(卦潮風害防止

効率的に 災害を防止 す るた めの散水開始のタイ

ミ ン グと単位用水量の決定が重要 で ある
｡
ま た

,

散布 に は, 風 の影響を考慮 して効率的な散水がで

きる体制を確立す る必要がある
｡

④塩害除去

集積した塩の質や量に よ っ て流出に 要す る水量

が異な るた め に , 効率的に塩類 を除去す るた め の

単位用水量の検討が必要である｡

(参湛水陽熱処理

補給 かん が い 水量の 最大値で あるT R A M を越

- 39

え る水量が必要で あるた め, 用水路 ･ フ ァ
ー

ム ポ

ン ドな どの施設容量 の検討が必要である｡

⑥風食防止

災害予知, 散水開始のタイ ミ ン グと用水量 の決

定が重要で ある ｡
さ ら に , 散水 に は風の 影響が無

視できな い ので , 散水効率の 向上 も図る べ きであ
り
,
地表か んが い と の 比較検討も重要であ る｡

⑦栽培管理用水

各用途に 対す る用水量の確立と最適な組織容量

の決定が重要で ある｡ ま た , 新 たな用水需要が想

定され るので, 効率的で経済的な水需要量 の 決定

が必要で あるとと も に
,
施設内で の集中的な利用

が懸念されるた め, 散水体制 の確立が望まれる｡

さ ら に , 定植, 活着期の散水で は, 均等性や水

滴の大きさ が問題と なるため, 経済性等 を考慮 し
,

水 と 土 第 100 号 1 9 9 5



散水チ ュ
ー ブや地中か んが い 法の 導入 も検討す べ

き である ｡

お わ り に

大規模畑作 ･ 高収益畑作の 展開の ため の 畑地帯

整備技術の 現状, 課題並 び に今後の展開方向に つ

い て述 べ て きた ｡

しか し, 畑地帯の 整備技術の 展開方向は これ ら

に 限るも の で はなく, 地域毎 に様々 な課題 , 問題

点を包含 しながら現在整備が実施 されて い る｡

こ の た め
, 今 回検討した課題 とあわせて, 地域

の 実情に 応じて特色の ある適切な計画 ･ 設計を行

っ て い く必要が ある と考え て い る ｡
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【報 文】

中山間地域活性化の ための農業土木技術

瀬 戸 太 郎
*

古 賀
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は じ め に

中山間地域は人 口 の約1 . 5 割 , 農業粗生産額の約

4 割, 国土面積 で は約 7 割 を占める地域で あり,

ウ ル グ ア イ ･ ラ ウ ン ド農業合意を受けて, こ の地

域の活性化が ますます重要な課題とな っ て い る｡

中山間地域の主要な産業は農業で ある こ とか ら
,

こ こ で は
,
生産基盤整備の基礎 となるほ場整備技

術に つ い て述 べ た後 , 農業を核 とし て地域資源を

活用 した様々 な活性化技術と地域資源の管理技術

に つ い て述 べ る こ と とす る｡

1
. 中山間地域活性化の ため の ほ場整備技術

(1) 事業費低減のため の ほ場整備技術

中山間地域 の ほ場整備で は, 近年, 様 々 な事業

制度が創設され受益農家の負担率 は低下傾向に あ

るも の の , 事業の コ ス ト低減 を図る ことは引き続

き重要である｡ 以下, 区画 の形状 , 用排水施設等

の 工種を中心に コ ス ト低減を計 っ た技術事例 を示

す ｡

(彰等高線型区画

急傾斜地等地形条件の悪 い所 に お ける従来型 の

標準区画 (長方形) 方式の整備は, 切盛土 を大量

に扱う こと によ り事業費高騰の原因となる｡ 等高

線型区画は切盛土量 を抑 えるととも に , 現況地形

を活かす整備のた め環境 へ 与える影響が少な い こ

と等 の特徴 を持 つ ｡

留意点と して は, 機械 によ る安全な作業が可能

で
,
か つ

, 作業効率も低下させ な い よう に するた

め, 区画の長辺は平行で ある こ と, 曲折角度 は15 0

*

構造改 善局計画部資源課
* *

構造改善局計画部事業計画課
事 I
♯

構造改善局建設部開発課

( T o m E O G A )

徹
* *

石 島 光 男
* * *

( M it s u o 工S Ⅲ口I M A )

次

3
. 地 域資源管理技術 … … ‥ … … … ･ … ∴ ･ ･ ･ ･ … … … 4 8

お わ り に
‥ … … … … ‥ … … … ･ … … … ･ … … … … ‥

… う0

度以 上 で ある こと (2 4 馬力 トラク タ
ー と乗用 5 条

植田植 え機の条件) , 曲率半径は10 m 以 上 ( 同左)

等である｡

(勤まちなお し方式区画計画 ( 図- 1 )

現況 をで きる限り活用す る ことで , 切盛土量だ

けでなく減歩率も極力抑制される ｡ 保全上 も法面

が小さくな る こと か ら優れ て い る ｡ 要件と して は,

現況 の 畦畔が安定 して い る こと (石積み含む) 等

で あるが
, 本方式で は, 区画は不整形の まま とな

り, 小型機械化体系に よる営農と なる｡

③石積み畦畔の利用

既設の石積み畦畔 を利用 し, コ ス ト低減, 法面

の 長大化や それ に伴う本地率の減少の防止 を図る｡

石積み畦畔の利用に 特化す ると区画整理の 意義

がうす れ, 区画拡大が望める所 でも まち直 し程度

の 整備に な っ て しまう こ と, 高石積み の場合 に営

農時に不安が残る等に 留意が必要であ る｡

④ パ イ プライ ン化

( 土羽 2 - 1 なお し)

( 土羽 3 - 1 なお し)

一 41 一

㌔三｢ 碧 ㌔
図 -

1 ま ちなお し整備

* ) 2 】 1 は現況 2 枚 が 整備後 1 枚

水 と 土 第 100 号 19 9 5



用水路 を開水路とす ると各区画 へ 取水のた め に

落差工, 急流工等が多く必要となる場合には, 用

水路 を自然圧 を利用した パ イ プライ ンと し, 低 コ

ス ト化 ととも に潰れ地の減少, 維持管理軽減を図

る｡

埋設深さを浅く した り, 排水路敷の 埋設を検討

すれ ば埋設単価の
一

層 の軽減も可能とな る｡

適応要件と して は, 水頭差が十分にある, 地区

外用水路 ( パ イプ ライ ン) が短 い こ と等で ある ｡

(9 急流水路工, 急流分水工の 施工

急流水路エ, 急流分水工の ( バ ー ス ク リ ン 型取

水工 , 渦動分水工等も含む) の施工 に より, 用水

路の 勾配を農道の 勾配と同
一

に施工す る ことで施

工期間の短縮が可能となる ｡ 落差工も不要とな り,

急流 である こ とか ら水路断面も小さくす る ことが

可能で ある｡ 円滑な分水の 確保と最大許容流速 の

検討が必要と なる｡

(参縦断勾配緩和 に よるす べ り止 め舗装の減

車両の登板性も考慮 し つ つ , S 字 型道路配置 に

よ り コ ン クリ
ー

ト舗装 (水兼道路) の 削減を図る ｡

地形勾配が概ね 1 /1 0 以 上 で適用が検討され る技

術 で あるが, ガ ー ド レ ー ル の設置, 道路面の排水

処理 のた め側溝 を設ける必要が 生 じる ｡

(2) 維持管理低減 を含めた中山間ほ場整備技術

中山間地域の 水田に つ い て は, 農地の 管理の粗

放化, 耕作放棄を防止す る観点か らの 整備が必要

であ る｡ こ こ で は, 中山間水田の 管理作業に お い

て特 に重労働で危険で もある畦畔の除草に 着目
2)

して中山間地域の ほ場整備の 計画設計技術に つ い

て 述 べ る｡

(∋除草労働の効率化とほ場の形態

除草労働の効率化は, 畦畔, 道路, 排水路等か

らな るほ場の 形態や改良や除草機械, 農薬 の 開発

等に よ らて規定され る ｡

現段階と して は, 法面小段の設置 (例えば, 法

面 の 中段に1 . 5 ～ 2 . O m ご と, 及 び ほ場 の段差が0 .

5 m を越 える場合法先に設置
3

り の検討が考え られ

る ｡

今後 , ほ場の形態に つ い て は, 除草対象面積 を

そも そも縮小させ る こと
,
及 び除草作業に適 した

作業環境の形成, と い う二 点か ら検討す る必要が

ある
｡

②除草面積の縮小

畦畔で囲まれ る耕区の形状で みると , 耕区の 長

短辺比 ( 図- 2 : b / a ) は, 畦畔除草面積と
一

定の 関係を持ち , 横長 (長短辺比が大) の区画形

態の 採用が除草面横の減少に つ なが る｡ こ の傾向

は傾斜地ほ ど著し い ｡

道 ･ 水路延長 の縮小対策としても横長の耕区長

短辺比の大き い 区画とす る必要がある｡

(卦除草作業 に適 した ほ場形態

除草作業の軽減 ･ 効率向上 は法面の形態と関連

するが , 特 に道路, 排水路沿 い の法面の形態が強

く影響す る｡

以下 に技術的な留意点 を示す ｡

( a)平 坦 な地形で は, 畦畔除草面積の縮小の ため に

は, 耕区規模 をで きるだ け大きくする｡

(b)耕区長短辺比 ( r : b / a ) は, 畦畔除草面積

を最小に する r m i ｡ に近 い 値とする ｡

理論計算で は, 現在 の 標準的な区画より等高

線方向に長い 横長区画 ( r が小) の方が合理的

(図- 3 , 例 えば地形勾配 1 / 3 0 の3 0 a 区画で

は r m i ｡ = 0 . 2 4 で 標準 区画 の r = 0 . 3 よ り小 さ

い) ｡

除草部分

図
-

2 耕 区 の 区画形態と除草部分概念図

0
.
2

10

除

草

面

積

比

率

(

S

已

- = 一 30 a 区画
- 10 0 a 区画

ゝ
･.■･ -
こ

ヽ -
･

■
一

■■
■■■一-

■

●
一 一

■ - -

■
-■■
■

■■
■■- -

● ■

ヽ
､

地形

勾配

1 / 30

1 / 100

- 4 2 一

0 0. 2 0 .
4 0 . 6 0

.
8 1 .0

耕 区長短 辺此( r = b/ a)

図- 3 耕 区規模と除草面積比率

* ) (地 形勾配 1 /30 と 1 /1 0 0 の 比較)

* * ) ( 除草面積比率) = (区画 内 の 除草面積) /

( 区画面積)
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( C)単位面積当た りの排水路や農道の路線延長を縮

小す るには, r の 小さ い 形状 とする必要が ある

が( 図- 4 ) , こ の こ と は耕区内の畦畔除草の面

積の 縮小対策と
一

致 する ｡

(d)全面装工排水路に は複断面水路に比 べ て除草面

積縮小効果は大きく, 法面 の形態 を単純化す る

点で も優れて い る｡ ま た, 排水路暗きょ化 は除

草面積縮小ととも に , 作業 の効率向上
･ 安全作

一業の確保 に効果的である ( 図- 5 , 6 ) ｡

( e)除草面積縮小に は, 等高線方向に横長の 区画配

置と し, 排水路を挟んで隣り合う耕区の標高差

(段差) をなく して排水路法面を排除す るほ場

形態とす る ことが求 められるが , 現況で は ｢道

路
一

本抜き工法適合型等高線型区画+ ( 図- 7 )

が考 えられ る｡

④事例
4)

急傾斜地に お い て は進入路の段差が大きく なり

が ちで勾酉己もき つ く に なり危険度も増すが, 等高

( m )
0
.
1

5
n

UO

単

位
面

積
当
た

り
農
道
延
長
(

R
u
)

耕区長辺 沿 い 農道 の 間隔
一 耕区10 枚毎

-
‥

一

耕 区5 枚 毎

30 a 区画

10 0 a 区画

0 0 .2 0 .4 0 . 6 0 .
8 1
.
0

耕区長短 辺此( r = b/ a)

図- 4 耕 区 の 形態 と単位面積当たりの道路延長

複断面排水路

全面装工 排水路

暗渠排水路
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図- 6 全面 装工化 ･ 暗渠化排水路 の 畦畔除草面積

の 縮小効果

( h l : 排 水路を隔て て 隣合う耕区間の段差

( m ) )

■■■T ニ:

A
≒ラ.･･･

②

通

路

く 誓挙き苧≡
壬

≡
-

く -
-

-

さ - - -

> ご

●■_

声. 丁重ニ ニニご

二 ∴ :
等高線

匡k-: =
路

特徴 ①隣 合う耕区の 畦 畔 ②隣合う耕区の 標高 ③耕区の 畦畔

は等高線方向に連 続 は一致 は平行

こ の 圃場形 態で はA の ような区画形 態へ の再編 が容易 で ある

図 一 丁 道路
一

本抜き工法適合型等高線型区画 の概

念図

線型区画と して進入路の解消を目指 して い る ( 写

真一 1 ) ｡

畦畔法面の 除草が営農者の高齢化 に伴 い 負担と

な っ て い る｡ 特 に大きな法面で の除草作業は重労

働で危険度も高まる｡ こ れ らの軽減の た め法先部

も含め て小段 を設置 して い る ( 写真一 2 ) ｡

2
. 地域活性化の ため の計画技術

中山間地域 は, 自然的社会的経済的な条件に 恵

まれて お らず, 平地農村地域に比 べ 劣勢な状況に

あるなか, 地域を活性化して い くた め に は い か に

して地域の 特性を生か した農業 を展開 し又特産物

を開発 して い く か, さ ら に観光や体験農園等に よ

る都市と農村地域の 交流等を推進して い く こ とが

必要である｡
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写真- 1 図- 8 , 恥1 0 ほ場 か ら恥26 , 2 7 の 等高線

ほ場を望む｡

写真 - 2 地 区中央部等高線型区画の 畦畔小段

配置状況

さらに活性化を推進す るために は地域住民の主

体的参画が不可欠であり, 地域全体と して活性化

に取り組むた め の 合意形成が重要とな っ て くる｡

(1)農業振興によ る活性化計画

中山間地域 は多くが農林業 を地域の主要な産業

と してお り, 住民の多くが農家林家である ｡ 農林

業の 内林業は農業に比 べ
一

定 の所得を確保す るた

め に長期 の ス パ ン で締らえる必要が あり, 日常の

生活 を維持 して い くた めには農業を中心 とした他

産業等を含めた全体と して所得の確保 を図る こと

が必要不可欠とな る｡ こ の こ とか ら地域の活性化

に は地域 の主要産業で ある農業の振興が重要な役

割 を占める こと となる｡

さ ら に 中山間地域は地形的な ハ ンディ キ ャ ッ プ

はあるも の の , 平地農村地域 に比 べ冷涼な気候で

ある ことや空気及び水が澄んで い る等の良好な地

域特性に富んで い る こと か ら, こ れ ら の条件 を最

大限生か して農業を展開す る こと に より, 現在 の

多様化が進む食生活に臨機応変に対応して い く こ

とが求められて い る｡

①新規作物等の積極的な導入

中山間地域と して大 まか に分類 されて い るも

の の, 実際は地域 ごと に千差万別で あるこ とか

ら,
'地域 の営農計画に おける導入作物等を決定

する際にお い て は, そ れ ぞれ の地域に お い て地

域特性 (気候,

大隈 に生か し,

導入を検討 し,

等の ブラ ン ド)

地理 , 土壌, 社会状況等) を最

多種多様な作物 (新来含 む) の

地域と して の特産品 (
一 村 一

品

を確立す る ことが必要で ある ｡

地域の特産物等を確立す るにあた っ て は,
一

定

地域 に お い て少量多品目の生産 を行う ことで付

加価値 を高め収益性の 向上 を図るか , 又 は当該

地域だけで なく周辺の地域 ( 市町村, J A 等含

む) と連携す る こと に より安定供給可能な地域

ブラ ン ド の形成を図る等の検討も必要とな る｡

さ ら に , 生産物 としての販売の みでなく , 地

域 に お いて新た に 特産品を開発し, こ れ へ の原

材料供給と しての作物導入 を行う等, 生産
･ 加

工 ･ 販売を
一

体的 に実施す ることで付加価値の

向上, 流通 マ
ー ジ ン等の削減を図り , 収益向上

を図る こ とも併せ て検討す る ことが必要である ｡

(参流通経路等の開拓

①のようにして生産さ れた農産物や特産品に

つ い て は既存 の市場 ル
ー トで販売す るだ けで な

く , 新 たな市場 (大消費地, 個人消費者
へ の産

直 (郵 パ ッ ク等) , 特定小売店との 直接取引等)

を開拓 し, 安定 した販売網 を形成する こ と等に

より生産品の安定出荷 を確保す る ことで農業生

産の安定化を図る計画を立て る必要がある｡

③営農形態の改革

中山間地域に お い て は これ まで個人 に よる農

林業の 複合経営が中心に行われ てきた ｡ こ の よ

うな個人経営で は
一

定 の農業経常や所得を確保

す る こと に は限界が ある こ とか ら経営体経営等

に 移行させ て い く方向 で検討す る ことも必要と

な る｡

ま た, 複合経営を推進す る こと に より, 農畜

産廃棄物等の地域内リサイ ク ル を推進す る こ と

で , 自然環境 にできるだ け負荷 をか けな い よう

配慮する こ とも重要である｡

中山間地域での経営体経営は, 平地農村地域

と比 べ , 経営 の規模拡大等の面でか なりの ハ ン

デ ィ キ ャ ッ プが あるた め, 経営体経営に移行す
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ノ

凶
′

図
-

9

る に あた っ て は第 3 セ クタ
ー

や農協等の公的機

関を中心 と した組織す るな どの 工夫 をす る こと

が必要で ある ｡

ま た, 生産する に あた っ て も契約栽培や産地

直送 によ る販売等 を導入 するな どして安定した

農業生産 をめざ し, 有機農業の 展開に よ る付加

価値の 向上等の 営農を目指す こ とが必要である｡

(2)交流等に よる活性化計画

中山間地域は豊かな自然環境 に恵まれてお り,

国立公園, 景勝地, 温泉, 各種史跡等の観光資源

が豊富に存在しており, ま た, 農村公園や体験農

園等に よる直接的な農業体験や農村地域の景観等

の 地域資源 に恵まれて い る｡ 中山間地域農村の 活

性化に は, こ の ような地域資源 を有効に活用して

都市住民と農村との 交流を促進す る計画を立案す

る こ とが必要不可欠である｡

こ う した都市住民と農村の交流は , 都市住民の

多様 な欲求 を満足 し, 都市と農村の 相互理解を促

す ととも に , 農村の現金収入等の所得機会の確保

し地域全体の所得を向上させ る等の効果をもた ら

し, さ ら に は若者等の安定機会を創出す るな ど,

地域全体の活性化に つ なが るも の であ る｡

①観光資源の活用による交流

地域に存在する各種観光資源を改め て認識す

ると とも に , 都市住民の側か らの視点で再度地

域全体を見直す ことで新た な観光資源を開発す

る こ と に より, 都市住民 との交流 を検討す る こ

とも必要 であ る｡

こ れ ら の資源の 活用 に あた っ て は, 他地域と

類似した施設の配置や特産品 ( 土産等) となら

な い よう に十分配慮する ことが重要で あると と

も に , 資源の内容に応 じて 観光客等 (世代 , 性

別, 規模等) をある程度限定して各種施設等の

凶
′

也+
｢ 300

畦 畔 工

整備を進め , 継続的か つ安定的な交流となるよ

うな計画ヒな るよう配慮す べ きであ る｡

②体験農園, 農村公園の活用による交流

農業の も つ 特質が人間に与える効果 (心身の

健康保持, 自然生態系との触れ合い 等) を生か

し つ つ , 農村地域 へ の都市住民の交流を促進す

るた め に体験農園 (市民農園) や農村公園等の

活用を十分検討す る必要がある｡

体験農園や農村公園を活用 した交流とす る場

合, 都市住民 ( 利用者) の 意見を十分反映 した

も の と し, 地域の特性を生か した作物 を取り入

れ る こ とが必要とな る｡ 快適な休息施設, 清潔

な洗面 ･ 入浴施設, 子供の遊技施設な ど都市住

民が利用しや す い施設計画 を作成す る必要が あ

る
｡
さ ら に都市住民は土日や祝 日等に不定期で

訪れる ことが多い ことか ら, 農園や公園等の維

持管理に は こ まめ に対応で きる体制を整え る こ

とが必要である｡ ま た , 維持管理 に は高齢者や

婦人等の活用も含めて検討する こ とも必要 であ

る
｡

さ ら に , 定期的に収穫祭等のイ ベ ン ト等 を開

催す る こと で交流の 定着化を図り, 単 なる農業

体験だ け に終 わ る こ と なく 農村地域や地域の

人々 と の交流となるよう配慮す べ き で ある｡

③イ ベ ン ト開催

新た に都市と農村との 交流を始め るた め の起

爆剤や現在の体験農園等を活用 した都市農村交

流のカ ン フ ル剤 と して不定期又 は定期的に地域

の 資源 (観光資源 , 体験農園, 伝統芸能 (文化)

等) を活用 してイ ベ ン ト等 の開催 を計画す る こ

と で地域の活性化を図る こ とも必要とな る｡

しか し, イ ベ ン ト を開催す るにあた っ て は内

容, 時期, 集客対象 (若者 , 家族連れ, 中高年
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等) 等 を十分検討 し, 周辺地域で行うイ ベ ン ト

等と重複 しな い よう, ま たは, 周辺地域と共同

して開催す る等の連携を考慮 して計画す るも の

とす る｡

④グリ ー

ン ツ
ー リ ヅム 等 に よる交流

( 農家民宿, 農村リゾ
ー ト, 農村別荘等)

観光, 農村公園等及びイ ベ ン ト等の開催によ

り農村地域 を都市住民等が訪問 した場合にを才可

能 な限り, 農村地域に滞在( でき るだ け長期に)

し, 地域 の文化, 農業 を満喫できる ように , 農

家民宿や 農村別荘と い っ た施設の 充実を図る こ

とが交流促進上重要と な っ てくる｡ 中山間地域

は山の幸 に恵まれ, 自然と の触れ合 い を可能 と

する地域で ある こ とか ら地域の 果た して い る役

割に 直に体験するで き, さ ら に地域 へ の 長期滞

在を可能に 出来るような交菰計画を立案す ると

とも に受け入れ可能な施設の 整備等 を
一

体的に

計画す る ことが必要である ｡

(3)事業推進方策検討

中山間地域 にお ける活性化に つ い て は, 地域住

民自らが地域の活性化に積極的に参加 し, 取 り組

め るような体制の整備が最も重要とな る｡

こ の た め に は, 行政側の視点だ け に よる活性化

のた めの計画立案ではなく , 地域住民の意見を尊

重す ると とも に地域住民が地域の過疎化, 高齢化

と いう現状 に対す る危機意識 を持 ち, 自 ら の 問題

と して取 り組めるような計画 とな るような場を創

出する推進体制 をと る ことが求められる ｡

さ ら に , 地域の活性化計画 を実現す るため に は,

どの ような事業 を選択 し, 整備の水準, 住民負担

等の 決定に つ い て地域の総意 を踏ま えた も の とす

る こ とが , 実際 の事業を円滑に推進 して い く上で

重要となる｡

①地域全体の意識改革

中山間地域に お ける地域の活性化は, 行政側

の視点 によ る
一

方的な事業の押 し つ け で は なく ,

地域住民自らが事業 へ 参加 し, 地域全体の 課題

と して活性化に取 り組む必要が ある｡

こ の た め に , 計画を立案す る前段と して地域

住民 に対し, 地域 の実状 を再認識させ るととも

に, 地域の活性化が地域全体と して取 り組む べ

き責務で ある こと を自覚させ る ことが必要であ

る ｡

また , 行政側と して は地域住民が地域の活性

化 に参加 しやす い ような環境づ く りを行うとと

も に , 各種事業の実施 に当た っ て も住民参加型

の推進体制 を作 る ことが必要で ある ｡

②各種事業の 導入方策

中山間地域の活性化 を図るにあた っ て現在で

は各省庁 をは じめ都道府県 また は市町村自 ら

様々 な事業制度を設 けて取り組んで い る ｡
こ れ

らは地域の 活性化 をどの ような方向で進め るか ,

地域 の どのような特性 を生かす か等の条件に対

応 した最適事業 を選択 した上で実施す る ことが

望まれ る｡

農業農村整備事業で例 えれ ば, 地域と して農

業 を推進 し つ つ 地域の活性化を図る場合に活用

され る事業であり, 農業基盤の整備が遅れて い

る場合に はほ場整備, か ん排, 農道と い っ た農

業生産基盤整備事業を, 農村の集落内道路や排

水路, 生活排水の処理, 生活環境セ ン タ
ー と い

っ た農村の生活環境の整備を併せて実施する場

合 は総合整備事業 (農村総合整備事業, 中山間

総合整備, 水環境整備等) を取 り組む ことでよ

り効率的に 活性化を図るこ とが可能で ある ｡ さ

ら に , 他省庁の事業や地方単独事業と
一

体的 に

役割分担 を持ち つ つ 実施す る こと で その効果は

さ らに大きくなるため , 計画立案時点に お い て

明確な役割分担をす る必要がある｡

一

般 的に農水省等中央省庁の 補助事業は , そ

の目的に応じた補助対象等の要件が設定され て

い る ことか ら, 特定 の事業で全て を網羅す る こ

と に こ だ わ る こ と なく , 地域 の 実情 に応 じて

様々 角度か ら検討 し, 各種事業の導入 を横極的

に 図る こ とが必要である｡

③円滑な合意形成

地域の 活性化のた め の各種事業の円滑な推進

にあた っ て は, 地 元住民の協力が必要不可欠で

あり, さ ら に地域住民の積極的な参加が望まれ

る
｡

こ の た め, 地域全体の活性化等の マ ス タ
ー プ

ラ ン的な計画 を立案す る段階に お い て , 地域と

しての目指す べ き方向を示 し, こ れ らの計画 を

実現す るた め に は, どの ような事業 を選択 し,

整備水準は どの程度とす る の か, 事業実施に伴

う住民負担等 はど の ようにす る の か, 等 に つ い

て地域住民の 総意を踏 まえたう え で決定す るな

ど, 極力住民参加の形式をとる こ とで , 事業 の
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推進を円滑にして い く こ とが重要となる ｡

ま た, 事業を行う際に は, 事業の 推進体制 の

中に地域住民を組み込む等の体制づ くりも円滑

な事業の推進に は必要とな る｡

以 上 の よう に 中山間地域 にお ける地域 の活性化

のため に は, 地域住民の積極的な事業 へ の 参画が

必要であとともに, 既存概念 にとらわ れ る ことな

く 自由な発想の基 に地域特性 を最大限活用した計

画とす る ことが重要で ある ｡

3
. 地 域資源管理技術

中山間地域の活性化を図る際には, 自然や景観,

郷土芸能, 伝統文化 と い っ た地域資源 を有効に活

用す る ことが重要である｡ そ して , 中山間地域に

存在する これ らの資源 は, 主と して集落の 住民が

共同で行う活動に よ っ て保全され , 育 まれて きた

もの である こ とから , 地域資源の 保全 ･ 管 理の た

め に は地域の 原動力である地域住民活動の活性化

を図ることなど に より, 行政と地域住民が
一

体 と

な っ て取り組む こ とが重要となる｡

(1)農地管理

た め池や用排水路な どの 土地改良施設や 農地は,

地域の農業生産 の基盤であるだ けでな く, 国土 の

保全や自然的, 文化的資源と して, 地域住民の 生

活 と深く囲わ っ てきた貴重 な財産である｡ よ っ て

こ れ ら の管理 に対する地域住民活動 を支援 し, 強

化 して いく こと は, 農業生産の 向上だ けで なく ,

国土
･

琴境 の保全に も役立ち , ひ い て は地域の維

持
･

発展に つ なが るものと考えられる ｡

①耕作放棄の防止対策

中山間地域で は, 水 田
一

筆 の面積が小さく, 形

状も不整形なた め, 農作業の 機械化が困難である

こと, 複雑な地形が多く, 水田が分散 して存在す

るため , 農作業の 効率が低 い こ と等 に よ り, 平地

に比 べ耕作放棄面積の増加が加速されて い る｡

耕作放棄を防止す るた め に は, ほ場整備を推進

す る ことよ り優良農地を保全す る ことが効果的で

ある｡ ほ場整備済みの 地区は未整備の地区に比 べ

て耕作放棄率が低い 候向が あり,
一

部 に耕作放棄

地がみ られ るような状況で あ っ て も, ほ場整備 を

実施する こ と に よ り再び優良農地と して耕作され

るケ ー ス も多 い ｡

また , 耕作放棄地に つ い ては交換分合に よ り集

積し, 優良農地に影響 を与えな い よう地目交換や

土壌侵食の 防止対策 を実施する こ とが必要である
｡

耕作放棄地の交換分合は, 農家 の 利害に直結す る

こ とから難航す る場合が よくみられ るため, 耕作

放棄地を
一

箇所に集積す るた めに必要となる調整

技術 と これ を支援す る シ ス テ ム が今後
一

層求め ら

れ るで あろう｡

②棚 田の保全

特に, 急傾斜地に み られ る棚田 (千枚田) は ,

高 い 雨水の貯留機能, 防災機能を持 つ こ と, 優 れ

た景観を創出す ること, 文化
･

歴史的な遺産であ

る こと等, 極 めて有用な地域資源で あると言える｡

こ の ため, 全国的に棚田 の保全 を図る取り組みが

みられる ｡

高知県梼 原町 に あ る棚 田 (2 28 枚 ,一 約2 . 1 h a)

は
, 千枚田 と呼ばれ同町の名勝 とな っ て い るが ,

所有者の高齢化等に より耕作放棄が増加 し, そ の

維持が困難化して い た ｡ こ の た め , 同町の総合振

興計画の柱と して進めて い る ｢ 交流 の里づく り+

の
一

環 と して, オ
ー ナ ー

制 に よる細田 の管理 ･ 保

全 を推進 して い る｡ オ
ー

ナ
ー は年 3 回程度稲作づ

く りを行うほか, 地域の住民と交流 を深めて い る ｡

輪島市白米町 にある ｢ 千枚田+ (2 , 10 0 枚, 約1 .

2b a) は, そ の実 し い景観か ら貴重なも の で ある

が
, 休耕田が増加 し, そ の保全が危ぶ まれた ｡

こ

の ため, 県及び市が耕作等 によ る千枚田の 維持管

理 に対 して助成 して きた が, 平成 5 年度 より輪島

市等の 出資により基金を創設 し, 保存活動の 推進

を強化 して い る｡

ま た, 岡山県では, 棚 田保存の
一

方策と して,

棚 田 を活用して生産者め顔が見 え, 有機無農薬め

手作りによるお い し い米づ くり を目指す地域 をモ

デル的に育成 し, そ の成果を県下 に波及させ よう
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と , 県単で ｢棚田天然米+ 産地育成事業を実施 し

て い る｡

こ れ ら の活動は行政主導的な
一

面 もあるが, 取

り組 みを成功させて い くた め に は, 地域住民の協

力が な に よ り重要とな っ て い る｡

こ の ような棚田の保全の事例は水田 の生産機能

よ りも, む し ろ地域の資産 として の評価に着目し

たもの と言 えよう｡ 今後 の 中山間地域等条件 に恵

まれ な い地域の 水田 に つ い て は, 農業外の機能 を

適正 に評価 し, 国民
一

般 の理解を得る こ と に努め

る必要が ある ｡

(2)土地改良施設

土地改良施設は従来, 地域 の農業者を主体とす

る集落共同活動に よ っ て維持管理がなされ , 良好

な機能の発揮が なされてきた ｡ 全国の 中山間地域

に ある施設の うち, こ う い っ た集落共同活動 によ

り管理 されて い るものは, 用排水路, た め池箇所

数と も約 7 割に達して い る｡

しか しながら , 中山間地域 に お い て は過疎化,

高齢化等の著 し い 進行に よ り, 集落共同活動の低

下が進んで い る｡ ま た , 農業集落 の混住化が進む

に つ れ, 集落共同活動 へ の参加者が極度 に減少 し,

集落共同管理 の能力が低下 し つ つ ある｡ 将来は こ

の減少傾向が
一

層進行す る ことが予想され, 危機

的な状況が想定され る｡

こ の ような状況に対応し, 土地改良施設の 公益

的機能を将来に わた っ て保全 して い くため に は,

農家, 非農家を問わず, 集落住民 に よる集落共同

管理や集落機能の弱体化 した集落 にお ける集落共

同管理 を組織的に支援す る仕組みの整備が必要と

な っ てくる ｡

こ の た め に は, 土地改良施設の有 して い る国土

の保全, 景観の形成等の機能や役割 を地域住民全

体が認識 し, 自主的に集落共同管理 へ 参画するよ

う促す ことが必要で ある ｡
こ う した集落共同管理

を通じ, 醸成され る連帯感が地域社会の形成にお

い ても大きな役割を果た し, 集落機能の活性化に

つ なが るものと考えられる ｡

(3)生態系, 文化 ･ 歴史等

農地や土地改良施設の他 , 中山間地域の 活性化

を図るた め に必要な地域資源としては,
_
①山, 河

川, 動植物等を含んだ 自然資源, ②景観資源, ③

種々の文化 ･ ス ポ ー ツ, 祭, 歴史的著名人,■交流

活動な どの人文資源等がある ｡
こ れ らの地域資源

の保全 は ｢村お こ し+ と関連がある ことか ら, 地

域資源の保全が活性化 と結び つ い た事例
1)
に よ り,

今後 の 方向を考えた い ｡

(丑自然資源

もとも と中山間地域は, 自然資源の豊かな地域

で ある こ とか ら, 地域の活性化方策の中心的な資

源で もある ｡

農業生産 と生態系の保全の両立 を図るため には,

農薬の節減 な どの営農面で の農家の 協力が必要と

な る
｡
地域 ぐるみの取 り組み に よ っ て ホ タ ル の復

活に成功 した例 と して, 山梨西八代郡下部町の ホ

タ ル の 里づくりが ある ｡

町 を流れる
一

色川はも ともとゲ ン ジボタ ル の 大

発生地であ っ たが , 合成洗剤や農薬の流入によ り

ホテ ル の数が激減 して しま っ た ｡ ホ タ ル の群れ飛

ぶふ るさと を再生 しようと ホタ ル の保護活動が展

開され , 地域住民も合成洗剤の使用や農薬散布 を

自主的に 自粛す るように な り, 集落 ぐるみの河川

○集落共同活動が実施され て い る 土 地改良施設 の 状況

用排水路延長 ため 池箇所数 耕 地 面 積 水 田 面 積 普 通 畑 面 積

全 国 420 千k m 6 9 千箇所 5
,
2 8 0 千h a 2

,
8 7 0 千b a 1

,
2 8 0 千h a

四法 指定地域

(離島, 半島
過疎 , 山振)

21 0 千k m 3 7 千箇所 2
,
9 0 0 千h a 1

,
4 4 0 千b a 6 9 0 千b a

過疎 ･ 山振 50 千k m 9 千箇所 9 90 千h a 4 2 0 千b a 2 2 0 千h a

全 国 うち四法指定

用排水路延長 4 20 千b a 2 1 0 千k m

ため池箇所数 69 千箇所 3 7 千箇所

資料 : 平 成 4 年 庭 土 地改良施設維持管 理実態調査
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浄化運動が積極的に 展開され た｡ そ の 結果, ホ タ

ル が復活 し, 地域 の新 し い観光資源とな っ た ｡

②景観資源

中山間地域の景観資源と して代表的なの は, や

は り棚田 で あろう
｡
こ の保全 へ の 取り組み は 1 )

で す で に 述 べ た の で こ こ で は省略す る｡

⑨人文資源

大分県北海部郡佐賀関町で は, 農村の高齢者は

農業が生きが い である こ と に着目し, 農業 を核と

して地域の再生を図 っ て成果 をあ げて い る｡

こ の 町で は, 農業改良普及セ ンタ
ー

の 指導を受

けて営農生活講座を開設し, 高齢者と婦人の 体力

に適 した野菜 を導入 した ｡
さ ら に ひ ょうたんづく

り の名人の高齢者を中心に21 人 の同好者でひ ょう

たん部会 を つ く り毎年ひ ょうたん祭を開催 して い

る
｡
しめ なわ ･ わ ら じ ･ 竹籠 ･ い も もちな ど趣味

･

生活分野で腕自慢の ｢生活技術
一

番さ ん+ は4 5 人

登録 され て い る｡ 高齢者 ととも に 地域の 中心的担

い 手で ある婦人連は, コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

婦人会 を結

成 して コ ミ ュ ニ テ ィ ー

活動を支え, 郷 土 の歴史 を

知るた め に地区内に埋もれた史跡調査を行 っ て郷

土史をまとめて い る
｡ 夏休み に は母子家庭 ･ 共働

き家庭の児童 を対象に サ マ
ー

ス ク
ー

ル を開 い て,

ふ れあ い学習 を実践 して い る｡

こ の町では, 農村 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 崩壊 に対す

る危機感を共通認識と して, 農民 に と っ て農業が

生きが い である こ とを再認識 し, 農業 を核と し つ

つ非農家も参加 でき るように種々 の企画に取 り組

んだ こ とが成功の ポイ ン トで あ っ たとされ て い る ｡

(4) 中山間ふ るさと ･ 水 と土基金

ふ るさ と水と土基金は, 都道府県基金と市町村

単独基金とか らな っ て おり, 基金 の運用益によ っ

て 中山間地域に位置す る土地改良施設の機能を適

正に発揮 させ るため の集落共同活動, 及び これ を

効率的に推進するた め に必要な施設整備 に関する

マ ス タ ー プ ラ ン を作成す ると とも に , こ れ に基づ

く集落共同活動の活性化に 関す る推進指導 ･ 助言

を行う人材の育成 を行 っ て い る｡

群馬県我妻郡東村 は, 少 な い 農地を巧み に利用

し, 米, こ ん に や く, 薬草, 花き栽培な どを組み

合わ せ た複合経営が盛ん な
一

方, 兼業化の 進行,

農業従事者の高齢化な ど に よ り, 従来集落共同活

動と して行われ て きた農作業の相互扶助, 害虫防

除作業, 共同育苗等の 集団的な営農管理活動が小

規模分散化 し, 施設保全管理活動の停滞な ど, 集

落 の結束力も低下し つ つ あ っ た ｡

そ こ で基金を利用して, 村長, 住民代表, 学識

経験者等か ら構成され る委員会 を設置 し, 村 の活

性化構想 に つ い て活発な議論 を交わ すととも に ,

活性化の 中核となる べ き施設と そ の管理体制の あ

り方に つ い て先進地の現地調査 を行 っ て い る｡ 今

後は, 調査結果を踏ま え, 村 の 活性化構想の 樹立

に 当た り集落共同活動に より どのよう な役割 を果

た して い けるか , と い っ た視点か ら検討を深めて

い く ことと して い る
｡

平成 5 年度 に創設された ふるさ と水と土基金は,

平成 9 年度 に基金の 造成が終了す る予定であるが ,

基金 の活用に よる地域 に根ざした永続的な地域資

源の保全活動が期待され る｡

おわ りに

中山間地域 の活性化の た め の技術 は確立された

ものが な い た め, 各地 で試行錯誤 を繰り返 しなが

ら様々 な取 り組みが行われ で い る ｡ しか しなが ら,

地域 の状況 に応じた柔軟な計画 を策定す るとと も

に , 計画, 実施 , 管 理 の 各段階に お い て地域住民

の榎極的な参画を図る こ と
_
が , 地域の活性化の 重

要なポイ ン ト で あると言えよう｡

引用 文献
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の形態一畦畔の 除草 に適 した圃場
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【報 文】

生活環境整備の ための農業土木技術

内 田 耕 吉
*
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は じめ に

農地や林地 は, 緑豊かな自然環境や生態系の保

全, さ ら に は美 し い 景観の創出な どと い っ た多面

的 ･ 公益的機能 を有する ｡
これ らの機能は, 農地

や林地が適切か つ 永続的に利用 ･

管 理 され て は じ

めて十分に発揮され るも の であるが ,
そ の ため に

必要となる基盤整備が, 生産性の 向上に重点 を置

くあま り自然環境や景観の 破壊に つ なが っ た例も

みられ る｡ こ の ような反省か ら, 自然環境や景観

に配慮 し, 美 し い農村環境の創出に資す るような

基盤整備の あ り方が求め られ るよう に な っ て い る｡

ま た , 農村地域は国民の約 4 割が居住す る重要

な国民生活の場で あるが, 居住密度が低い こと に

よる施設整備の 遅れ から, 都市 に比 べ て利便性の

低い 生活環境と な っ て い る｡ ま た, 混住化の 進展

に伴う農地の ス プ ロ
ー

ル 的潰廃に よ り, 農業生産

環境 , 生活環境が悪化 してきた所も少なくな い ｡

した が っ て優良農地 を保全す るとと も に快適な生

活環境を創出す るた め の 土地利用の秩序化と居住

環境の 整備が必要で あり, 計画的に施設整備を進

めて い く こ とが重要 であ るが
,
安全性, 利便性,

保健性の 向上 に加えて, 農村特有の 自然環境や景

観の 保全な ど快適性の向上 に も配慮 し つ つ , ア メ

ニ
■
テ ィ豊かな居住環境 を形成 して い く ことが望ま

れて い る
｡

こ こで は, こ の ような課題に対応す るため の 生

活環境基盤の整備技術の 展開方向と い う観点か ら,

農村整備計画技術, 農道 ･ 集落道の 計画設計技術 ,

*

構造改善局事業計画課 事業総合調整室

今 井 幸 彦
*

( Y u k ib ik o I M A l)

利 根 基 文
*

( M ot of u m i T O N E)
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景観整備計画技術, 及び農村の情報化技術 に つ い

て述 べ る｡

1
. 農 村整備計画技術

(1) 農村整備の目標設定

農村整備計画の 作成に お い て は, 農業生産 ･ 生

活環境
･

自然環境等の改善ある い は保全の目標を

明確 にす る必要があるが, こ のうち特 に生活環境

と自然環境に つ い て は, 定 量的な評価が し にく い

面があり, 評価手法は確立 して い な い ｡

しか し, 特 に農村の機能や役割そのもの の定量

的評価 はサ ー ベ イ法, デ マ テ ル法, ヘ ド ニ ツ ク法,

代替法等の手法 を用 い て様 々 な機関で試みられ て

い る ｡ た だ し, こ れ ら の評価は金銭的評価手法が

主であり, ま た, 自然環境や そ こ に生息す る動植

物に つ い ては必ずしも評価の 対象にな っ て い な い ｡

こ れ ら の評価 は農村が現在持 っ て い る機能等の評

価を目的と して行われ て い る もの であるが , こ れ

を農村整備の目標設定に応用す る ことも可能であ

ろう｡

一

方, 特 に地方自治体に お い て は表 - 1 の 様な

環境指標が作成され て お り, 特 に環境行政を推進

する上で利用され て い る ｡

こ れ らの環境指標は都市公害の反省か ら整備さ

れてき て い るのが特徴であ るた め, 主 に都市部に

お い て作成されて い るが, 指標 の視点と そ の利活

用 の面で は農村部で も同じで あり, 十分応用でき

るも の で ある ｡
こ れ ら の 指標は

一

般的 に次のよう

な形で形成されて い る｡
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表- 1 日 本 に おける主な環境指標

環境政策 の 視点 指標 の名称 使用自治体名

公害 の 防止 大気汚染総合指標 神奈川県, 東京都

自然環境保全 環境利用適正評価 神奈川児, 碕玉 児, 千葉 児等多数

(適 正利用) 森林公益性評価 千葉児 , 青 森県等多数

自然環境質指数 宮城児

快適環境創造 快適環境指標 北九州市 ,
東京都等 8 自治体

環境観察指標 川崎市

河川環境結合指標 東京都 , 西宮 市

グリ ー

ン ミ ニ マ ム 宮城児
,
滋賀県

共生 ･ 循 環型 資源利用健全度指標 宮城児 , 足 立 区等

社会 の 構築 まちの エ コ ジ カ ル 度指標 宮城一県

環境配慮行動

の推進

エ コ ライ フ 指標 宮城県等

その他 ･ 総合 エ コ チ ェ ッ ク 川崎市等5 0 以上 の 自治体

湾岸総合指標 環境庁 ( 東京湾 , 瀬戸内海)

地方自治体 で作成され て い る環境指標 の
一

般的な内容と作成方法

ア . 指標 の構成 と内容

指標体系は環境行政 の 3 つ の 領域で ある

｢ ま ちのす がすが しさと静 けさ+ と い っ た公

害 に関す る指標群 , ｢ 自然と の ふれあ い+ と い

っ た自然環境の保全 ･ 創造 に関する指標群,

｢ ま ち の美し. さ とゆと り+ と
い っ た快適環境の

創造 に関す る指標群で構成 され る ことが多い ｡

指標 は主観量と客観量の関係式を求めて作成

す る
｡

イ
. 指標の作成方法

ア) 住民意識調査の実施 と集計

住民意識調査 を行 う こ と に よ っ て満足度

( 主観量) を得 る｡ 調査段階で は満足度が 5

段階評価 で個人別に まとめ られ るが, 集計段

階で は これ を1 00 点満点に換算 し, 調査地点毎

の平均値を算出す る｡

イ) 物的条件デ ー タ の収集

土地利用, 社会経済デ
ー タ な どを, メ ッ シ

ュ あ る い は町丁目な ど小地区単位で収集す る｡

ウ) 評価関数 (個別指標) の作成

住民 に よる個別項目毎の 地点別評価 (満足

度) 得点と物的条件デ ー

タ か ら評価関数を作

成す る｡ 具体的に は前者 を被説明変数, 後者

を説明変数とする重回帰分析 を行う ｡ 評価関

数を用い て全域の指標数を算出し, 地図な ど

に表現す る｡

エ) 総合化の た め の重み測定

指標の 総合化( 中間指標 , 総合指標 の作成)

の ため に , 個別指標間の重み ( ど れく ら い 重

要か) を算出する ｡ こ の た め重要度を住民 に

尋ねる ｢ 重み調査+ を実施す る方法や , 上位

項目に対す る下位項目の影響力を重回帰分析

を用 い て求める方法が ある ｡

ま ちの す がす が しさと静けさ

巨
空気の きれ い さ

池や川 の きれ い さ

ま ち の 静 けさ

まちの 清潔さ

日あたり の よさ

自然と の ふ れあ い

巨
線との ふれあ い

水や水辺と の ふ れあい

土 と の 親 しみ

野鳥や昆虫と の 親 しみ

野山など自然景観 の楽 しみ

まち の美しさ と ゆとり

巨
周

一

1

ー 5 2 一

まちな み の 美 しさ

まちの こ み ぐあ い
,
ゆ と り

歩行者街路 の 快適さ

公共 の 広場との親 しみ

レ クリ エ ー

シ ョ ン 施 設 の 身近さ

快適環境指標 の構成 の 曲型例
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Ⅴ

主観量

(例 : 経と

のふ れ あい

満足度)
評価関数
Ⅴ= f (Ⅹ)

Ⅹ 物理量

(例: 緑地面積)

周 一 2 主観 量と客観量 の 定式化

また , 平成 7 年 3 月 に｢ 快適農村空間形成指針+

( 構造改善局名通達) が制定 され て お り, そ の 中

で, 農村 の 自然環境 ･ 生産環境 ･ 居住環境 ･ 歴史

文化環境からみた基本的方針と して , 目標とす べ

き方向と目標とす べ き水準が定性的に示 されて い

る
1 )
｡ 今後の農村整備計画の作成に あた り, こ れ ら

を活用 し つ つ定量的な評価や目標設定を行う こ と

が望まれ る｡ ま た , 農業農村整備事業に対する環

境 へ の配慮や環境保全等の 要請に対処す るため,

環境保全の目標や基本的な考え方及び そ の対策 を

明らか に した ｢ 農村環境計画+ を市町村に お い て

策定 し, こ れ に沿 っ て農業農村整備事業を実施 し

て い く こ とが検討され て い る｡

(2) 土地利用計画策定技術

｢快適農村空間形成指針+ に は今後の 農村整備 を

計画す る上 で の土地利用計画の 策定手法が示 され

て おり, 以下 に そ の 主な内容 を記述する
｡

農村地域 は, 各種 の非農業的土地需要 へ の対応,

地域の活性化, 定住条件の整備等地域の 実情に応

じ様々な問題を抱 えて お り, 限 られ た土地を有効

に利用する観点か ら, 優良農地 を確保 し つ つ 非農

業的土地需要に適切 に対応する ととも に , 快適農

村空間の形成と い う観点か ら, 農村地域の 特質を

踏まえた計画的な土地利用 に取 り組む ことが必要

で ある｡

こ の場合, 用途別 に土地利用の 区分を行う こ と

が 一

つ の 重要な手法であり
, 例 えば, 以下 に示す

よう な区域の 設定が考えられる ｡

(∋自然環境か らみた地域区分

･ 生態系や景観等 に配慮 し, 人 々 にや す らぎを

与える 『緑地保全
･

形成区域』, 『水辺保全 ･

形成区域』

一 53

･ ビ オ ト ー プ等生態系を維持する七 めの 『動植

物の生息 ･ 生育保護』

･ 地域固有の自然景観 を保全する 『自然景観保

全区域』

･

動植物に触れ るな ど, レ ク リ エ
ー

シ ョ ン の 用

‾に供す る 『自然環境ふれ あい 区域』

(塾生産環境からみた地域区分
･ 高生産性や高負荷価値型農業に供す る 『高生

産性型農業区域』

･ 地域住民や都市住民との交流を図る 『体験農

園型農業区域』

･

良好 な農地の 景観を形成す るため に, 建築や

看板 の設置規制等を行う『農地景観保全区域』

･ 棚 田や放牧等地域固有の農地を保全す る 『地

域固有農地保全区域』

(参居住環境か らみた地域区分
･ ス プ ロ ー ル 的都市開発を防止 し, 良好 な居住

地景観の形成 を図る 『集落区域』

･

に ぎわ い の場と して の 『中心区域』, 『拠点区

域』

･ 公園や広場, 社寺境内等の 『オ
ー プ ン ス ペ ー

ス 区域』

･ 地滑りや地震, 火災等の災害防止や避難場所

と して の 『防災区域』

④歴史 ･ 文化環境か らみた地域区分

･ 価値ある文化財等 を次世代に継承す る 『文化

財保存区域』

･ 地域固有の歴史的 ･ 文化的景観を保全す る 『景

観保全区域』

･ 歴史 ･ 文化等に親 しむ 『交流区域』

これ らの土地利用計画 を推進し, 快適な農村空

間を形成して い くた め に は, 地域住民の 主体的な

関与の下に関係者が それぞれ の 役割に 応じて地域

社会の
一

員 と して まとまり, 地域 の 目指す べ き方

向等に つ い て合意が得られる こ とが重要で ある｡

2 . 農道
･ 集落道の計画設計技術

農村の 自然, 歴史, 文化及び それらが織りなす

景観に対す る関心が高ま っ て い る昨今 , 農道 ･ 集

落道の計画設計に あた っ て は, こ れ ら農村環境に

悪影響 を与 える ことな く, 地域環境に調和した整

備を進め る ことが必要で ある ｡

農道 の 環境整備 に つ い て は, 平成 3 年度 に農道

整備予算が生活関連枠の対象と なり, か つ ア メ ニ
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テ ィ の向上 を図る ｢うるお い 施設+ 整備の事業メ

ニ ュ
ー が 追加された ｡ さ ら に

,

一

般農道 に お い て

は
, 地域の農業集落間を結ぶ地域交流促進農道に

集落及び農村交流基盤整備 を追加するな ど, 農業

生産活動, 農産物流通の農業上の利用とい う基本

的な理念 に加え, 農村生活者ある い は都市住民の

た め の 農道整備と い う新た な視点に立 っ た整備の

方向が出され て い る
｡

また , 集落道に つ い て も, 地域 の発展方向や交

通状況を踏ま え, 農道等を補完 し, 農業生産活動

や農産物集出荷等に供す る ことは もちろん, 農村

住民に と っ て の 安全性, 快適性, 利便性を具備す

る こ とが望まれて い る
｡

農道 の計画にあた っ て は, 地域住民ある い は通

行者が こ の道 に何を求め, 何 を期待 して い るか を

十分 に把握すると とも に , 農道空間全体の バ ラ ン

ス を考えた上 で , 個々 の計画 ･ 設計に着手する こ

とが重要で ある ｡ 農道は全線が 同じような環境で

な い場合が多く ,

一

つ の路線で も水田地帯を通過

す る区間や 山間部 を通過す る区間な ど, 沿線 の 環

境も変化に富む場合が多 い こ とから, 全線 に共通

の考 え方の もとで , い く つ か の ゾ
ー

ン に区分 し,

整備計画を策定す る ことも必要で ある ｡

農道 にお ける修景は, 路線 の 立地配置, 線形,

横断面構成, 路面整備, 構造物 ･ 付帯施設整備,

植栽等の 工夫を通して実現す るも の であ り, 例 え

ば, 沿道状況に よ っ て は部分的に カラ ー 舗装やイ

ン タ ー ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク舗装等を取り入れた り,

道路証明や橋欄 ･ 親柱等に地域固有の デザイ ン ･

素材を用 い る方法もある｡ さ ら に
, 集落周辺で は

歩道の設置の検討や残地の ポケ ッ ト パ ー ク 化, 樹

木 の植栽等, 地域景観 に も配慮 した計画を策定す

る こ とも考 えられる｡

農道 ･

集落道の事業実施 に あた っ て は, 土地改

良事業計画設計基準 ･ 計画指針 に基づ い て, 計画

設計が行われて い る
｡

一

方 , 農村地域にお い て は,

都市
･

農村交流に よる活性化や景観 に配慮 した ゆ

と りある事業の 展開が望まれ て お り, 農道 の本来

機能で ある農業生産性の 向上 と い う点に重点 を置

きなが らも, こ れ ら環境整備促進の 新た な視点 に

対応す る考え方を明確にす る必要性が生じて い る ｡

3
. 景観整備計画技術

農村景観は, 人間が そ の地域 の 自然, 気候 ･ 風

土 に絶 えず改変 を加 え続けた結果と して形成さ れ

た土地利用に基づく自然的 ･ 社会的環境, 社会生

活な どの総体が現れて い るも の であると考 えられ

る｡ し た が っ て , 農業農村整備事業 にお い て景観

整備 を進める にあた っ て は, 地域 の社会条件, 経

済条件, 自然条件, 歴史条件, 居住条件 , さ ら に

は今後の地域の あり方, 目標等を十分検討 した上

で計画を策定する必要が ある ｡ 表- 2 は こ れ ら の

前提 に立 ち, 景観形成にあた っ て の基本的視点を

整理 したも ので ある
2)
｡

農村景観 を構成す る要素は, 集落居住空間 ･ 生

活景観系と農地等生産空間
･

農業景観系に大きく

二分されるが, そ れ ぞれ に つ い て集落類型別 に留

意点をまとめた ものが表 - 3 である
3)
｡ ま た , 近景

か ら遠景まで の 各 レ ベ ル の 視点に応 じた整備手法

をま とめた も の が表 - 4 で ある
4)
｡ こ れ ら を勘案

し つ つ整備計画が策定で きる よう, 景観整備の手

法を体系化 し, 現場実務者に普及を図る こ とが 重

要で ある ｡

農村地域 に お い て景観形成活動を行う主体は,

基本的に は行政 を含めた地域 内に居住す る住民で

表- 2 景 観形成をめ ざす基本視点

[亘二= 垂]
く景〉 眺 め られる対象, モ ノ

● 地域性 (地域特性)

景観 で は, 自然 と 人間 の営み に よ っ て 創 られるも

の で ある から
, 地域 の 風 土 や歴史 ･ 文 化 を反映さ せ

る

● 全体性 ( 総合性)

近 景 か ら遠景ま で視野 に は い る す べ て が対象とな

る ことか ら対象群 の総合的調和およ び周辺環境と の

調和を図る

● 公共性 (社 会性)

公 共空間 の み ならず , 私 空 間も集合体として共有

化した空間として景観を形成する

く観〉 眺 める主体 ,
ヒト

● 多様性 (五感性)

景観評価 は, 人 々 の 価 値観 によ っ て 異 なる ,
と 同

時 に視野以外 の 感覚器官 の 評価 に も大きく関わ っ て

い る｡

● 生活性 ( 変動性 ･ 長期性)

景観は, 日 常生活 に息づくもの で ある が
, 昼夜と

か季節の変化 とい う時間 の 経過 により様相を異 にす

る

● 参加性 (住 民参加)

各 主体 が
,
と もた景観形成 に参加 し, 成果 を共有

する意識を醸成しうる
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表 - 3 集落類型別 に み る景観形成上 の主な留意点

都市近郊農村集落 平地農村集落 山間農村集落

集

① 都 市近郊農村部 で は, ① 集落形態 によ っ て 異 な ① 戸数規模自体は都市近

非農家住宅(団地) , 商業 る が
,
水 田集落 で は地形 郊集落等に比較それ ほど

施設等生活関連施設 が多 的 に平坦地 が広く続き, 多 く なく
, 景 観的 に大き

く , 混在景観となり がち 景観 的 には平坦な単調 な な問題は少な い が 高齢化

で , 形 態, 色彩 , 材 料
, 景観 が 続くため , 集落道 集落 などで は集落

･

住宅

敷地後退線等景観要素を に並木を作るなど, 景 観 の 手 入れ が困難となり,

統
一

し , 集落景観 に統 一 的な アク セ ン トを与える｡ こう い っ た集落 で は景観

感を与える ことが重要 で
② 生首舌環境施設 , 集会施

設等を単本 で平坦地 に設

形成面 で の 行政的支援 が

落
居

ある｡ 必要 と なる｡

住
プヒ
② 沿道 に は広告看板 ･ サ 置 する場 合, 周 囲 を緑 ② 生活環境施設等は敷地

二 Ⅰ二

間

生

活

イ ン 類 , 電柱 も多く ,
こ 化 ･ 美化 するなど, 修 景 に余裕 が なく設置される

れら添景景観 の 整序も必 を図る ｡ 場合 が 多く, 敷地計画 ･

要 で ある｡
③ 非農家住宅等が既存集

景観計画 に余裕 がな い た

景 ③また, 廃棄自動車置場 , 落 に 隣接 して作られる場
め
, 敷地 に余裕の ある施

観

系
ゴ ミ 捨 て など マ イ ナ ス 要 合 が 多く, その 場合 は既

設計画 と し, 敷地 が ない

因も多く
,
これ ら の 要因 存集落内 の 伝統的な景観

場合 は, 拠点 的 に 景観施

の 除去 によ っ て
,
か なり に そ っ た景観形成を図る｡

設 を設置するなど の 方法

整 っ た景観形成 が可能｡
④ 宅地 の まわり で は プ ロ

ッ ク塀 の 住宅 が ふ え て い

る ため
,
生垣等を推進 し

,

ゆとりある集落景観形成

を図る｡

を とる｡

③ 自然条件 が厳 しく, 道

路
, 河川 ･ 水路等 の 荒廃

が進 み , 景観 的手当 て が

必要 で ある｡

農
地

等

(丑 現在, 維持 されて い る ① 転作等が進 み ,
一 部 遊 (彰 高齢化 , 就業者不足等

農地 に つ い て は, 景観 面 休化 して い る農地も多く
,

に 伴 い , 遊休化
･ 荒廃化

か らも集団的 に保全する｡ 景観作物等の作付けを増 し て い る条件 の 悪 い 山間

(卦 市民農園, 農業公園等
やし

, 面 的 な景観形成
･ 農地 が 増えて おり, 景観

生 レ クリ エ ー

シ ョ ン 的利用
生産形成を積極的 に進め 的 に優れた ｢ 山間棚 田,

産
クヒ

二 [ 二
な ど

, 複 ノ釧勺利用促進と
る｡ 段 々 畑+ に つ い て は, 景

間 農地保全を図る｡ ② カ ン トリ ー エ レ ベ
ー

タ
観 形成の面 か ら保全策を

講じる｡
農 ③ 畜産施設 に つ い て は

,

一

等大規模農業施設を建

業
_
旦 環境 整備ととも に , 敷 地 設する農村部 で は, 周 辺 ② 景観作物等の作付 けを
属

観 周囲 の線化を進 める｡ 山岳 丘 陵部 の 稜線, 丘 陵 増やし, 面 的 な景観形成

系 を背 にした位置, 敷 地周 ･ 生産 景観形成を積極的

囲 の 緑化など, 生産 施設

修景を図る｡

に 進 め る｡

あ るが, 農家 ･ 非農家 ･ 若年層と高齢者層な ど,

そ の属性 に より農村景観に関す る意識や評価傾向

は異なるた め, 地域全体と して の 合意形成 を図り

つ つ景観整備をすすめ る ことが必要である｡ そ の

た め に は , 現状 の 農村景観に対す る意識 ･ 評価段

階, 目標 を設定する段階, 景観形成イ メ
ー ジ の段

階, 管 理運営面の検討段階な ど, そ れ ぞれ の 段階

で意見 を月文集
･ 反映させ る機会 を設ける必要があ

る｡ 豊 か な景観形成を実現 して い る地区に お い て

は, お お む ね以下の ようなプ ロ セ ス で景観形成 に

対する取り組みが行わ れて い る
5)
｡

ス テ ッ プ 1 一地域景観の見直 し (現状把握)

･ 調査 の デザイ ン

･ 環境の仕分 け

ス テ ッ プ 2 一地域景観の発掘と評価 (認識)

･

属性別評価の 違 い と地域独自性の
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表 -

4 景観 か ら見た農村空間整備の視点

位置 景観 ･状況 構成要素 ご と の 整備手法 関連計 画分野

近景 l

視界 に入る景観 は , 個別健 ● 集会 所¶デ ザイ ン ,' 地区 の 木や植 ■ 施 設
･

建物の 形 ,

物の 立面や周辺の 樹木等で あ 栽制定, 樹木 の 保全 色, 規模, 素材

る｡ 道路 景観で は , 道路と周 ● 集落排水処 理 施設- デ ザイ ン , 緑 質感等の デザイ

辺の 生垣 や塀等で ある｡ こ こ ● 農業施 設- デ ザイ ン , 周辺 植栽 ン 計 画

で は , 施 設等ま た植物, 添量 ● 広場 ･ 公潮【地形 に あっ た設計, ■ 植栽計 画

物等 の個 別デ ザイ ン の 良 し ･ 既存録 の 活用
,
集落固有 の 象徴 一 道水路計 画

要 しが景観 評価を決定す る ｡ ● 住宅等- デザイ ン , 素材 , 色彩 ,

生垣

中景

表 遭

対象物 を集合体 と して 認識 ● 居住群一集 落形 態の 尊重, 家並み t 施 設デザイ ン 計

す る景観 で あ る ｡ 村並 み や外 の 統
一

(屋根材 , 形態 , 色) 画

か ら集落 全体 の 景観を眺望す ● 景観協定等の 導 入一個 人財設置 に ■ 集落整備計 画

る景観 で ある｡ こ こで の 視点 係わ る用途 ･ 形 態規制 ■ 集落土 地利 用計

は , 住 宅の屋 根線が連 なり個 ● 伝統的集落 文化景観 の 保存 ･ 形成 画

担 ･
･ 一

撃蒜
別景観 が群 として 集ま る景観 ● 道路一生垣 ･ 緑化 協定

,
通行だ け ■ 緑地計画

で
､ 個別 の デ ザイ ン の 良否 だ で なく広場機能 の 尊重

けで なく, 対象物内全体 の 構 ● 集落 シ ン ボ ル や ラ ン ドマ
ー

ク創 出

成 の 調和 が と れて い る か が 景 ( 集落樹, 花 , 火の み , 水路)

観評価 を決 定す る ｡ ● 水路､ 親水, 動植物 生息, 水車

遠 景 ■ L

周 囲の 農地を見渡したり, ● 土 地利 用秩序形成一農地景観 の 保 ■ 土 地利用 計画

山項 か ら見 下ろした景観 状況 全 ･ 形成
, 集落形 態の 維持 ･ 形成

,
■ 景城計画

で ある ｡ こ こ で は , 農業 景観 ス プ ロ ール 防止 ■ 圃場整備計 画

や地形と点在 する集落, 大規 ● 圃場整備事業一自然環境, 自然 生 ■ 緑地計画

模な施設ま た道路 との調 和が 態系, 集落形態 を尊重した 整備 ■ 道路 ･ 水路 の 路

意識され る ｡ つ まり, 自然生 ● ラ ン ドマ
ー

ク の 形 成一樹 木. 集落 , 線計画

態系や空間構造 の 在 り方その 大規模施設

もの が
, 景観評価 に影響を与 ● 平地林, 里山 の 保全

･

形成

える｡ ● 大規模施 設一農業 景観 との 調和

認識

･

利活用の可能性の検討

ス テ ッ プ 3 一理念 (生活像 ･ 地域像) の構築

･ 歴史 ･ 風 土の尊重

･ イ メ ー ジ と こ だわ り

･ あり方と具体的方法の提案

ス テ ッ プ 4 一理念に立脚 した景観整備計画の 策定
･ 地域資源 を清か した計画

･

創造と保全 , 排除

･ 全体と部分の明確な位置づ け

ス テ ッ プ 5 一合意形成と段階的実施
･

住民参加と役割分担

･

身 の 回りから集落
,
地域 へ の展開

と ころ で
, 景観整備 に は

一

定 の 費用負担が伴う

が , 阜の 負担の妥当性 を確認す るた め, あ る い は

整備目標を明確に するため に, そ の評価方法を確

立 す る必要がある｡ そ の 方法と して
, 例 えば景観

資源に集まる観光客の旅行費用 を基 に評価する ト

ラ ベ ル コ ス ト法, 景観資源の ある地点か ら の地価

等の外延的変化 を基に評価する へ ド ニ ツ タ法, あ

る景観変化をもた らす整備に対 して地域住民等が

支払 っ てもよ い と考 える額 (支払 い 意志額) を基

に評価す るC V M 法等があ り, こ れ ら の試み に閲す

考種々 の 報告が なされて い る｡ こ の ような手法を

活用する こ と に よ っ て, 景観整備を積極的に評価

し, そ の費用負担に つ い て の地域住民の 間で の合

意, さ ら に は国民的な合意を形成 し つ つ事業 を実

施 して い く ことが望 まれ る｡

4 . 農村め情報化技術

情報化社会の 進展の中で, 情報通信基盤は生活

環境基盤の 一

つ と し て 必要不可欠なも の とな っ て

い る ｡ 農業農村整備事業にお い ても, 農村総合整

備事業の 中で C A T V を活用 した農村多元情報 シ

ス テ ム の整備 に取り込ん で おり, 地域 の営農, 生

活, 行政等の情報伝達の ほか , 同軸ケ ー ブ ル の双

方向伝送機能 を活用 して, 温室, 畜舎, 水利施設

等の遠隔監視制御や フ ァ ク シ ミリ伝送な どを行 い ,

農葉 ･ 農村 の侵興の た め に活用す る ことが可能と

な っ て い る｡

し か し, 近年, 電話 ･ テ レ ビ等従来別々の 媒体

で行 っ て い た情報通信 を
一

体的に 処理す る マ ル チ
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メデ ィ ア な どの 高度情報化技術が 開発され て お り,

こ れ ら を日常生活 にお い て利用可能とす るた めに,

新 し い情報通信基盤の 整備が必要とな っ て い る｡

特 に光 フ ァ イ バ
ー は, 情報通信の大容量化 ･ マ ル

チ メディ ア化を可能とす るため, 重要な情報通信

基盤と して位置づけ られ , 各種政策に お い て もそ

の 整備の必要性が提言され ており , 例 えば, 平成

6 年 5 月 の 電気通信審議会答申で は, 2 0 10 年 を目

途 に光フ ァ イ バ ー の全国整備を行う こ ととされ て

い る ｡

光 フ ァ イ バ
ー

を利用 した高度情報通信
_
は様々 な

用途 に利用され, 社会 に大き なイ ン パ クトを与 え

るも の と考えられ るが , 社会, 産業, 家庭 に お け

る利用例 を表- 5 ～ 7 に 示 す
6)
｡

農村地域 に お い ても , 様 々な高度情報通信の利

用方法が考えられる
｡ 例 えば, 農業面で は, 映像

による営農技術の普及 ･ 指導, 映像を利用した産

地直売, 農地集積情報シ ス テ ム 等 に活用され る こ

とが考えられ るほか, 生活面 で は, 住宅
･ 遠隔勤

表- 5 社会 に おける映像利用

用 途 利 用 例

教育 ･ 学習 テ レ ビ等 による授業放送 ,
ビデオ 学習 , 映像 に よる パ ソ コ ン 学乳

ハ イ ビジ ョ ン映像を利用 した視聴覚教材等

医療 ･ 福祉 遠隔地及び 僻地医療診断支援 ,
ハ イ ビ ジ ョ ン 映像 による病理 診断

支援 , 三 次元の C G 技術を利用 した 模擬手術, 内視鏡像の立 体映像

化 , 在宅医療支援等

監視 地 球環境モ ニ タリ ン グ
,
上水道管理 等

防災 ･ 防犯 災害情報 , 地震被害判読 , 延焼予測 , 浸水被害予測
,
地 図情報等

の 防災 シス テ ム
, 防犯 シス テム 等

交通 道路 ･ 交通情報の提供及び把握, 駐車場情報提供 , 通路位置情報
提僕等

芸術 ･

文化 標本等の 三次元映像 によるデータ ベース ,
ハ イ ビジ ョ ン ギャ ラリ

ー, 移動 ハ イ ビジ ョ ン ギ ャ ラリー. 放送 ライブ ラリー, 映像 ライ
ブ ラ リー等

行政事務 郵便局衛生通信ネッ トワーク ,
ハ イ ビ ジ ョ ン モ ニ ターで の情報提

僕等

表 -

6 産業分野における主な先進的映像の利用事例

機種項目 主な先進国映像の利用事例

放送 業 サ テ ライ ト ･ ニ
ュース ･

ギ ャ ザ リ ン グ , 番組配信

情報案内業務 公共的情報案内サービス , 全員 へ の 情報案内サービス

教育サービス 業 遠隔地同時詩義サービス

監視業務 危険物貯蔵内部の監 札 無人場所の 監視 , 自社オ ペ レーシ ョ
ン シ ス テ ム の 監視 , 安全確保の 監視 , 防犯 , 防具監視 , 気象
監視 , 環境監視 , 建物周辺 等の状況把握

出版農務 電子出版, 映像データ ベース作成

開発 ･ 設計業務 都市開発, 建築 ･ 構造物 , 航空機 , 自動曳 船舶, 化学薬品
,

医薬品 , その 他製造物

販売業考 フ
ロ

ロ モーシ ョ ン ビデ オ ,
プ レゼ ン テーシ ョ ン 映像 , 業務用電

子写真, 事故者 の 保険金査定
, 中古車販売オーク シ ョ ン

そ の他 テ レ ビ合議 , 社内テ レ ビ放送 , 社内研修, 養成訓練

表一 丁 家庭 における映像利用

用 途 利 用 例

映像鑑賞 地 上波 テ レ ビや 衛星放送, ケーブ ル テ レ ビに よ る番組視聴
博覧会 , 展示会等で の 映像鑑 賞

ホテ ル 等で の 館内有料テ レ ビ放送

航空機 の機 内等で の テ レ ビや V T R 放送

街頭やイ ベ ン ト会場等での ハ イ ビ ジ ョ ン 放送

生 i吉行勤 地上 波や ケーブ ル テ レ ビ放送にみ るテ レ ビシ ョ ッ ピ ン グ , テ

レ ビゲーム 機等を介 した株式情報の 参月弓や株式注文
コ ミ ュ ニ ケーシ テ レ ビ電話 , ビ デオ レ ター(録画ビ デオ によ る近況報告)
ヨ ン モ ニ ターカメ ラ付きイ ン ターフ ォ ン

教育 ･ 学習 映像を利用 した研修
,
言軒真の 受講

C D- R O M を利用 した雑誌や 英会話 教材
ビデ オ雑誌 ( 雑誌等の定期刊行物をビデ オ化)

趣味 ･ 娯楽 三 次元の 立体映像 ･ 体感シ ュ ミ レーシ ョ ン ゲーム やイ ン タラ
クテ ィブ ゲーム
フライ トシ ュ ミ レーシ ョ ン を生 か した ア トラク シ ョ ン
カラ オケ , C D 動画カ ラ オケ

遠隔地 コ ンサート

映像制作 ビデ オカ メ ラ等によ る映像制作, V T R 等 による映像編 集

務の実現, 村 お こ し情報の発信等, 地域活性化の

た めの利用もできる な ど
,
そ の 活用範囲は幅広 い ｡

こ の よう に , 農村地域に お い て高度情報化 を進め

る こ と に よ り, 農業面で は ｢新政策+ に沿 っ た構

造政策を助長す るととも に , 生活面で は, 定住条

件の 整備 によ り多極分散型国土の 形成に資す る こ

とと なる｡

一

般 に , 光 フ ァ イ バ ー

の 整備は通信の安全確保

等の面か ら地中化に よる こ とが望ま し い とされて

い る ほか
, 農村部に お い て は, ヘ リ コ プ タ

ー

等 を

利用 した大規模営農の 障害とならな い こ と, 農村

景観保全に資す る こ と等か ら地中化に よる整備が

望まれて い る ｡ 地方, 農村地域に お い て
,
こ の よ

うな地中化に よる高度情報通信基盤整備を実現す

る に は, 採算性が低 い ため, 公的支援が必要とな

る場合が ある｡ こ れ らの課題 に対 し, 農道や集落

道等の農業農村整備事業の 中で
一

体的 に通信線等

の地中化のた め の収容施設の整備を行うこ と に よ

り, 通信線 の整備促進を誘導 でき るととも に , 農

道等の掘 り返 しを防止 で きるな ど, 効率的な整備

が図られ る こ ととな る｡

農業農村整備事業 に お い て は, 従来よ り農村総

合整備事業の 中で, 二 以上 の公益物件(電線類等)

を地中化 して収容する ライ フ ライ ン収容施設の整

備が可能 であ っ た が , 平成 7 年度 か ら制度の 拡充

に よ り, 光 フ ァ イ バ
ー

等単独の公益物件を収容す

る こ との できる ライ フ ライ ン収容施設整備を行う

ことがで きるよう に なり, また , 農道整備事業に

お い て も 同様の整備が行 える こととな っ た｡ こ れ

ら の制度を活用 し て農業農村整備事業が光フ ァ イ
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バ ー を は じめ とす る高度情報通信基盤の整備に貢

献す る ことが望まれる ｡

今後は, 農業農村整備事業と
一

体的 に高度情報

通信基盤整備 を行 っ て い く上 で, 他省庁等と の連

携の あり方等に関する制度的課題の ほか, 農道や

集落排水施設等の活用に よる農村空間に適 した高

度情報ネ ッ ト ワ
ー ク構築 のた め の 整備手法や通信

線収容施設の素材
･

構造
･ 工法等に関する指針作

成等の技術的課題に 関す る検討等を行う必要が あ

る｡

おわ りに

こ れまで農村の生活環境基盤の 整備技術 に つ い

て述 べ てきたが , 今後の農村環境整備は , 生産機

能を維持 し つ つ , 環境保全機能や景観, 親水機能

とい っ た農村地域特有の機能 を発揮させ て い く必

要が ある ｡

し か し, 農村地域 は都市近郊か ら中山間地帯ま

で幅広く存在 して い る こ とな どか ら, 画
一

的 に な

らず, そ れ ぞれ の 地域の特徴 を生か した個性豊か

な整備計画を立 てる こ とが重要で ある｡ その た め

に は, 目先の快適さの み を追及す る の で はなく ,

地域の将来計画を永 い 視点で捉 える ことや, 地球

環境と い っ た幅広い 視野から の ア プ ロ ー チ も必要

と なろう ｡
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自然環境保全の た めの農業土木技術
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1
. 農村環境整備技術 一 生態系を保 全 しながら

進める農村整備技術 に つ い て
一

近年, 環境問題 へ の認識の 高まりととも に , 国

土資源 を環境保全機能か ら再評価し, そ の 適性な

保全と管理 を行う必要性が認識され始めて い る｡

農村では, 従来の 農業生産の 視点 に加 えて, 農業
･

農村のも つ 多面的な機能を強化す る ことが求めら

れて い る｡ か つ て, 農村で は, 人間 の活動 と調和

した形で多種多様な生物が生息 し, 豊 かな自然を

形作 っ て い た ｡ こ の ような豊かな自然と い うも の

は生態系と い う系 ( シ ス テ ム) と して成り立 っ て

い たた め
, 豊か な自然や そ こ に存在 した個々 の 生

物 を取り戻 そうとすれば, 系 ( シ ス テ ム) 全体 の

保全ある い は再生を考 える必要がある
｡
以下, 生

態系を保全 しなが ら進め る農村環境整備技術 に つ

い て説明する ｡

(1)調査

生態系に配慮した農村環境整備の 実施に あた

つ て は, 対象地域が, 現在 どの よう な生物相 に

よ り構成されて い る生態系なの か, か つ て どの

ような生態系で あ っ たか を見極め る こ とが重要

であ る｡ 生物 の 成育状況調査や生物 の成育に 影

響 を及ぼす環境条件等 できうる限り の デ
ー タ を

効率的に収集分析す る必要が ある ｡ 生態系調査

は調査対象に よ り大きく分けて( a)生物 の成育状

況に 関す る調査( 生物調査) , (b) 生物の生息環境

に関す る調査 (環境調査) に分け られ る｡ ま た,

調査方法に より, ∽文献調査, 打) 実地調査に分

*

構造改善局整 備課総合整備事業推 進室

能 見 智 人
*

( T o m ob it o N O U M I)

次

3 . 農道 ･ 集落道 の整備技術 一動植物の生息環境 に

配慮 した農道 ･ 集落道 の整備技術 に つ い て - …

6 2

4
. 集落排水処理技術 一窒素, リ ン の 処理技術 に

つ い て -
… … ‥ … ･ ･ ･ … … ‥ … … … ‥ … … … … ･ ･
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類 で き る｡

こ れ らの調査は地域の研究者や 同好会グル
ー

プ の協力を得るな どし て効率的に行う必要が あ

る｡ 特 に生物調査 は, 調査経験の 豊富な コ ン サ

ル タ ン トや研究者の 指導助言や協力を十分 に得

る ことが重要で ある
｡

(2)計画

土木工事 を伴う事業の実施にお い ては, 工事

の実施期間中及び実施後に環境が変化する こ と

が不可避であるた め, 生態系の保全の ため に は,

環境に与 える変化をでき るだけ少な くす るか,

変化の方向を生息する生物種に と っ て好ま し い

方向に する こ とが望まれ る｡ 農業農村整備事業

に お い て生態系に配慮 した計画を立て るとき の

ポイ ン トは , ①実施す る規模や 実施場所の選定,

②多様化と単純化, ③時期 と施行手順で あり,

こ れ らを考慮す る ことが重要である ｡ 以下
,
そ

の例 を挙げる ｡

例 1 . 水路

水路の新設
･

改修 にお い て は, で き るだ け

多様 な流れ (水深 ･ 流速) を確保す るととも

に, 水中か ら水際, 地 上部 へ と連続的に変化

す るよう水路 を計画する こ とが望ま し い ｡

具体的に は以下の項目等に留意す る｡

･ 水 路はできるだ け地形 に沿 っ て蛇行す るよ

うに して, 瀬や滑の形成を図ると とも に
,

水制や置き石を配置す る こ と に よ り多様な

流れ を形成す るように 努める｡

･ 水 路法面の勾配は緩や か に なるよう に して,

沈水性植物 か ら抽水植物 ,
水際 の地上植物

まで連続 して生息 しやす い 環境を作 り出す ｡
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･ 水路内 (特 に水中部) に は小動物の避難や

隠れ場所となる空隙や小空間を様々 な形で

出来るだ け多く確保す る｡

例 2 .
た め池

ため池は, 農村地域の 中で貴重な止水域を

形成 してお り, 止水域を好む魚類等の水生生

物や水鳥の 生息空間とな っ て い る ととも に ,

周辺 の ブ ッ シ ュ や樹林帯が昆虫類や鳥類 , 小

動物の 生息空間とな っ て い る ｡
こ の ような空

間を
一

体的 に保存す る ことが重要で ある ｡ 周

辺 の樹木が水面 に覆 い 被さるような岸辺や 日

当たりのよ い水域な ど, た め池内に お い て も

多様な環境を形成す る必要がある｡ ま.た水深

もでき るだ け多様 になるようにす るととも に ,

水中部か ら岸辺, さ ら に 陸上部 と連続的に変

化するような環境 を創出する こ とが重要とな

る｡ 整備後の ため池に , 無秩序な人 の接近に

よる水際部の踏み固め等に よ る悪影響 を回避

するため , 岸 の
一

部 に デ ッ キや八 つ橋 を設け,

人 の流れ を誘導 し周辺部 へ の 悪影響 を及ぼさ

な い よう工夫を必要とす る場合もある ｡

(3)設計施工

設計施工で は, 以下 の点 に 留意す る ｡

①材料

生態系は, 無機物
･

有機物 に限らず地域の

環境 に適 した生物が生息す る こと によ り成

り立 っ て い る もので ある の で , そ の 地域の

天然素材を使うこ とが望まれ る｡

(卦植物

生態系に配慮 した事業に お い ては, 施 工後

の植物が施工前に比 べ てでき るだ け変化が

な い よう現地の 植物に近づ ける｡

(卦環境

設計段階では どうしても平面図と標準的な

断面となりがち な ことか ら, 設計
･ 施 工.段

階で多様な空間を作り出す よう努め る｡

④水の動き

水生生物に 限らず, 生物の生息条件 は水の

条件に左右され る ことが多 い こ と か ら, 水

量 ･ 水質が変化しな い よう に設計施工 に 当

た っ て は水 の 動き を十分 に把握す るよう留

意す る｡

⑤施工

生態系保全の た めの工事の 施工 に お い て は,

あ ま り人為的に作 りす ぎな い よう に留意す

る｡

(4)維持管理

農業用施設に お ける生態系保全の効果を考 え

た場合, 農業生産に かか る部分お ける受益者 は

農業者であ っ て も, 野生生物が生息する こと に

よ る受益 (利用) 者 は農業者に限定 され るも の

で はな い
｡
こ の ような生態系保全の効果は地域

全体である と考えたほうが適切である場合が多

い た め, 地域全体が維持管理者とな るような体

制作りが必要で ある ｡ しか し, 生態系保全に 関

す る事業に つ い ては, 他の事業と違 っ て, そ の

目的や事業 に よる効果, 生態保全の 機能に つ い

て , 地域住民の意識が高くな い場合が予想され

る｡ こ の た め, 地域住民に対する生態系保全 に

関す る セ ミナ
ー や学習会とい っ た啓蒙普及活動

を実施する こ とが重要である｡

限 られた農村空間の 中で , 生物の生息空間を効

果的に しかも生態系を保全して い くた め に は, 生

物 にと っ て それ ぞれに適 した場所 を生物の生息空

間として保全す るととも に , そ れ らの 生息空間を

断片的で分離 した形状 にならな い よう に , 動物 の

移動経路とな る緑道や水路 ( それ に付随す る緑)

で連結 し, ネ ッ ト ワ
ー ク 化させ て い く ことが有効

である
｡

2 . 農村緑化技術 一農村景観の主要な構成要素

で ある緑地の整備手 法 に つ い て
一

近年, 農村環境整備 に際して, 諸施設の 周辺に

緑化を施 した り, あ る い は, 道水路沿 い に植栽や

植樹を行 っ て緑化 を進 める地域が数多くみられ る

ように な っ て きた ｡ そ こ で , 農村緑化技術に つ い

て以下 で説明す る｡

(1)集落
･

農地周辺

農耕地の まわ り にある緑地で , 農耕地に 付随

した り, 耕作 の補助的な役割 を果た して い る

様々 なタイ プ の緑地 は, 景観形成の みならず,

身近な緑と して, 人 々 の手によ る緑の育成や管

理 の対象と な っ て お り, ア メ ニ テ ィ の形成や ,

生態系の維持に お い て も重要な働き を持 っ て い

る
｡

(労農村地域に は, 境界や その他の理 由で樹木

が単独 あるし) は数本, ま た は列植されて残
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され , 大木とな っ て い る こ とが多 い ｡ こう

い っ た大木 を保全 し, ラ ン ド マ
ー ク を形成

す る｡ 現在ラ ン ド マ
ー ク と な っ て い る大木

は, 原則と して その場に 残す ｡ ま た, ラ ン

ド マ ー

ク の形成を意図して樹木を植栽す る

場合 は, 立地 に 適した樹木 を選定する ｡
そ

の際は, 町の木や シ ン ボ ル ツリ
ー を利用す

る こ とも望ま し い ｡ 日照りや落葉な ど, 農

地 へ の 影響も考慮し, 現場 で適切な場所 を

捜す ｡

②現況の雑木林は可能な限り維持 ･ 保全す る｡

寺社林 に つ い て は現況のまま保護す る こ と

が望 まし い ｡ しか し, 多 く の 寺社林は極相

林に達し, 後継樹が成育 して い な い場合が

多く, 現況の林相 を十分調査の うえ, 後継

樹種の植栽等を行う ことが必要で ある｡ 現

況 の雑木林や寺社林 , さ らに は屋敷林, 防

風林な どを植栽によ っ て つ なぎ, 緑 の ネ ッ

ト ワ ー ク 化を図る ｡

③休耕地の 境界や段差 の法面に
, 刈 り残 した

草地や小さ な生 垣 を設ける こと によ っ て小

動物の生息環境を保全す る｡ 薪炭林の林床

管理 ･ 下草刈りや落枝
･

落 ち葉 の 除去, 草

地 の刈り取りを行う場合に は, 全面を
一

斉

に刈るので はなく, 部分的に刈 り残 し, 刈

っ た草や落 ち葉 ･ 落枝のす べ て を林外 へ 持

ち出さずに,
一

部 を林内に堆積させ る｡

④地域の文化 を継承する緑化, ふ るさ と感 を

醸成する緑化と して, 地域に残され て い る

樹や植栽方法
, 仕立て方な どを守る と同時

に, 農業施設や集落内外の緑化計画や植栽

計画では積極的に伝統的な緑の形態を取り

入れ る こと に より, ふ る さ と のイ メ ー ジ づ

く りを計る｡

⑤現在 ある屋敷林 は, 保全 ･ 維持管理す ると

とも に公園施設や農業施設の周辺等に , 屋

敷林等の ような樹木群, 並木の復元 を行う｡

⑥防風林の計画 に あた っ て は, そ の地域で の

気象条件や ,
地形, 主要な生産作物, 生産

性 へ の影響, 生活 の アメ ニ テ ィ , 景観等を

考慮す る｡ ま た, 既存の樹林が存在す る場

合に は, そ の保全や移植 によ る活用 を行う ｡

⑦幅が広く , 樹冠が大きく,･ か つ 多層構造の

樹林帯は, 生物移動の 回廊と して利用され

- 6 1 -

や す い ので林床や林間は, 適度 に粗密 を つ

け, 環境の多様化 を図り, 緑 の 回廊づくり

を行う｡ また , 樹林 を分断するような幅広

い道路や側溝は, 両性類, 爬虫類や小型晴

乳類の移動の妨げとな る の で, 適切な対応

を考慮 しなが ら回廊の 連続性 を維持し計画

す る｡

(2) 水辺地

(卦親 しみやす い 水路 を整備す るため , 歩道か

らは流れが見えるよう に配慮 し, 護岸は必

要以 上 に コ ン クリ ー トで覆う こさ は避け,

土 と草木の ある護岸 を残す ｡ 護岸の 草地は

ね刈り込み管理 に よ っ て維持 し, 小動物の

生息場所と した り, 花 を楽 しんだ りす る｡

ま た 並木等の 緑陰やラ ン ド マ ー

ク と なる大

径木を設 ける ｡

(参身近な水辺の 自然を保全す るため に は, 水

路 は素堀り (土木路) の状態で維持 し, 水

生植物や岸の 草木植物が繁茂 しやす い 状態

にす る｡ 湧水が ある場合 はこ れを生か し,

水 田の緑を流れ る小水路 を維持する ｡

③ ヨ シ や ヤナギ類 な ど, 水中か ら陸上 の 水際

部 まで , 水辺環境に 生育す る植物群落 を維

持あるい は植栽に より復元す る こと に よ っ

て多様 な環境 を創出す る ｡

④河辺の 植生の保護と保全の た め に は, 現況

の植生を保護 ･ 保全 ･ 維持す る こと を第
一

に 考える｡ ま た, 工事等に よ り, 撹乱され

た植生を復元す る場合に は, 周辺の植生を

モ デル とす る｡

⑤水辺で は, 水 と緑とを取り込ん だ空間づく

り に留意し, 既存 の樹林で は間伐や下草刈

り等の管理 を適切 に行 い , 散策道の整備な

ど によ っ て レ ク リ エ ー

シ ョ ン 空間と して の

整備, 活用を図る ｡

(3)道路

①道路脇のわ ずかな余地な どにも草花を植栽

す ると とも に , バ ス 停 の周辺な ど に草花,

低花木, 高木な どの 植栽の可能 な花壇を設

ける こ とによ っ て緑化を図る ｡ また , ま と

ま っ た 土地 の確保が可能で あれ ば, ポ ケ ッ

ト パ ー ク と して整備 し, 様 々な草花を植栽

す る｡

(参ゆとり の ある風景形成と樹木の 成長を配慮
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して並木 を つ くる
｡
そ の際は , 植栽間隔は

1 0 m 程度 の 間隔 (都市域では,
一

般 に 8 m

程度) を と る こ とが望ま し い ｡

秋か ら春 にか けて の 日照を確保するた めに

は落葉樹の利用が適 して い る
｡

③法面 の緑化材料は, 法面 の 持 つ 場所の 特性

や, 緑化 の 主要な目的を考慮して選択 し,

多様な植物に よ る法面緑化 を図る｡

(4)公園と広場

①地形 , 水条件, 植生等を詳細 に把握 し, 自

然の要素の うち, 好 まし い もの (例斜面樹

木等) を積極的に 取り入 れる ｡ また , 湧水

や水路の利用を図り, 動的な空間も作り出

す
｡

②地域の気象に適合 した芝生 の種類 を選択 し,

整備する｡ 日原 となる芝生の状態 を設定 し,

そ れ に合 っ た刈り込み, 施肥 , 除草, 病中

害防除, 補植 な どの管理 を行う｡ 薬剤 の散

布や施肥は, 周辺 へ の影響 を軽減するた め,

原則的に は行わな い か ある い は必要最小限

とす る
｡

③公園の 敷地内に既存の樹木や樹林が ある場

合に は, で き るだ けそりまま利用す る ｡ 既

存 の樹林 に は植物の種類が多く, 地域 の気

象や土壌 に適 した様々 な野生草が見られる

場所であるた め
,
四季折々 の美しさ, 新鮮

さが作られる
｡ 薪炭林や農用林と して利用

されて きた樹林で は, 林業体験 ･ 自然体験

の場 と して活用す る ことがで きる｡

④草花や花木は地域 のイ メ ー ジ作り に活用 で

きる
｡
こ れ に は地域の風土や気候

,
文化あ

る い は地域イ メ ー ジ に適 した草花で比較的

栽培の容易なもの を選択する ｡
また , 自治

体の木 に指定されて い る樹木や, 草花な ど

も適宜利用す る｡ 花壇 にお ける花文字な ど

で , 町華や地域の シ ン ボ ル を表現す る こと

もよ い ｡ こ れ ら の緑化 を単
一

種 で行 っ た場

合 に は, 病害虫に よる被害が大きく現れる

こ とが あるた め, 他 の種や他の属の植物と

混生させ るな どの 工夫が必要で ある
｡
また ,

景観的な特異なも の , 目立 つ も の は特定の

施設周辺に 限定 し, 町村内に広く拡散す べ

き で はな い
｡ 特 に外来植物な どは

, 人 工色

の強 い , 人 の集ま る周辺が適す る｡

(5)施設周辺

①草花を植栽す る ことによ り, 機能本位で無

機的な施設の概観で さ え
,
季節変化が感じ

られ る華や かで楽し い ものと なり, 人 々 に

やす らぎ感もあた える の で, 花 を用 い た施

設緑化 に よ っ て施設のイ メ
ー ジ ア ッ プ を図

る
｡

②用水施設な ど, 人目 に つ く必要の な い施設

を常緑樹な どを植栽す る ことによ り, 遮蔽

す るととも に緑量 を増加させ る ｡ 規模 の大

き な施設で は, 遠景か らの見え方に対す る

酉己慮も必要である｡

③果樹は地域新興な どを兼ねた広域的な公園

や緑地や農村施設, 時に加工 セ ン タ
ー 等,

生産品と結び つ い た施設 ･ 農道 の 並木, 畦

畔木な どと して緑化に用い る こ とで, 地域

の生産品のイ メ ー ジ を印象づ ける ことがで

きる｡ また農家の庭先に よく見られるよう

なカキや ウメを植栽 し, 農村を代表する風

‾ 景を再現す る ことも可能で ある ｡

農村環境の緑化 は樹種の選定や植栽配置ある い

は維持管理 の面で苦労 してお り, 今後とも農村環

境整備の主要テ
ー マ と言えよう｡

3 . 農道 ･ 集落道の整備技術
一

動植物の 生息環

境 に配 置した農道 ･ 集落道の整備技術に つ い て一

農道整備は , 本来構造政策に対応 して農業生産

と流通の合理化を図る こと を主目的と し, こ れ に

加 えて農村の 生活環境の整備に寄与す る事業であ

る ｡ また ,
こ の 農道に加 えて農村環境整備の

一

環

と して整備される集落道と を併せ て農村道路と考

える こ とが できる
｡
そ の場合 これ ら の農村道路が

通過す る農村地域の自然や 居住環境に 回復不可能

な負荷 を与 えな い整備方式を求 める こ とが必要と

な っ てくる｡ す な わち , 農村道路は自然豊か な山

間部や林地, 農地, 河川湖沼等 を通過 し, 沿道 の

自然や生態系に大きなイ ン パ ク トをあた える可能

性が あるので , 自然環境の保全 に配慮 した対策 を

行うこ とが必要に な っ て い る
｡
以 下, .動植物

の 生

息環境に配慮 した農村道路 の整備技術 に つ い て 説

明す る｡

(1) 陸上動物の生息環境に配慮 した農村道路の整

備技術
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(分遣路設備が生息域の縮小と分断に つ なが り,

生物 (晴乳類, 鳥類, 両性類, 爬虫類 , 陸

生昆虫類な どの 陸上動物) の絶滅 を引き起

こす可能性がある ことか ら貴重な動物や絶

滅の 危機に瀕 して い る動物の餌生物が豊富

な場所に は道路設置をひか える｡

②動物の 食餌域と繁殖場所 を分断 しな い よう

に 道路は これ らの 場所の領域外 へ 設置す る｡

③昆虫類 の 中の蝶類に は蝶道を, ま た晴乳類

に はけも の道 をも っ て い る ものが多 い ｡ こ

れ らは いずれも彼等自身が選んだ最も適 し

た環境の生活道路なの で これ を確保す る必

要がある｡ こ の た め, 蝶道, ケ モ ノ道 に は

道路設置をひか える｡

④③が不可能な場合に は, 動物 の横断時の危

険を避けるた め, 生息域の 地下部 に ト ンネ

ル を設けた り, 地 上部 に橋 を設けて動物が

道路を横断し易くする ｡ そ の際, 道路 に沿

っ て生け垣 を つ くり遮蔽植栽を行 っ た り,

進 入防止柵 , 反射装置等の対策も考慮する ｡

(9 道路設置が直接動物の生息域の縮小や分断

に影響 しなくて も
,
道路が設置された ため

に自動車の騒音や排気ガス な どに よ り動物

に学習効果が現れ , 道路か ら相当離れ たと

こ ろまで動物が現れなく なると い う間接的

影響が 出てく る可能性が ある｡ そ のた め,

動物 の生息域 (採餌場所 ･ 繁殖場所) から

数1 0 m ～ 数1 0 0 m 離 れ た 場所 に道路 を設置

す る
｡

⑥道路か らか なりか け離れた場所 へ 種々 の樹

種や草木類の 植栽 (雑木林な ど) を行 い ,

動物 の生息場所を移動 させ る｡

⑦動物 (鳥類, 昆虫類一特に大型の も の) が

道路を横切 っ て飛行す る際に は低空を飛行

しな い よう誘導す る必要が ある こ とか ら,

道路 に沿 っ て高 い植樹帯を設 ける｡

(2)水生動物の生息環境 に配置 した農村道路の整

備技術

(彰湿原, 湖沼, 沢 か ら数10 m ～

数10 0 位離 して

道路を設置す る ことが必要である｡ 特 に両

生類のオオサ ン シ ョ ウ ウオ やカ エ ル は繁殖

の ため に相当の長距離を移動す る ことがあ

るから注意が必要である｡ 湿原, 湖沼, 沢

を埋め立て る工事及び これ ら に接 した道路

一 6 3 -

設置 を避 ける ｡

②湖沼や沢の周りの草本類や濯木の頻繁な刈

り取 りを つ つ しむ ｡

③道路の 側溝を流れ る水が湿原, 湖沼, 沢 な

どに 流入しな い よう に こ れ ら の水環境の 清

澄さ を確保する ｡ ま た側溝 に は流下防止升,

脱出可能型集水升等の流下防止構造物 を設

ける必要が ある ｡

④水辺生態系 ( 特に湖 ･ 河川) が でき るだ け

自然 の まま の状態を保て るよう道路 は水辺

か ら十分離 して設置す畠｡

(3)植物群 の生息環境に配慮 した農村道路の 整備

技術

(∋現況の植物の生態系を維持す るため に, 土

砂道が望ま しい ｡

②対象となる森林の植生図を作成 し, こ れ ら

の詳細な解析 に よ っ て , 現存植生と潜在埴

生を明らか にし, 森林植生の実態 を正確に

把握す る ことが重要である｡ 森林生態系の

擾乱を避けるた め, 道路設備による森林の

伐採等は, 最小限に く い 止 める｡

(勤積極的に植生の復元 と緑化に努める ｡

④道路の設置 によ っ て伐開された裸地, 法面

に つ い ては, 現地 に応 じた緑化に よ る植生

の 早期復元 を図る｡

(4) そ の 他

①昆虫類にはある範囲の 波長に敏感 に反応 し

て誘引され飛来す る種類が あり, 灯火 の周

りの植物に 大き な被害 を与えた り, 死亡 し

た りする場合が多い ｡
こ の た め, そ の地域

の生態系が乱れ る こと に なる ｡ 道路わ きの

灯火 (照明) に は出来 るだ け昆虫を誘引 し

な い波長の も の を選定す る｡

(塾農村的自然景観を考慮す る

○道路から数1 0 m 離 れた地帯に , 自動車の

排気ガス の強 い耐性 をも っ た樹種を植栽

し, 人 工構造物と して道路をカ モ フ ラ
ー

ジ ュ す る ｡

○森林の植林 に は単純種でなく, 複雑種 に

･

よ る混交とす る｡

○森林の林緑部の草原化をはか り, 草花 を

植栽する ｡

以 上 , 動植物の 生息環境 に配慮 した農道 ･ 集落
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道の 整備技術 を説明 してきたが , 既存 の農村道路

に つ い て も こ れ らの こと を考慮 し, 修復す べ き こ

と は積極的に採用す べ き で ある｡

4
. 集落排水処理技術

一

室素, リ ン処理技術 に

つ い て 一

農業集落排水事業に お い て ,
一

般 的な地区の 汚

水処理施設 は, 処 理水質 をB O D 20 m g / ‡蒜, S S 50

m g / 貰昆以下と して い るが, 地方自治体 によ っ て は,

よ り厳 し い排水基準を定め て い る場合が ある ｡ 特

に閉鎖性水域 にお ける富栄養化防止策等の ため,

B O D
,
S S だ けで なく, 窒素, リ ン等 に つ い て も排

水基準が設定され て い る場合が ある ｡ 以下, 窒素

及びリン の処理技術に つ い て説明する ｡

(1) 窒素の処理技術

脱窒の方法は, 生物学的方法以外高度な技術

や高 い運転経費を要する こ とか ら, 排水施設で

は生物学的方法が主流で, こ れ を利用 した脱窒

技術 の開発が行わ れて い る｡

○生物学的脱窒方式

汚水中の有機性窒素 は, 好気的条件下 にお い

て酸化分解され ア ン モ ニ ア性窒素となる｡ さ ら

に, ア ン モ ニ ア性窒素 は, 亜硝酸菌及び硝酸菌

によ り亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素に酸化され

る ｡ こ れ を嫌気的条件下 に お い て, 脱窒素菌に

よ り窒素ガス に変換 して除去する方法が生物学

的脱窒で ある ｡

石肖化工程 は, 好気的条件下に お い て進行す る

反応で あるが, 硝化工程で働く硝化菌の働き は

反応が遅く, こ の た めB O D 除去 を目的とす るば

っ 気工程よ り
一

般的 にば っ 気時間を長くす る必

要がある｡

一 方, 硝化が進むと水素イ オ ンが生成され る

ため, ア ル カ リ度が下が りp H が低下す る こ とが

ある｡ こ の と き, p H の範囲 に よ っ て は微生物 の

働き を著 しく低下させ る こ とがあるた め, 高度

に硝化を進めようとす ると何らかの 中和対策が一

必要となるが, 次 の 脱窒工程で , O H ▲イ オ ンが

生成 されるため , ア ル カ リ度が上昇す る ｡ こ の

ため , 微 生物 に よる硝化脱窒素で は, 適切な循

環等を行 っ て適度なp H を保 つ こ とで , 脱窒を効

率良く進行させ る ことがで きる ｡

N H 4
＋

＋1 . 5 0 2 → N O 2‾＋H 2 0 ＋2 H
十

N O 2一十0 .5 0 2 → N O 3‾
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2 N O 3【＋5 H 2 → N 2 ＋2 0 H ‾＋4 H 2 0

脱窒工程 は, 前述の ように硝化工程に よ り好

気性状態 で生成される亜硝酸や硝酸が , 嫌気状

態にお い て脱窒菌の働きで還元され , 窒素ガ ス

に変換される反応である｡ 前述の反応式から も

分か るように , 脱窒反応が行われ るた め に は ,

有機炭素源 (水素供与体) が必要で あり, 流入

汚水中の有機物を利用する場合 (間欠ば っ 気方

式, オ キ シ デ
ー

シ ョ ン デ イ ツ チ方式) とメタ ノ

ー ル 等の有機炭素源 を注入す る場合 (硝化駅循

環方式) の 二 通りがあ る｡

こ の よう に , 硝化脱窒工程を組み合わせ た方

法が生物学的脱窒法とよ ばれ て い る｡ 硝化脱窒

を起 こさせ るた めの条件としては, 硝化工程で

硝化菌の 増殖 に必要な環境条件 (S T R , 水 温,

M L S S 等) が維持され, 硝化菌が反応槽内に繁殖

でき る こと等が必要である｡ ま た, 脱窒工程で

は, 溶存酸素が存在 しな い こ と, 水素供与体(有

機物) が適量存在する こ と及び適当な水温
･

p H

に 維持される こと等が条件で ある ｡

(2) リ ン の処理技術

汚水中のリ ン を除去す る方法に は, 凝集沈澱

法, 生物学的脱リ ン法, 晶析脱リ ン法及び鉄ろ

材 に よる脱リ ン法等が ある｡ 凝集沈澱法や晶析

法は実用に供 され て い るも の の , 建設費や維持

管理費がかか る｡ ま た, 生物学的脱 リ ンでは ,

微生物に取 り込 まれたリ ン の再放出等の問題が

解決 して い な い ｡ 鉄脱リ ン は, 鉄 に酸化膜が形

成 され , 鉄 イオ ン の溶脱が なくな り, 脱 リ ン効

果が急速に低下 して しまう欠点があ っ たが, 脱

リ ン コ ス トの 低減が図られ る可能性が あり, 実

用化に向けて積極的に研究開発が行わ れて い る｡

農業集落排水施設で は, 現在, 凝集剤に よ り

リ ン を不溶性塩と して沈澱分離す る凝集沈澱方

式を技術的に確立 し, か つ 安定 した処理技術で

あ る ことか ら,
一

般 的 に用 い られ て い る｡

○凝集沈澱法

凝集沈澱法は, 二 次処理水に凝集剤 (硫酸 バ

ン ド, ポ リ塩化ア ル ミ ニ ウ ム な ど) を添加 し,

リ ン の不溶性化合物 を生成させて沈澱除去す る

方式で, 現時点で は最も確実と い われ , 実績も

多 い ｡ 運転管理 に よ っ て安定 した性能が期待で

き るが
, 凝集剤添加 に より汚泥発生量が多くな

る
｡
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凝集沈澱方式の最も重要な点は, 最適の凝集

条件 を設定する こ とで , そ の た めのp H 調整, 薬

剤注入量の調節, 処理水の定量移送等が容易な

構造とす る必要がある｡

ま た, 凝集剤に ア ル ミ ニ ウム 塩類 (硫酸 バ ン

ド, ポ リ塩化ア ル ミ ニ ウ ム な ど) を使用した場

合に は, 汚泥中に ア ル ミ ニ ウム が含まれ るた め,

農地還元の 方法によ っ て は, 作物の整理上 , 肥

料吸収能力が低下す る等の 障害が 出る場合が あ

ると い われ て い る ｡

そ こ で, 鉄 を使用した脱リ ン方式に つ い て ,

( 社) 日本農業集落排水協会に お い て, 実用化に

向けた研究が積極的に行わ れて い る｡

○鉄ろ材 による脱リ ン法

生物膜法にお い て, 接触ろ材 に鉄を用 い る方

法である｡ 鉄 ろ材 に付着 した微生物膜中のf e r-

r o b a cill u s が 鉄イ オ ン ( F e
3 十

) を 溶出させ , それ

が リ ン酸イオ ン と結合 して リ ン酸鉄の非晶質を

形成 し, 汚泥ととも に 沈澱する ｡ リ ン酸鉄 は難

溶性の ため, 2 ヵ 月程度貯蔵 しても溶出は しな

い ｡

リ ン酸鉄 を含んだ汚泥を除去すれ ば簡単 にリ

ンが除去され , 鉄 ろ材 を使用 した回転板接触方

式や接触ば っ 気方式で は, 90 % 以 上の リ ン除去

が行わ れたと い う報告もある｡ しか し, 鉄 に酸

化膜が形成され , 鉄イ オ ン の溶脱がなく な り,

脱 リ ン効果が急速に低下して しまう欠点があ っ

た
｡
し か し, 間欠ば っ 気法等の酸化膜の形成 を

押さ える運転手法が開発され , 鉄 ろ材 に よる脱

リ ン法を農業集落排水施設に適用 し, 脱 リ ン コ

ス トの 低減が図られる可能性が 出てきて い る｡

- 6 5 -

農業集落排水事業 は, 農業用用排水の水質保

全, 農村の生活環境の改善等の役割のほか公共

用水域の水質保全に資すると い う社会的な意義

を併せ持 っ てお り, わ が国の水環境施策 を進め

る観点か らも果たす べ き責務が大き い事業と な

っ て おります ｡ こ の ような ことか らも, 技術開

発の さらな る促進が求められてお ります ｡

( 構造改善局整備課集落排水事業係長 ･ 構造改

善局整備課係員)
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引き (案) ( 中間報告) 平成 6 年 3 月
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･ 農林水産省構造改善局
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1
. は じ めに

農業水利施設 ( 土地改良法上 の ｢ 土地改良施設+

に は農業用用排水施設以外 に農業用道路な どを含

んで い るが, 本稿で は農業用用排水施設の意味で

｢農業水利施設+ また は, 単 に ｢ 施設+ の用語 を

用 い る) の維持管理問題が議論され始め て久 し い ｡

問題点と して 挙げられ る の は, 施設 の大規模

化 ･ 高度化と管理 の 複雑化, 都市化
･ 混住化の進

展に伴う管理費用の 増木, 集落機能の低下に伴う

末端水路 の管理 の 粗放化, 管 理主体の大宗を占め

る土地改良区の業務執行体制の弱体化な どで ある

が , こ れ らは, 農業
･

農村の構造変化の進行が,

土地改良制度 その もの に構造的問題を生み出 して

い る こ と を意味 して い る｡ し か も こ の問題 は, 単

に制度と現実の
一

時的また は部分的不整合と いう

ようなもので はなく, わ が国 の村落共同体的農村

構造と戦後の 自作農制度を前提と して構築された

土地改良制度全体の あり方そのもの をも問うも の

である
｡ 中で も鮭持管理事業は

, 従来から補助事

業の 対象が極めて限定されて おり, そ の殆 どを土

地改良区また は農村社会の 自治的な運営に重ねて

い た こ とか ら, 制度上 の問題が顕著 に現れ てきて

い る と言う ことがで きよう ｡ 即 ち, 維持管理問題

を糸口 に土地改良制度全体の 問題を考 える ことが

でき ると い う こ とで ある｡

2
. 施 設管理 の 現状

(1)農業水利施設と管理主体の 現状

戦後, 昭和24 年 に制定された土地改良法の下 で,

*

構造改善局施設管理室
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農業水利施設の 造成 ･ 更新 は全国的に 大規模に 展

開され る こととな っ た ｡ 土地改良事業な どに よ っ

て整備され た農業水利施設の資産評価 は約1 1 兆円

と言われて お り, そ の維持管理 に要する年間費用

は概ね6 3 0億円 に達 して い る｡

こ のうち , 国営土地改良事業により造成された

農業水利施設に つ い て見ると, 平成 5 年度末時点

で約9 ,6 00 施設 , 基幹的水利施設は1
,
1 8 8施設と,

昭和5 0 年度まで の1 . 6 倍 の ス ト ッ クと な っ て い る ｡

土地改良法に基づく施設管理の主体は, 建設事

業の場合と同様, 土地改良区の 他, 国, 都道府県,

市町村等がな りうるが, こ れ ら管理主体の 中で は

土地改良区が特に重要な位置を占めて い る ｡ 農業

水利施設は, 種類等に応 じ て国, 県等 の様 々 な事

業主体に よ っ て造成され るが , そ の 管理 に つ い て

は ほとん どが受益農民が組織する土地改良区が管

理 に当たる の が
一

般的であり, 国営造成施設に お

い て は基幹水利施設の大半と水路の 7 割近くを管

理 して い る｡ ( 表【 2 ) ( 水路で市町村が管理す る

数が比較的多い が , 排水路が相当含まれ る)

(2)農業水利施設の 重層的管理構造

農業水利施設 は, 適期適量の水を田坤に供給 し,

過剰な水を排除す る こ と に よ っ て, 農業生産を維

持 し拡大す る こと を目的と して造成された も の で

あり, こ の よ うな設置日的は, 適切
.
な維持管理 が

行われ る こ と に よ っ て は じめて実現され る｡ ま た,

農業水利施設は,
一

つ の水路,
一

つ のダム と い っ

た単独の 施設で も っ て用水供給の機能を果た して

い るものは稀 であり, 水源施設た るダム , 取水施

設た る頭首工 , 導水施設たる基幹水路及び これか

ら分派して個々 の ほ場に配水す る末端水路等が組

み合わされてひ と つ の 用水系統 を形成する こ と に

水 と土 第 100 号 19 9 5



表- 1 農業 水利施設 の 整備状況 ( 受益面積100 h a 以上) (単位 ; 箇所)

建 設年代 貯水池 頭首工 水 路 場水機場 その 他 計

旧藩時代 88 6 7 3 6 9 0 1 5 5 3 9

明 治 17 2 8 1 0 3 0 9 1 5 7

大 正 18 2 7 1 2 9 6 1 9 1 9 9

昭和 1 ～

1 9 年 63 1 4 0 3 4 0 3 7 7 4 6 5 4

昭和20 ～

3 9 年 22 6 5 6 7 1
,
9 6 5 4 1 1 3 0 1 3

,
4 7 0

昭和40 ～

4 9 年 25 6 5 2 4 3
,
9 2 8 8 5 5 3 8 8 5

,
9 5 1

昭和50 -

6 1 年 30 1 4 9 6 5
,
4 1 9 1

,
0 9 8 5 1 0 7

,
8 2 4

計 9 6 9 1
,
8 4 9 1 2

,
2 5 3 2

,
4 0 7 1

,
3 16 1 8

,
7 9 4

資料 : 農 業水利施設整備状況調査 (昭和62 年 度 : 構造改善局地域計画課)

表 - 2 国 営造成水利施設種目別管理主体別施設数 (平成 6 年 3 月31 日 現在)

国 都道

府県

市町村 土 地

改良区

農 協 計 委託

協議中

合 計

ダ ム 10

7

2 4 7 5 5

1

9 6 5

8

1 0 1

た め 池 2 3 6 7 7 3 7 3

頭 首 工 19 5 2 1 6 1 5 2 6 2 2ラ0
揚 水機場 3 71 7 6 5 6 6 2 7 1 8 2 6 7 4 4

小 計 20 1 1 6 9 1 9 0 4 1 8 1
,
1 4 9 3 9 1

,
1 88

水 路 9 1 2 1 2
, 3 5 1 5 , 6 0 1 5 3 8

,
1 3 5 1 3 5 8

,
2 7 0

樋 門 46 3 3 8 3 1 6 2 1 1 6 3

計 29 2 8 3 2
,
4 7 5 6

,
5 8 8 7 1 9

,
4 4 6 1 7 5 9

,
6 2 1

資料 : 構造 改善局施設管理室調 べ

表 -

3 土 地 改良施設 の 維持管理費 (金額 単位 ; 百万円)

管 理主体
維持管 理費

総 額

地方公共団体負担 の 内訳 左 の 負担割合 ( % )

都 道 府県 市町村 都道府県 市町村

国 1
,
2 5 7 4 0 3 0 3 2 . 0 6 0 . 0 0

都 道府′県 5
,
0 5 8 2

,
2 7 6 3 2 2 4 5 . 0 0 6 . 5 6

市町村 9
,
4 0 5 1

,
2 5 6 6

,
8 8 1 1 3 . 3 5 7 3 . 1 6

土 地 改良区 4 7
,
6 3 8 3

,
8 9 8 3

, 6 2 6 8 . 1 8 7 . 6 1

計 6 3
,
3 5 8 7

,
8 3 3 1 0

,
8 3 9 1 2 . 3 6 1 7 . 1 1

資料 : 全 国 土 地改良施設維持管理費等調査 (平成 2 年 度負担分)

(平成 3 年11 月 : 構造改善局設計課調 べ)

よ っ て機能す る｡

わ が国 の農業水利施設の 管理 に お い て は,
一

つ

の用水系統を
一

つ の 管理 団体だ けで管理す る こと

は少なく , 通常は用水系統の基幹部分 を管理す る

団体と末端部分を管理 する団体が何層 にも重な っ

て い る
｡ 基幹部分 は主に土地改良区が管理 し, 特

殊な大規模施設に つ い て国や都道府県が管理 して

い るが, 用水系統の 末端部分は, 申 し合わせ組合

等の任意団体や集落 の慣行 に よる管理 に委ね られ

て い る｡ さ ら に , 土地改良区の 中に は基幹施設を

管理す る土地改良区の 中に重複重畳 して存在 し
,

基幹水路か ら分派す る支派線水路を管理す るもの

も多い ｡

(3) 土地改良区の現状

土地改良区は, 制度上 , 土地改良事業及び施設

管理の 中核的実施団体と して 位置づ けられて お り,
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表 -

4 面積規模別土地改良区設立数 (( ) 書きは比率 単位 : % )

5 0 h a

未満

50 1 0 0 3 0 0 5 0 0 1
,
0 0 0 2

,
0 0 0 3

,
0 0 0 5

,
0 0 0
1 0

,
0 0 0

h a 以上
合 計

100 3 0 0 5 0 0 1
,
0 0 0 2

,
0 0 0 3

,
0 0 0 5

,
0 0 0 1 0

,
0 0 0

土 地改良区 2
,
3 9 7 1

,
4 0 4 2

,
0 0 1 8 1 1 6 9 7 3 5 8 1 3 8 1 1 2 5 8 1 6 7

,
9 9 2

(3 0 . 0) ( 1 7 . 6) (2 5 . 0) (1 0 . 1) ( 8 . 7) (4 . 5) (1 . 8) (1 . 4) (0 . 7) (0 . 2)‾ (10 0)

同 連 合 1 0 9 7 1 1 2 0 1 1 1 7 2 0 8 1 0 4

( 1 . 0) ( - ) ( 8 . 7) ( 6 . 7) (1 0 . 6) (1 9 .
2) (1 0 . 6) (1 6 .

3) (1 9 . 2) (7 . 7) (1 0 0 )

合 計 2
,
3 9 8 1

,
4 0 4 2

,
0 1 0 8 1 8 7 0 8 3 7 8 1 4 9 1 2 9 7 8 2 4 8

,
0 9 6

(2 9 . 6) (1 7 . 3) (2左. 8) (1 0 . 2) (8 . 7) (4 . 7) (1 . 8) (1 . 6) (1 . 0) (0 .3 ) (1 0 0 )

5
,
8 0 2 地 区(72 . 6 % ) 2

,
1 9 0 地区(27 .

4 % )

資料 : 平 成 4 年度土地改良区設立状況等調査 (構造改善局管理課)

事業 の実施, 施設管理 を通 じて, 地域の水資源,

土地資源の利用秩序の形成に寄与 してきた｡

そ の設立状況は, 表 - 4 に み るように平成 5 年

3 月時点の土地改良区数は約8 ,0 00 と な っ て おり,

1 00 b a 未満の ものが約半数を占め, 1 , 0 00 h a 以 上 の

もの は8 . 5 % に すぎな い ｡

こ の ような土地改良区の 管理運営に, 次 のよう

な問題が生 じて い る｡

(丑財政運営をめ ぐる問題

土地改良区の 運営に要す る経費に つ い て は, 原

則と して組合員か らの賦課金によ っ て賄わ れるが,

農産物価格の低迷等に伴う農業所得の 伸び悩みや

水田転作に伴う水利施設の不効率化 を背景と して,

賦課金の徴収や引き上 げに 支障が みられ , 土地改

良区の財政運営の悪化をもたら して い る
｡

②施設管理 をめぐる問題

( a) 施設の大規模化
･

高度化, 管 理技術の複雑化

に よる相対的な管理能力の低下

(b) 都市化
･

混住化, 農家意識の多様化等に伴う

集落機能の低下と末端水利施設の管理 の粗放化

( C) 都市化 ･ 混住化に伴う都市廃水の 流入等, 用

排水施設の非農業的利用の増大と管理費の増大

③土地改良区職貞の減少, 高齢化, 技術者確保の

困難化等, 業務執行体制の弱体化

3
.
土 地改良制度と施設管理

施設管理 をめ ぐる問題点とそ の対応方向を考え

る に際 して, 現状の土地改良制度にお ける施設管

表 - 5 1 農業集落当たり農家戸数の推移

事 項

年 次
総 戸 数 農家戸数 非農家戸数

構 成 比

農家戸数 非農家戸数

昭和45 8 1 3 7 4 4 4 5 . 7 % 5 4 . 3 %

5 5 1 4 1 3 3 1 0 8 2 3 . 3 7 6 . 7

平成 2 17 2 2 7 1 4 5 1 5 . 7 8 4 . 3

資料 : ｢ 農業セ ン サ ス+

表
-

6 農 業所得 に対する土地改良費 ･ 水利 費 の 割合の推移 (単位 : 千 円)

5 0 年 5 5 年 60 年 元 年 2 年 3 年

農 業 所 得 1
,
1 4 6 . 0 9 5 2 . 3 1

,
0 6 5 . 5 1

,
1 1 1 . 7 1

,
1 6 3 . 1 1

,
1 2 0 . 2

土地 改良費 ･ 水利 費 21 . 1 3 3 .
4 5 0 .

5 6 7 . 2 6 7 . 2 6 8 . 4

割 合 1 . 8 % 3 . 5 % 4 . 7 % 6 . 0 % 5 . 8 % 6 . 1 %

資料 : 農 家経済調査
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( 人)

4 . 5

4 . 0

3 .5

3 .0

2 .5

4 .2 人
4
.
1 人

3 . 9 人

3 .5 人

2
.
9 人

4
.
4 人

S 4 8 S 5 2 S 5 6 S 6 0 H 元 H 3

園 - 1 専 任職員設置土地改良区の 1 地 区当たり

職員数

資料 : 土地 改良区運営実態等統計調査 (構造改善局管理課)

理 の位置づ けを眺めて みた い
｡

土地改良法にお い て は, ｢ 農業用用排水施設の新

設 ･ 変更+ と ｢ 管理+ と はそれぞれ別個の事業と

して
,
独立 して並列的に規定されて い る

｡
こ の こ

とは,
一

般 の 公共事業の 根拠とな る法律で は全て

の事業が管理の
一

部 と して行われて い る こ とと比

較 して みた場合, 極 め て特徴的で ある ｡ 本来, ｢ 用

水 の 供給+ が事業の 目的であり, こ れ を実行する

ため 日常の ｢管理+ が あり , 管 理の
一

側面と して

｢施設の 建設+ が位置づ けられ るはずで ある｡

更 に特徴的なの は, 施設 を土地改良法 による管

理とするか どうか, 管理 する対象範囲をどこ まで

とするか は管理者の 判断に委ね られて い る｡ こ れ

は
, 管 理す べ き対象物 に即 して管理者及び管理 の

内容を明確に定めると いう構成 をとる
一

般 の公物

管理制度と土地改良制度との根本的な相違点とな

つ て い る｡

(1) 土地改良制度にお ける施設管理の 仕組み

土地改良制度 に お ける施設管理の 態様は, ①土

地改良事業によ り造成された施設 を事業主体が引

き続き管理する場合, ②国 ･

県営事業に より造成

された施設を土地改良区等が委託を受 けて管理す

る場合, ③土地改良法に基づく工事 を伴わず現存

す る施設 の管理 の み を本法に よ っ て行う場合に 区

分されるが
,
い ずれ の 場合であ っ ても, ま た , そ

の管理主体, 規模の大小 を問わず , す べ て 工事 の

場合と同様に,
一

つ の 土地改良事業と して仕組ま

れ て い る (市町村が管理主体 となる場合 は, 地方

自治法に 基づ く市町村の 固有事務 と して 管理す る

場合がある) ｡ こ の た め ,

一

般 的 に , そ の開始手続

き ( 2 / 3 以 上 の 同意, 異議申立制度, 土地改良

事業計画書 = 維持管理計画書の作成等) と公的関

与 (知事の認可制) の度合い は, 工事の場合と同

様 に扱われて い る ( 但し, ダム 等特定の施設に つ

い て は, その 操作, 管理 に よる影響が単に 受益農

地のみ でなく, そ の他の土地に も及ぶ ことか ら,

土地改良事業と して管理 を行う場合 には, 維持軍
理事業計画以外に操作方法等を規定 した管理規程

を定め る義務を課す等, 公的関与の度合 い を高め

て い る) ｡

施設管理 の 内容に つ い てみると
, 制度上 は建設

事業の 場合と同じく受益者の 同意, 知事 の認可等

の手続 きを経て定められる維持管理事業計画に従

つ て行うこ と に な っ て い るが , 実際 に は こ の計画

によ っ て規定され て い る維持管理の内容は極部分

的であり, 規定さ れて い て も必ずしも これが強い

規範性 をも つ も の とはな っ て い な い のが普通であ

る｡ 土地改良区の行う管理 は, 実際 に は旧来の慣

行や問題が生 じた都度, 土地改良区傘下の水利組

織間の協議 に よ っ て行われ て い る面が強 い ｡

更 に , 土地改良区の管理範囲は基幹的な施設に

限られ て い る の が
一

般的 で ある｡ 末端施設に つ い

て は, 形式的に は土地改良区が管理す る場合で も,

そ の実態は歴史, 利用形態に よ っ て す べ て異な る

と い っ て よ い程 の地域的特性 をも つ 旧来か らの慣

行に基づき
, 集落, 申合せ組合等の末端組織に よ

つ て事実上管理 されて きたと い う実情に あり, 土

地改良区に よ る基幹施設の管理もこ のような末端

組織 に よる管理 を前提 にして成 り立 っ て い る
｡

(2) な ぜ公的関与に な じま な い の か

こ の よう に , 現在 の農業水利施設の 管理 は
,
そ

の管理主体の点か らみても, 管理内容の 点か らみ

ても, 旧来か ら の慣習 を背景 に も つ 自主的規範の

も と に受益者に よる自治的管理 と い う形で行わ れ

る のが支配的な姿とな っ ており, こ れ に対す る公

的関与は, 実際上 , あま り行われて い な い の が特

徴と な っ て い る｡ そ れ は
,
お お むね次の ような事

情に よるも の と考えられ る｡

①農業水利施設 は 一

般 の公物 と異な り, 特定 の農
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民 を受益者と して設置, 管理 され るものであり,

い か に大規模 なも の であ っ ても私益に係る施設 と

され ,
一

般 に 公物管理と同様の公的関与の下 に お

く こ とは妥当で な い と考えられて い る こと ｡

(卦そ の管理 の 内容は施設の 維持補修 に と どま るも

ので はなく
,
そ の運用が大きなな ウ ェ イ トを占め

る
｡ 農業水利施設の場合, 施設 の 管理 を通 じて そ

の 地区に お ける水の管理 を行う こ とか ら, 管 理 の

あり方い かんが個々 の受益者の利害関係に深くか

かわ り合う｡ こ の ため公的関与に なじみがた い ｡

(卦施設の種類や受益の 範囲及びその内容が複雑多

岐にわ たり, 更 に は同
一

の 地域 に い く つ かの水利

組織が重層的に存在す ると いう事情もあり, 管理

の範囲と内容 を客観的, 統
一

的に 整理す る こ とは

技術的に困難で ある｡

こ の ような実態を基礎に , 現在 の水利機構が そ

の原型を整 えた幕藩期か ら農業水利施設の 管理 は

農民の自治的管理 の下 にお かれ, 近代法体系下に

包摂されるようにな っ て か らも, 村落共同体 の秩

序の力に よ っ て , 特 に 公的由与を加 えずとも適切

な管理が行われて きた ｡

先 に述 べ たように , 現行法が管理 を事業と して

仕組む こ と に よ り, 土地改良法に よる管理 とす る

か どうか , 管 理す る対象範囲を ど こまで とするか

を管理者の判断に委ね て い るの も, こ の ような実

態に ある農業水利施琴の管理 を法制的に整理 す る

方法と して, 最 も適切であ っ た も の と考えられる ｡

(3)耕作者中心主義と土地改良制度

戦後 にお い て, 土地改良法が従来の耕地整理法 ,

水利組合法な どの 法律を
一

つ に ま とめる形で制定

され る こ ととな っ た 理 由と して特に注目す べ き点

は, 従来の制度が土地所有者 を中心と して い た こ

とで ある ｡ 耕地整理組合, 普通水利組合, 北海道

土功組合 はい ずれも土地所有者 で なければ組合員

と なる資格が な い ｡ 従 っ て , こ れ らの 事業 へ の 投

資はも っ ば ら土地所有者, す なわち地主によ っ て

行われ , 事業 を実施 した結果と して の 生産力の 増

加 によ る収益 は, そ の 多くが地主の手に帰 した ｡

土地改良事業 は, 土地の状態を良くし, 水 の 利

用 を合理的に しようとする も の である ｡ し か も,

土地と水とは農業経営上基本的な生産手段である｡

と すれ ば, こ の 事業は農業経営の現実の 担 い手で

ある耕作者が担当す るのが最も妥当であり, そ れ

に よ っ て事業の促進 へ の イ ン セ ン テ ィ プ を与え,

ひ い て は農業生産増大の推進が期待され る｡ も ち

ろん, 地主が担当してそ の代わ り に小作料を値上

げすると い う方式も考えられるが , 地主にと っ て

は, 事業 に よ っ て地価が上 が り反当小作料が増え

る ことが関心事なの で あ っ て, 必ず しも小作人の

農業経営を合理化す ると いう観点か ら事業 を取り

上 げると は限らな い の で ある ｡

さ ら に, 農業水利施設の私有 と農業生産力との

間の矛盾 を指摘 しな けれ ばならな い ｡ 土 地所有が

用水権をも包摂す ると い う関係の固定化は, 施設

へ の 資本投下が地主 によ らなければ行わ れる こ と

がな い と い う結果を惹起 し, 農地所有の場合 と同

様 に , 施設 へ の資本投下が敬遠されが ち に な っ て ,

農業生産の発展が阻害されて きた ｡ 農業水利施設

を管理す る団体が耕作者 によ っ て組織さ れる べ き

とす る最大の 理由の
一

つ が こ の点 に ある｡

(4) 土地改良制度の 前提条件の 変化

これ まで述 べ てきた よう に , 土地改良制度は
,

歴史的に形成された農業水利秩序, こ れ を支える

村落共同体的農村構造, さ ら に は農地改革に よ っ

て 生み出された多数の均質な自作農の存在 を前提

と して 構築された ものと言える｡ そ して , こ うし

た前提条件は, 年々 確実 に変化 してきて い る ｡

土地改良の担 い 手とされた均質な自作農は, 兼

業化 と階層分化の 進行で, 事業に対する関心が
一

様 で はなく な っ て きた ｡ 農村地域の混住化の進行

は
, 土地 と水の両面で農業的利用と都市的利用と

の競合関係を生み出し, 水質汚濁等公害問題や安

全管理問題 , 慣行水利権の合理化問題を惹起 した ｡

こ う した背景の 中で, 伝統的な村落共同体的農村

構造が崩れ, 末端水路の 維持管理 の粗放化や新規

投資に対す る合意形成 は困難化 してきて い る ｡

ま た
, 現状 の 国営事業で行われ て い るような

,

高度な技術 を馬区使 した大規模か つ 高度な施設の建

設まで は想定 して い なか っ た も の と思わ れるが ,

現実 に は用水確保 ･ 水管理合理化のた め に , こ の

ような施設が数多く建設され て い る ｡ こ れ に つ い

て も末端水路の場合と同様 に, 新規投資に対する

合意形成が難 しくなり つ つ ある
｡

こ こ で問題とな る の は, 将来にわた っ て農業生

産の基盤として の 農地と水を維持保全 し, 新 たな

農業構造 に適合するよう再編 して行くため に は,

依然と して土地改良投資が必要で あるに もかかわ

らず, 現行制度の前提条件が揺 ら い で い る中 で ,
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こ れか ら の 土地改良事業の担 い 手と して, こ れ ま

で どお り耕作者 に期待 してよ い の かと い う点 であ

る｡

構造政策を推進し, 大規模経営体 を育成す る こ

とは, 必然的に 多様 な農業者 を生 み出す こ と に な

るが, こ れ ら に
一

様 な土地改良投資の動機を期待

する こ とは困難であり, 末端施設の夫役 な ど自治

的管理 へ の参加 を同じように 期待す る こ とも難 し

い ｡ こ うした状況で , 耕作面積の大小に かか わら

ず
一

人
一

票 と い う現行の意志決定シ ス テ ム の枠組

みで, 今後 の土地改良事業 を円滑に進めて ゆける

の であ ろうか
｡

こ れ に関 して, 既 に20 年以上前に佐竹 は二 つ の

方向を例示 して い る ｡

一

つ は, 流動化が進行して

農家の 階層分化が進行して い る状況から, 戦前の

ように地主を担 い手 と考える こ とで あり, も う
一

つ は, 土 地改良投資や管理 を第三者に委ね, 耕作

者か ら利用料を徴収す る方式である｡ 何 れ に して

も現行制度の 基本原理 の否定と新原理 の導入が必

要とされる も の であり, そ の 当時か ら, 維持管理

問題, 土地改良区問題等の解決方向をも含め て土

地改良制度全体を検討す る必要性が提起され て い

た の である ｡ 今 日で は, そ こ に 環境保全の観点や

農地流動化等農地制度の あり方, 農業水利の あり

方等も加 えて検討する こ とが求め られ よう｡

新 たな状況下で, 誰 が何を管理す べ きな の か ,

それ は どの ように決め られ る べ きか と いうよう な

制度の基本原理が今 日的視点から議論される必要

があろう ｡

4 . 維持管理問題 へ の技術面 からの対応方向

施設管理 をめ ぐる制度的背景とそ の 問題点 を眺

めて きた ｡ 今後, 土地改良制度が どの ような方向

に 展開 して行く のか予断を許されな い が , 経済的

合理性と技術的可能性を備えな い もの とはならな

い はずで ある
｡
そ の意味か ら, 将来 の施設管理 に

対 して技術面で どの ような可能性を提示 しうるの

かが問わ れてくると言える ｡

以下で は, 施設管理 上 の 問題点に対す る技術面

からのア プ ロ
ー

チ に つ い て若干の検討 を加えた い ｡

(1) 問題認識

新政策が描く大規模経営体の 育成に伴う , 管 理

技術上の問題点と しては, 次 の こ とが考 えられる ｡

規模拡大に伴 い 農家数が減少す る こと に より,

- 7 1

施設を管理する土地改良区の組合員農家が減少 し,

従来の ような農家の 出役 に よる分水施設の操作 を

前提 と した管理体制の維持が困難とな る｡ ま た,

規模拡大に適応 した営農形態 へ の移行 に より用水

の利用形態が変化し, 従来か ら の慣行的用水管理

か ら, 計画的な用水配分計画に従 っ て行う緻密な

水管理 を行う必要が ある｡ 更 に , 末端水利施設の

維持管理が , 従来の ような集落 による共同作業に

依存す る ことが困難となる ｡

こ の こ とは, 換言す れば, 古来か ら の 水利シ ス

テ ム を支えた村落共同体に よる維持管理が期待で

き なくな ると い う点で , わ が国の稲作史上最大の

転換点 を抑えて い る とも言 えよう｡

(2)末端水路管理 の合理化

(彰意識調査

末端水路 の管理 は ど の ように 変化す るのだ ろう

か ｡

末端管理 の 内容と して は, 草刈, 泥 さら い 等 の

維持作業と巡回監視, ゲ
ー ト操作等配水調整が主

なも の と考えられ る｡ 従来 であれ ばこれ ら の作業

は受益農家の無償出役に よ りまか なわれ る ことが

多か っ た が , こ れ が徐々 に外部化 して い くで あろ

う｡ 土地改良区等に対する意識調査の 結果か ら は,

夫役か ら有償出役 また は外注化 へ の移行が進行 し,

受益農家の現金支出の 増加 へ と展開する こ とが予

想され て い る｡ ( 図一 2 参照)

こう した事態に どの ように対処す るのか ｡

本来的に必要な作業で あれば, どの ような形態

で あろうとも受益農家が負担す べ きもの であるが,

大規模経営体の存在 を前提とす る の であれ ば, そ

う した作業を生 じせ しめる現状の 耕地組織や水利

シ ス テ ム の あり方自体 も問われ なければな らな い ｡

管理 形態別面積 (単位 ; 千h a)

現 況 10 年後

夫 役

書芸軍書
有償

出 役

外 注

図一 2 末端管 理形態 の現況と将来予想

(平 成 5 年度施設管理室調 べ)
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(参ほ場の 大区画化

その 解答の
一

つ が , ほ場 の 大区画に よ る耕地組

織の 抜本的再編成で ある｡ 各地で大区画ほ場整備

事業が実施され, 大規模経営にふ さわ し い基盤の

造成が進められて い るが , こ れ と
一

体的 に用水路

の パ イ プライ ン化 , 用水管理 の自動化, 排水路の

暗渠化等の整備 を行う こと により, ほ場内作業の

合理化の みな らず, 共同作業 に頼 っ て い た末端水

利施設管理 の飛躍的合理化が期待できる ｡

現在進行中の 農業構造の変化に 的確 に対応 した

形で, 農地とそ の 利用シ ス テ ム と い う社会資本 を

次の世代を伝 えるた め の整備 の方向と して は, こ

れ が最も望ま し い も の と考 えられる ｡

しか しなが ら, こ う した整備を徹底 して行うに

は, 多大な経費 と膨大な利害調整が必要とな り,

限られた期間で実行す る こ と に は自ずか ら限界が

ある ｡ ハ
ー ドの整備を抑 えた ソ フ ト面の 対応と し

て
, 末端管理組織 を含めた水管体制の 再編成 を検

討す る必要があ る｡

(卦水管理体制再編成備

農業用水の安定供給を支えて い るの は, 整備さ

れた施設と土地改良区及び集落等下部組織の
一

貫

した管理体制 で ある｡ ㌧先 に述 べ たように , 今後,

集落機能が弱体化す る
一

方, 経営思想 に よ っ て多

様な形態の水利用が発生する ことが予想され, 新

たな情勢に対応しう る管理体制の整備が課題とな

っ て く る｡ 管 理体制の具体的整備内容 を例示すれ

ば, ( a)集落機能の代替と して の 土地改良区管理範

囲の 拡大
,
(b)需要主導型 へ の転換等農家の要請 に

対応 した合理的管理方法の 確立 , ( c) こ う した管理

を支援す る情報ツ
ー

ル の整備, (d)新 た な形態の 管

理 に対する地域の合意形成, ( e) こ れ らを踏ま えた

水管理施設の 新設
･

改良等で ある ｡

明治用水土地改良区で は, 昭和4 4 年か ら水路総

代 に代わり土地改良区職員が分水操作す る ｢直轄

管理+ 方式 を導入 し, 都市化に対応した水管理体

制の 再編 を行 っ た ｡ 国営事業等に よ る幹線水路 の

改修 , 遠方監視制御施設 の整備等の ハ ー ド面での

対応 に加え, ｢ 直轄管理+ の 範囲の拡大と い っ た管

理体制の再編 に より, 水質汚濁等の 問題む羊対処 し

た経緯は示唆 に富むもの と言えま い か ｡

土地改良区にと っ て, 日頃管理 して い な い末端

水路 はブラ ッ ク ボ ッ ク ス と同様であり, そ れ らを

含めた的確な管理 の実現のた め の現実的対応と し

て は
, 情報 ツ

ー

ル の整備や水利組織の 改組 を通 じ

た管理体制の整備等, ソ フ トテ ク ノ ロ ジ
ー

の 開

発 ･ 普及が大き な役割 を果たす も の と考えられ る｡

(3) 末端水路の パイ プライ ン化

末端水路管理 の省力化 を進め, 営農の多様化 に

伴う用水需要の 変化に対応す る に は, 末端水路 の

パ イ プライ ン化が効果的な手段であるが , 従来の

水利 シ ス テ ム を大きく_変
える こととな るだけ に 留

意す べ き事項が多 い ｡

①末端水圧の確保

末端水圧を確保す るため に加圧機場 を何カ所も

設置す るとなると , 維持管理費の負担の 増大が懸

念され る｡ 取水 口 と末端との 水位差が十分大き け

れば, 幹線水路自体を管水路化 して取水地点の水

圧を保持す る ことも可能だが, 地形 に よ っ て は建

設工事 は大規模とな り, 費 用 と時間 を必要とす る｡

②維持管理 ･ 修繕作業の専門化

末端水路が土水路や コ ン ク リ
ー

ト水路 な ど開水

路の場合, そ の維持管理 ･ 修繕 は地元農家で十分

対応可能だが , こ れ が管水路と なると資材の手配

や掘削等の関係で対応が 困難と なる｡ ( 但 し, 開水

路よりも補修の頻度 は小さくな ると思われ る)

ま た, 需要主導型の 水利シ ス テ ム となる こ とか

ら, 末端 の バ ル ブ の 破損や締め忘れが幹線 にも影

響す る こと となる｡

こう した こ とから, 幹線水路の 管理者が必琴的

に末端の 水管理 ･ 施設管理 に 関与せ ざる を得な く

なる
｡ 従来で あれば地元農家の自治に委せて い た

範囲まで, 土地改良区が関与する必要が生 じ, そ

の 役割が増大せ ざる を得な い要因が ある｡

③合理 的水利用と調整池
一

つ の水路系 に開水路と管水路が混在 した複合

水路 シ ス テ ム に お い て は, そ の 水理特性の違 い か

ら大きな無効放流が発生する可能性がある｡

需要主導型の管水路地域での 影響が即座に開水

路との 接点に伝わ る の に対 して , 開水路で の流量

変化が到達す る に は長時間を要す るためで ある｡

こ れ に よ っ て管水路 へ の空気連行等の悪影響を回

避 しようとす れば, 末端の需要変動に対応しうる

十分な水量 を常時流下させ る必要が あり, 地区全

体と して は大きな無効放流とな る｡ ま た, 管水路

地域の影響が開水路地域 へ しわ寄せ されて全体 バ

ラ ン ス を保 つ ような場合には, 地区内の水配分に

不公平が生じる こととな る｡
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水資源の効率的利用 の観点から無効放流を抑制

し つ つ
,
パ イ プ ライ ン化 の メ リ ッ トを確保するた

め に は
, 適切な容量 を持 つ 調整池 ( バ ッ フ ァ ー ポ

ン ド) の設置が効果的とされ て い る
｡
また

, 水路

系の 中間に位置す る調整池 は, そ の水量 を監視 し

なが らダム 等の水源施設 を操作す る こ とで , 末端

の需要に左右され な い
, 末端 とは切り離された供

給主導型 の水管理 を行う ことがで きる ｡ こ の こ と

は, 先 に述 べ たような水管理体制の再編成を考 え

る上 で大き な意味 を持 つ と考えられる ｡

(4)基幹施設と末端施設

開水路の 水理特性 に根ざ した将来の供給主導型

の 水管理体制に対 して, バ ッ フ ァ
ー ポ ン ド等 の 中

間貯留施設 を内包 した水管理体制に お い て は, そ

の 上流と下流とで性格の 異なる水利シ ス テ ム を構

成す る こと となる
｡ 末端 の用水需要に即応 しうる

下位シ ス テ ム と, 安定 した用水供給を果たす上位

シ ス テ ム とで ある
｡
こ の こ とは, 中間貯留施設の

上流と下流と で利害関係を異に す る管理主体 に よ

る, ｢ 新 た な管理 の 重層構造+ を形成す る可能性を

暗示す るも の と言えま い か ｡ 例 え ば, 東播用水や

香川用水にお い て は, 下位 シ ス テ ム はた め池を中

心とす る従来の地域密着型 の管理体制 をとり つ つ ,

上位 シ ス テ ム と して公的管理主体 によ る都市用水

を含めた安定供給体制と い う, 極 めて高度な水利

シ ス テ ムが築かれ て い る ｡ 末端 の パ イ プライ ン化

に よ る自由度の確保を追求し, 中間貯留施設の 整

備 に到達 した際に は, こ の よ う な管理 の役割分担

に
■
よる新た な重層構造を編成す る ことが ありう べ

き方向と考えられ る｡

こ の 場合の上位 シ
_
ス テ ム と下位シ ス テ ム とは,

多目的ダム と個々 の利水者のような関係で はなく,

渇水等の リ ス ク回避の 責任 を共同で担う, 関連性

の 高 い組織で ある べ きで ある｡ ｢ 計画 どお り に放流

しま した
｡ ダム は空 に なりま した ｡+ で は済 まされ

な い
｡

(5) 管理 マ ニ ュ ア ル化

先に , 土地改良区等の 基幹施設の 管理者が末端

水路の 管理 に 関与 して行く必要性 に つ い て述 べ た

が, 同 じような意味で , 地元農家の 自治的管理の

健全性 に不安が生 じて い る と言う こと は, 将来 に

わたる農業生産力の 維持と い う観点か ら公的関与

の必要性 をも高め るも の であ る
｡

公的関与が 必要と な る背景 と して は , ①都市

化 ･ 混住化の進行 に よる施設管理 の公共性の増大,

②水資源の 効率的利用の要請, ③社会資本の維持

保全, ④管理技術者確保の困難化, ⑤土地改良区

組合員の 意識の多様化と合意形成の 困難化, 等で

ある｡ こ うした 中で, 施設 の適正 な機能の維持保

全を確保
･

増進 して行く ため に は, 管 理 に 関す る

技術基準の整備等に よ る適正管理の概念の 明確化

と, そ の達成 に向けた指導の強化, 適切な誘導策

等が必要とされ･よう｡

公共性の 高ま っ た施設の操作に 当た っ て は, 洪

水時の 安全管理 な ど施設管理 の技術的側面にお け

る適切 な対応が要請されて い る｡ ま た, 長期的な

施設機能の確保の た め適正なサイ ク ル に よる計画

的な整備補修が必要とされる ｡ こ の た め
, 現在,

土地改良施設管理基準の整備等が進められて い る

と こ ろ で あるが , 管理 に関する国の指導基準や管

理技術全般に つ い て体系的に整理さ れた技術的管

理基準の整備, 適 正管理 を推進す るた め の 管理技

術 の 開発等を
一

層推進す る必要がある｡

｢ マ ニ ュ ア ル どお り+ の 言葉は｢融通がきか な い+

な ど マ イ ナ ス イ メ ー ジ で語られる こ とが多い が
,

こ と施設管理 に関す る限り, 従来 の 多様性を収赦

させ標準的な管理水準を確保す る意味か らも, マ

ニ ュ ア ル化を推進す る必要がある｡

(6)水管理 シ ス テ ム の 再構築一管理 の情報化

これま で述 べ てきた ような水管理体制の再編整

備を進めた場合, い わ ゆる ｢ 水管理 シ ス テ ム+ は

どのような存在に な る の で あ ろうか ｡

少 なく とも, 従来の 体制 で管理人が行 っ て い た

こ とを, そ の まま機械 に置き換 えただ け の シ ス テ

ム で はあま り意味を持た な い ｡ 水管理体制の あり

方
,
担 い 手 の動向, 公的関与の実態等を踏 まえ,

新 し い コ ン セ プ トの 下で水管理 シ ス テ ム を再構築

す る ことが求められる ｡

こ れ からの管理 の 展開方向と して , ハ
ー ド と し

て の 施設の管理か ら, そ の運用 方法を中心とす る

ソ フ トウ ェ ア の構築 へ と技術開発の 中心 が移 っ て

行く もの と予想され る ｡ そ の 過程 で , 単 なる水管

理に と どまらな い , 地域情報の総合的管理 な い し

はネ ッ トワ ー ク化が検討され る必要があろう｡

個 々 の 用排水需要の もと をた どれば, 多様化す

る地域農業の展開に行き着くわ けであり, こ れ に

対応 した水管理 を行おうとすれ ば, 用排水需要が

発生するメ カ ニ ズ ム を的確に 把握する こ とが必要
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図- 4 水 利施設総合管理 シ ス テム の イ メ ー

ジ

と なる｡ それ は, 地区内の水利 ･ 水質に係わ る情

報と個々 の 経営体の 経営計画, 農地の分布状況,

栽培作物, 作付時期, 気象情報等の営農に係わ る

情報とを有機的に関連づ ける こと に より, 総合的

な水管理 を可能とする こ とで あり, 従来のような

水管理シ ス テ ム 単独で嘩能す るだ けで なく , 他 の

情報シ ス テ ム と の ネ ッ ト ワ ー ク化 による総合 シ ス

テ ム ヘ の展開が考えられ る｡

亀 田郷土地改良区に お い ては, 地域 の水利施設

群 を管理する用排水管理 シ ス テ ム に地域の 土地情

報, 地図情報, 施設情報等の デ ー タ ベ ー

ス を結合

させ , さ ら に栽培作目や作付面積な ど の営農情報

や市町村行政や保健医療な ど の生活情報等の デ
ー

タ ベ ー ス
, 解析 シ ス テ ム 等を取り込む こ とによ り,

｢ 農業支援情報の提供+ , ｢ 農村生活情報の提供+ な

どの機能を付加 し, 農村地域の総合的情報管理 シ

ス テ ム に発展させ る試みがな されて い る｡ ま た,

こ うした サ ー ビス の提供組織と して土地改良区と

は別 に財団法人 を成立 すると い う, 運営面 で の 新

しい 試みが なされて い る｡

こ の 試みはまだ試験段階の 域を出て お らず, 運

営費確保等の 問題 もあるが, 将来, 集落の自治的

管理の 領域に あ っ た末端水路の管理ま で も土地改

良区の守備範囲とす る ことが要請されて い るよう

な場合 に は, こ の ような水利施設管理 シ ス テ ム を

総合化 した地域管理 シ ス テム は, そ の要請に応え

ようとす る土地改良区に と っ て 強 い武器 に なるで

あろう｡

例 えば, 個 々の大規模経営体がパ ソ コ ン通信の

末端 を操作 し, 用水配分の 申込 や調整結果の返答

な どの や りと りを行い , 水管理 の効率化を図る こ

とが可能になる し, 用水配分の判断材料と して地

域気象情報や篤農家の ノ ウ ハ ウ, 市況, 病中害発

生予想等の農業情報の提供, 農地流動化の支援等

の機能を付加す る こ ともでき る｡ こ の ような パ ソ

コ ン通信ネ ッ ト ワ
ー ク が でき てく れば, 農業情報

だけで なく生活情報の提供な ど に も活用す る こと

が でき る｡

新 たな役割を期待 される土地改良区に と っ て,

新 し い ス タイ ル の管理機能 を備えるため に, 情報

機器 を活用 した管理 の情報化, ネ ッ トワ
ー ク 化 に

取り組む こ とが必要 に なるので はなかろうか ｡

5 . お わ り に

わが 国の 農業水利 を支えてきた村落共同体 の秩

序, 土地改良投資の推進力とな っ て きた均質 な自

作農とい う体制が揺 らぎつ つ ある今日, そ れ を前

提条件と して構成されて きた土地改良制度, 就中

維持管理 は大き な岐路 を迎えて い る ｡

こ れ に対す る技術面か らの対応方向に つ い て若

干の 検討 を試みたが , 技術的可能性か ら示 された

選択肢を受 けて , 今後の農地と水の 維持保全 に向

け, どの ような管理 シ ス テ ム を選択す べ きかが同

時に検討されな けれ ばな らな い ｡
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農業水利施設の公共的性格は二 つ の 内容 を持 っ

て い る｡
一

つ は将来に わた る食料供給の安定と い

う社会的要請 に応える農業生産基盤と して の側面

であり, も う
一

つ は農村地域の混住化に伴う施設

の公共 ･ 公益的機能の増大で ある｡ こ の性格は基

幹的水利施設に お い て特 に 強ま っ て い る｡ そ の
一

方で, 農業水利施設は依然 として, 個 々 の農業生

産に 密着した私的性格を有 して い る｡ こ う した性

格 を見 るとき, 現状 の よう に, 全 て の施設の建設

と管理 を単
一

の 原理で律する こ とを どの ように考

える べ き なのか
｡

こ れ に関 して玉城 は, 公的性格を有する ｢総合

管理機構+ に よる ｢地域基幹施設+ の管理 と, 営

農者が組織す る組合 に よる ｢ 圃場営農施設+ の管

理 に 区分 し, 両者 の 関係を, 例 えば契約に 基づく

利用料金の 支払と い う方式で調整す る こと を提案

して い る
｡ 先 に述 べ たような中間貯留施設 を間に

挟んだ上位 シ ス テ ム と下位シ ス テ ム の構成 によ る

｢新た な管理 の重層構造+ を編成す る ことであり,

現行 の管理形態からすれ ば, 水資源開発公団と土

地改良区の 関係に近い もの と考 えて良 い であろう｡

今後の管理 を考える上で は, 土地改良区職員の

ような専門技術者集団の役割が益々 重要とな っ て

い る こ と, そ の活動に対 して農業者を はじめとす

る利害関係者の意向が的確 に反映され, 参加意識

を高め る必要があるこ と, そ の
一

方 で, 農業者の

意向だ け に重ねて い た のでは供給不足にな りが ち

な社会資本 と して の 農業水利施設の整備 を的確に

実施する必要が ある こ とな どに 留意し つ つ , 現行

制度の是非 も含めて議論を深め る必要があろう｡

そ の結果が , 維持管理 を適正 に行 い うる施設整備

に結び つ く も の である ｡

引用 ･
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【報 文】

効果の早期発見の ための計画技術

目
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は じめ に

ウ ル グアイ ラウ ン ド農業合意に対す る対策と し

て, 総額 3 兆5 50 0 億円のガ ッ ト ･ ウ ル グアイ ラ ウ

ン ド関連農業農村整備緊急特別対策が始ま っ て い

る が, こ の取組あ方針と して ,

『今後の 急速な国際化対応の 進展を踏ま え, 事

業効果の早期発見を目的と して, 継続事業の 完

了促進 ( 工期短縮) ととも に , 新規事業の短期

間での 整備完了 を図るため, 今後 6 年間 に 限 っ

て,

①担 い 手を育成 し, 高 生産性農業を確立す るた

めの生産基盤整備の促進

②中山間地域活性化の ための条件整備の 促進

の ため の 緊急対策 を実施する』 こととされ て い

る｡

また , そ の ね ら い は,

『各地域の有す る特性 に応じて, そ れ ぞれ核と

なる事業 に , 関連す る事業を有機的に連携させ

る ことと して , 相当数の担 い 手が存在す るな ど

高 い投資効果が見込 まれ る地区に限定 して, 短

期間に集中的に事業 を進める ｡
こ れ により, 各

種事業の 進歩を早め るととも に , 地区単位で も

各種事業を短期間に バ ラ ン ス 良く整備す る こ と

によ り, 早期 に十全な事業効果の 発現を図る』

こ と で ある ｡

こ の よう に事業効果の早期発現の 最も効果的な

手法の 1 つ に , 現 に実施中の事業地区に つ い て核

とな る事業とそれ と関連す る事業を有機的に連携

し, 短期間に集中的に事業 を進める こ とをあげる

*

構造改善局計画部事業計画課

河 津 宏 志
*

( H ir o sb i K A W A T S 口)

次

3 . 管理 の 段階 ･ … … ‥ … … ･ ･ … = … ･ ･ … ‥ ∴ … … ･ ･ …

8 1

お わ り に ･ ･ … … ･ ･ … ･ ･ ‥ ･ … = ‥ … … … ･ ･ … ･ ･ … ･ … … …

8 1

こ と が で きるが,
一

般 的に い っ て 土地改良事業の

実施 に伴う効果の 早期発現に つ い て は, 土地改良

事業の 計画段階か ら, 事業 の 実施, 更 に は事業完

了後の 管理 の段階ま で , そ れ ぞれ の段階で様々な

関わ りが可能である｡

こ の こ とから, 以下 に それぞれ の段階にお ける

効果の早期発現の た め の計画技術に つ い て検討す

る｡ な お, こ こ で の 記述に あた
､
り, 基本的にかん

が い排水施設の整備 に係る計画技術に限定して,

そ の内容の検討 を進 めて い く こ とと した}
)
｡
ま た

効果に つ い て も事業 (整備) の実施により,

①かんが い用水が安定してく る｡

②作物の生産量が増加する ｡

③作物の 品質が 良く なる｡

④作物の 生産 コ ス トが低下する ｡

(9 ( 水管理) 労働力が節減され る｡

等 を効果と して念頭 にお い て進める こととす る
｡

1
. 幸美計画の立案段階

(1)整備水準の 計画論上の 考え方

事業計画の 立案段階に お い ては, その事業効果

の早期発現 を目指した計画として い くた めに は,

最終的には土地改良事業計画に そ の事業効果の内

容 を明定 して い く必要があ る｡

土地改良事業計画は土地改良事業の目的
･

内容

等の 基本的事項 を定めるも の で あり, そ の目的達

成の た めに必要な効果を発拝 し得るも の で あると

とも に
, 事業施行の 具体的可能性等 を有す る こと

が必要で あり, 土地改良法にお い ても, 次の よう

な基本的要件を満たす ことが求められて い る｡

①必要性
･ 法制度の 目的で ある 『公益目的の実現』 に
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資す るも の か どうか｡

･ その 目的実現のた め に地域が事業実施を必

要と して い るか
｡

②技術的可能性
･

事業実施上の 実現可能性

③経済性 (投資効果)
･ 公益投資と して の経済性

④農家の負担能力か ら見た妥当性
･ 私的経済の保護

･ 事業 の安定的施行

⑤他の 施策や 関連事業との 整合性

この土地改良事業計画にお い て , 事業効果の早

期発現の た め事業効果の 内容 を明定 した計画と し

て い くため には, そ の 事業効果を規定す る計画の

整備水準が十分議論され る必要が あり, そ の ため

には, まず上記の うち③の事業実施に対す る投資

と して の 経済性と, ④ に ある農家の負担能力か ら

見た妥当性が確保され る ことが特に必要である｡

こ れ は土地改良事業が まさ に 申請事業であり,

事業 の発議が農家等地域からなされ , 当該事業に

農家等の 地元負担が伴う ことか らも明ら か である ｡

農家等は, 申請時に地域農業の 現状か ら将来を

見通 し, どの ような整備水準 で事業を実施す るか

決める｡ こ の決定に あた っ て は, 農業 に取 り巻く

情勢, 今後の展開方向, 現在の技術状況等に つ い

て , 国, 都道府県, 市町村, さ ら に は, 農協, 土

地改良区等か ら事前 に十分な情報を得る こ とが不

可欠である
｡

な お, 現在, 国営事業に かか る 『国営土地改良

事業調査計画 マ ニ ュ ア ル』 に お い て , 整備水準の

設定に つ い て は, 以 下の ような指導が なされ て い

る
｡

* 1

(∋計画基準の弾力的活用

計画基準等は,
一

般的な基準を示 した も の

であ り, 設置目的, 構造 , 規模, 立地条件

等現地の 実情 に即 した計画内容と し, よ り

経済的な事業計画となるよう努めるも の と

する ｡

(参低 コ ス ト, . 段階的整備
･ 受益農家の ニ ー ズ, 負担能力等を勘案 し,

段階的整備の検討 を行う｡

･

新 工法等の資料収集に努め, 設計施行 に 当

た っ て は, 創意工夫等に よ り これ らの 適切

な運用 を行 い , 低 コ ス ト化 を図る｡

･

他事業との共同事業化 に積極的に取 り組む｡

(動地域の 要望を い れた計画

･ 土地改良施設 は受益農家が利用する こ と に

よ っ て そ の効果を発揮する も の である ｡ こ

の た め , 受益者 ,
土地改良区, 市町村 , 県

等の 要望を聴き , 対応 でき るものは極力要

望 に添 っ た施設 とす る｡ な お , 整備水準に

応 じた概算事業費及び埠元負担額に つ い て

明示す る必要が ある｡

具体的な計画樹立 に当た っ て は, 効果の早期発

現の ため にも , 効率的な調査が必要で ある ｡

そ れ ぞれの事業地区調査の項目及び手順は , 調

査地区の実状 , 調査期間, 調査体制に より異なる

が, 予備的調査の段階で地区の社会, 自然条件,

解決す べ き営農上 の 問題点, 受益農家等の 要垂を

把握 した上で , 調査す べ き事項と調査ス ケジ ュ
ー

ル を設定 しな けれ ばな らな い ｡

調査は, 農業経済関係, 作物 ･ 土地資源関係,

水利水文関係 , 工事関係, 地質関係の 専門分野に

分か れ, 各 々 , 基礎調査を経て計画調査 (効用調

査 を含む) へ と進む｡

しか し
, 事業計画は ,

各分野が相互に関連 し つ

つ 策定される必要があるた め, 調査計画の設定に

当た っ て は
,
調査項目, 調査手順, 計画策定の 工

程 を明確に す るととも に, 各々 の 専門分野の相互

関係を明らか に し つ つ , 事業実施 に向けて能率的

に実施する こ とが必要である｡

以上 の よう に , 事業 によ る地域の整備は, 受益

農家の要望に よ るも の を基本と して い る ことか ら,

当該地域の置かれ て い る農業状況や農家状況 に照

らして段階的に実施 (整備) される こ とがほとん

ど で ある｡

裏 を返せ ば, 同
一

地域で幾 つ かの段階の整備が ,

何回か に わた り実施され る こ ととなる ｡

た だ し
,
そ れ ぞれ の段階の 整備 は, そ れぞれ の

時点で土地改良事業投資と して の経済性をクリア

して い る ことか ら, そ れ ぞれ妥当な整備で ある ｡

例 えば, 図ⅤⅠ- 1 は, 横軸を事業規模の拡大や

整備水準向上 によ る費用の 増加, 縦軸 に当該整備

水準 へ 整備された場合の便益を取 っ た も の であり,

費用の増加に つ れ て次第 に効用 の増加割合が減少

して い く状況 を示 して い る( 1 ～ 6 ) ｡ 右上 が り4 5

度 の 線が , 投資効率 1 の ライ ン であり, こ の線よ

り左側に あるケ
ー

ス 2 ～ 5 間で の 間の 事業計画 は
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園ⅠⅤ - し 事業規模変化 に伴う便益と費用 の関係

経済性をク リア してお り, 前述の土地改良法にお

ける他の 基本的要件 を満た しておれ ば, い ずれも

実施可能である｡

B l 点 の時 (便益/ 費用) が最大と なり, B 2 点 の

時, 超過便益 (便益一費用) が最大と なる
｡
B l 点

は投資資本 に対す る利潤率を最大の ものとはす る

が, こ れ に よ り事業規模や整備水準 を決定す ると

一

般 に は規模 は小さくな り, さ ら に採算可能な部

分 を放棄する こ ととなる
｡ 資源量 の 少な い我が国

に お い て は, 限 りある資源 を最も有効 に利用する

意味 にお い ても, 超過便益が最大となる B 2 点 に 事

業規模 を決定する こ とが妥当で ある｡

現実 の 計画構造段階に お ける比較検討段階では,

こ の様な
一

本 の費用 ･ 便益曲線で なく, 事業の仕

組 みの異な る毎に , 異 な っ た費用 ･ 便益曲線が描

かれ る｡ こ の ような比較計画の検討の際, 実務上

で は, 大別 して次の 3 点か ら接近す る｡

①求む べ き便益を決定 し, こ れ に必要な費用を

最小とする方法｡

②投下 し得る費用を決定し, 便益を最大とす る

方法｡

③費用及び便益を変化させ て両者の関係か ら経

済的規模を検討す る方法

で ある
｡
そ して, 段階的な整備計画は , 超過便益

が最大と なる整備水準で実施す る ことが , 農家の

負担能力等から見て困難な場合に お い て , 手戻 り

の な い範囲で, 2
～ 4 の間で事業計画を検討す る

こと と言える ｡

* 2

(2)整備水準ア ッ プ の時期の考え方

整備水準と事業の 推進のイメ
ー ジ を図ⅤⅠ- 2 に示

す ｡
* 3
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2
. 整備水準と事業推進 のイ メ ー

ジ

こ の整理水準ア ッ プ を考える べ き時期の 要件は,
■

か ん が い排水施設整備の場合は, と りもなおさず,

前述 の 農家負担の 限度等の 理 由で段階的整備水準

で止 めてお い たもの をより高い レ ベ ル にア ッ プす

る要件が整 っ た時期 と, 水需給構造の変化の 時期

と考える ことがで きる
｡ そ
.
こ で, こ こ で は後者の

今後の水需要構造の変化の 要因に つ い て考えてみ

る｡

今後 の 水需要構造の変化の 要因と して は
,

①農地の集積 (耕地の 連担化) に よろ末端需給
の 集中化

②作業機械の効率的利用に よる代か き時期の 短

縮化 に よる代かき用水の集中化

③営農体系 ･

栽培方式の多様化 に よる普通期減

水深の増加及び非かんが い 期 の 用水 の確保

④水管理 の粗放化による管理用水の 増加

⑤集落機能の空洞化に よ る水管理主体 の変化

等が考えられる ｡ 以下, 具体的に 内容 を検討す
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る ｡

(丑農地の集積 (耕地の連担化)

. 農地
の集積 によ り, 以下 の状況が発生する ｡

1) 経営耕地の連担化に よ り末端水需給の集中

化が起 こ り, し い て は, 末端水利 の施設容

量の不足 を生ずる ことか ら, こ の 解消が不

可欠となる ｡

2) 土地利用の 団地化が進み , 団地化 に対応 し

た, 地下水位 の コ ン ト ロ ー ル を含 めた 用排

水系統の整備が必要とな る｡

こ れ に つ い て は, ほ場整備地区でブ ロ ッ ク ロ

ー テ ー シ ョ ン ( 作業機械の効率的利用等の動

機と して番水ブ ロ ッ ク を大きくする こ とが求

め られ る
｡) を行う等ソフ ト対応も必要｡

(多作業機械の効率的利用に よ る代かき時期の短

縮化

作業機械の効率的利用によ り代かき作業時間

の短縮が進み, 代か き用水の集中化が進めば,

事前湛水方式等の 対応策の導入や代か き方法

自体の見直 し等が必要とな る｡ さ も なければ,

従前の施設容量 に不足 を生ずる可能性が ある ｡

③営農体系 ･

栽培方式の多様化

たと えば, 乾 田直播栽培の 場合, 播種後から

発芽終了時期まで畑状態 で栽培管理す るため,

乾燥亀裂が生ずるお それが あるため, 乾燥亀

裂によ る減水深の増加が生じな い よう, 地下

水制御が必要に なる｡

ま た, 水 田 の 高度利用 ( 麦類 , 工芸作物, 野

菜な どの多様な作付け) 等により, 非か んが

い期の用水確保や地域用水 (農作物や農業機

械の洗浄水, 防火用水, 水路維持用水等) の

確保が必要とな る｡

④水管理 の 粗放化

経営規模 の増大 によ り, 水管理能力の低下 し

末端水利用 の 自由度確保と して , 管 理用水の

増加が見込まれ る｡

(参集落機能 の空洞化

集落機能の空洞化 に より, 従来 の水管理主体

の崩壊が発生 し, 水利調整機関と しての土地

改良区の強化, 集団的水利調整が必要とな る
｡

以上 の ような水需要構造の変化 にあわせ た整備

水準ア ッ プ に つ い て も, 地域 の農家等の 方々 が自

らが整備水準ア ッ プ へ の意向を持 つ こ とが不可欠

である ｡ そ の農家に注目した整備水準ア ッ プ の 要

困と して は, 以下の ものが考えられる ｡

1) 農家の 内部的要因_
･

農家 の経営状況 (所得, 負債等)

･ 多角的経営, 高付加価値作物 へ の 取組み

･ 農業 の効率的経営 (後継者不足 ･ 高齢化 へ

の対応)

･ 規模 の 拡大志向状況 等

2) 農家の外部的要因

･

機械の技術改革

･ 整備技術の技術革新

･

自然条件等 (水資源の制限等) の継続

･ 作物価格 等

これ らの中で , こ れ まで の整備が い つ行わ れた

か( そ の 償還金が どの程度残 っ て い るか) , 地域 の

経営状況が現在 どのようとな っ て い る か等が , 次

の 整備水準 へ の移行 へ の 大きなチ ェ ッ ク ポイ ン ト

である
｡

な お , 公共事業の 中で整備水準 と い う概念か ら

最も比較 しやす い も の に, 高速道路 の整備が ある｡

例 えば高速道路整備に お い て, 将来的に は片側 2

車線の 整備を計画 し, 用地は全て買収しておき な

が ら, 当面 の 需要に応 じて , 片側 1 車線で整備す

る例が ある｡ こ れ ら に比較 し, か んが い排水施設

の整備 に係るも の に つ い て は, こ の ような選考取

得的な対応は, そ の途中段階の施設iこ係る負担の

帰属及び効果の 時期等の観点か らなか なか難 し い ｡

仮 に そ の様な整備に つ い て合意形成がで きても,

段階的な整備計画を作成す る場合 にお い て は , 手

戻 りが生じな い ように十分留意する必要がある ｡

(3)段階的整備の メ リ ッ ト ･ デメリ ッ ト

こ れ ら段階的整備に かか るメリ ッ ト ･ デメリ ッ

トは以下の ように 整理 する こ とができ る｡

段階的整理 の メ リ ッ ト

(丑農家の負担の限度に 応じた整備が可能

(多地域の整備状況に応 じた整備が可能

(卦整備水準 を選択出来 る｡

④事業工期が短 い ｡

(勤効果の早期発現が得やす い 等

段階的整備のデメ リ ッ ト

(D 対外的協議等 へ の対応の複雑化 (特 に 河川

協議等)

(多段階的整備の実施に よる総投資額の増大

(卦段階的整備に係る管理体系の複雑化

④段階的整備に よる計画は規模が小さくな る
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可能性が高 い ｡ ( 地域ア ン バ ラ ン ス の発生) 等

こ の こ とから, 段階的整備の メリ ッ ト ･ デメリ

ッ トを十分認識 し, こ れ ら をも踏まえた整備水準

で の事業実施に取 り組むよう関係者を誘導す る こ

とが必要である ｡

2
. 事 業実施段階

土地改良事業計画に基づき , 事業実施 を行う に

際 しても, そ の事業計画の範囲内で, 効果の早期

発現を図るこ と
′
が可能で ある ｡ 具体的に は,

(1)早期効果発現のた め の施工順序の選択 (計画

的実施)

①自己完結型 (早期効果発現) の整備部分を

優先させ る｡

(参 ( 計画 に沿 っ た効果の早期発現の た めに必

要な) 各種協議の促進｡

③ (計画に沿 っ た効果の早期発現のため に必

要な) 年度予算の フ レ キ シ プ ル な対応｡

④他事業と関連 した地区内の 特定の整備 を優

先する ｡

⑤関連事業と有機的に事業効果を発現す る｡

等 へ の取組

(2)事業実施中に暫定的措置 (暫定水源等) を取

る
｡

例 えば, 事業計画で は水源と して ダム を計画

して い るが, 河川協議等対外的な協議の遅れ

ダイサイ トの 技術的問題の解決 に長期間を要

す るような時に , 暫定的に既存の頭首工, た

め池等の農業水利施設の活用に よ り, 既 に整

備した水路等を経由して耕地を潤すこ と等が

技術的に可能で あれば, 各種機関等に働きか

けて対応す る こ とも, 事業効果の 早期発現の

た めの計画技術 と言えよう｡

た だ し, こ の 場合は当初か ら こ の ような暫

定水源計画 を立てて
, 事業を発足す る こと は,

計画技術的 に は非常に難 し い ｡

等の 対応が可能で ある ｡

な お外的要件の変化等に より緊急的に効果の 早

期発現を目指すに は, こ の段階で の 取組の効果は,

非常 に大き い ｡

3 . 管 理 の段階

管理 の段階で の, 効果早期発現の 観点での計画

技術 は, 現行の管理 をよ り効果的に進めて い く側

面 と, 現状の施設整備状況 (整備水準) の中で経

済的に管理 して い く側面が相重な る中で , 毎年の

管理経費の増嵩と次なる整備水準 (更新を含む)

へ の 新た な投資とを比較検討 し, 次 なる ス テ ッ プ

へ の判断を して いく こと に他ならな い ｡

な お
,
こ の管理段階での効果早期発現の ための

計画技術に つ い て は, ⅠⅤ.
土 地改良施設の維持管

理技術の 中ですで に述 べ て い るので, こ こ で は省

略す る｡

お わ り に

これ まで , か ん が い排水施設計画 を中心に効果

の早期発現に つ い て記述 してきた が, 基本的な考

え方 に つ い ては, 他 の施設計画に つ い て もほぼ同

様に取 り扱 っ て い い も のと思わ れる｡ い ずれ, 効

果の早期発現等に つ い ては, 整備水準の 設定の検

討と相ま っ て, 計画, 事業実施 , 管 理 の 各段階で

今後益々の 技術の 開発･
･

研鋸等が必要と な っ て い

る
｡

出 典等

* 1 『国営土地改良事業調査計画 マ ニ ュ ア ル』

(平成 6 年 6 月) 農業土木事業協会発行 P 64 8

* 2 農業土木 ハ ン ドブ ッ ク ( 改定 5 版) ( 平成元

年 7 月) 農業土木学会

P 78 2 ｢22
. 事業の評価+

* 3 『国営土地改良事業調査計画 マ ニ ュ ア ル』

(平成 6 年 6 月) 農業土木事業協会発行 P 6
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画の挑戦/ 貫観
･ 自然環境に配慮した水路整備/ 海 に浮か ぶ鷹島ダム

‥ ‥ … … … … … … … …
… … ･ ･ 9 4 号

美しく幻想的な大迫ダム 放流 その 裏 で は
… … …

/ 大 迫ダム の 日常管理 の
一

端/ 刀利ダム

の廃木処理 / 新川河口排水機場の ケ ー

シ ン グ内部 (貝殻の付着状況) / 綾川地区パイ プ

ライ ン の事故と補修工法
… … … ‥ … ･ … … ･ … … … … ‥ ‥ ･ … ‥ … … … … … … … ･ … … ･ … … … … … … … ‥ 95 号

日光川河口排水機場の鳥取/ 国営宮良川農業水利事業 にお ける太陽電池全景/ 桝谷ダム 洪

- 82 - 水 と 土 第 10 0 号 19 9 5



水吐の 模型実験 (改良案 側水路部上流付近) / サ ブ マ
ー ジ ドディ ス ク バ ブ ル / 頭首工

(愛本堰堤) の 魚道の改修前と改修後
… … ･ … … … … ･ … ･ ‥ ‥ … ‥ … … ‥ ‥ … … … ‥ … … ‥ … … … … ‥ ‥ 96 号

全国で唯
一

の マ ル チ プ ル ア
ー

チ ダム豊稔池/ 大島ダム 付香道路 に おける E P S 工法施工状

況/ 名蔵ダム全景/ わ が国最初の公園 ｢南湖+ を上空か ら望む
… … … ‥ … ‥ … ‥ … … … … … … ‥ … ･97 号

整備された親水ス テ ー ジ/ よ みが える乙女川/ ア ユ に や さ し い 魚道/ 緑化工試験施工前と

施工 1 年 5 ヵ 月後 の状況/ 完成近 い 新し い新井郷川排水機場
… … … … … … … … … … … ‥ … … … … ･ 98 号

北海道南西沖地震の被害状況 / 渡深中の 上野調整池/ 源内山調整池
… … … … ‥ … … = … ･ ･ … … … … … 99 号

巻至誤文

北国の風土 に根ざ した農村づく りをめざして ‥ … ‥ … … ‥ ‥ … … … ‥ ‥ ‥ … ‥ … ･ … … … ･ 白崎 練
一

国際化の 中の農業土木 … … ･ … … … ‥ … … … … ‥ … ‥ … … ･ … ･ ‥ … … ‥ … … ‥ ‥ … ‥ … ･ … ･ 白浜 明

応用問題 … … … … … … … … ･ … … … ‥ ‥ ･ … … … … … … = … … … ‥ … ･ ･ … ‥ … ‥ … ‥ … … …

岡本 芳郎

農業の公益的機能
･ ･ … … … … … ‥ … ･ … ･ ･ … … … … ･ … … … ‥ … ‥ … ‥ ‥ … ･ … … … ･ … … …

北浦 勉

30 00 日 の 徳島戦略と農業農村整備 へ の期待
‥ … ‥ ‥ … ‥ … ‥ … … ･ … ‥ … ･ ･ … … … … … ･ ･ ･

山野 昭 二

こ れからの農業用水
‥ … ‥ ‥ … … … … … … … ‥ ‥ … ‥ … ･ … … … … ‥ … … … … ‥ … … … … ･

山本 茂夫

地球に やさ し い土地改良技術 ‥ ‥ … ･ ･ … … ･ … … … … … … … … … … ‥ … ‥ … … ･
… … ‥ … ･

山 口 保身

農村社会の再生に 向けて
…

… … … … … … … … … ･ … … ･ ･ … ‥ … = … = … … … ‥ … … ･
‥ ‥

‥ 川嶋 久義

自然との共生 … … ‥ ‥ … ‥ … … … … … … … … … … … … ･ … … … … … ‥ … … … ‥ … ‥ … ･ … ･ 清原 祐孝

ア ン テナ を高く, フ ッ ト ワ
ー ク を軽く

… ‥ … … … … ‥ … ‥ ‥ … ‥ … ‥ … … … ‥ … … … … ･

佐藤 隆太郎

農道整備の現状と課題
… … … … … … … … … … … ･ … … … … … … ･ … ‥ … ･ ･ … … … ‥ … … ･

森田 昌史

ゆたかな農村づ くり をめざ して
… … … … … … … ･ … … = … ･ … … … ‥ … … ‥ … … ‥ … ･ ･ …

永野 仁施

農村景観整備に つ い て思う
…

‥ … … … … … … … … ･ … … … ･ … … … … ‥ … ‥
‥

…
‥ … ‥ … ･

尾原 安雄

か ながわ らし い農地の 保全利用 ･ … ‥ … ‥ … … … = … ･ … … … ･ … … … … … …
…

‥
… ‥ … ‥

秋 山 恒男

管理 の拡充 へ 更なる
一

歩 を … ‥ … … … ‥ … ‥ ‥ … … ‥ … ‥ … … ･ … ･ … … … ‥ … … … … … ‥ 金森 信夫

年の は じめ に ‥ … … … … … ‥ … ‥ … ･ … … … ‥ ‥ … ‥ ‥ ･ … ‥ … ･ ‥ ‥ … ‥ … ‥ … … ･ … … ･ … … ･ 蔵 隆弘

福島県に お ける農業農村整備事業の進め方
‥ … ‥ … ‥ … ･ ･ ･ … … … ‥ … … … … … … … … ･ 黒 澤 清

酷暑と新涼 … ‥ … ‥ … ‥ ‥ ‥ ･ … … … … … ‥ … … ･ … ‥ … ‥ ‥ ‥ … … … … ･ … … … … ‥ … ‥ … …

佐々木敦夫

地球の大きさ
･ ･ … ‥ … … … … … … … … ･ … … ‥ … … ‥ … … ･ … … … … … ‥ … … … ‥ … ‥ … ･ ･

佐 藤 準

か ん が い用 水
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9

[亘二亘]
粘土質転換畑に よる地下港漑技術

… … … … … … … …

福本 昌人
･

深山
一

弥
･

小川茂男
･

冨田和正 8 6 : 30

渓流取水方式に よる かんが い計画に つ い て 一国営総合農地開発事業 大和高原南部地区-

… ‥ ･ ‥ ‥ ‥ ‥ … … ‥ … … … … ‥ … ‥ ‥ … ･ … … … … … … ･ … … … … … … ‥ … ‥ ‥ ‥ ‥ … ‥

北川孝
･

藤井修 8 9 : 2 6

造成農地 にお ける調整池容量 の 自動決定
… ‥ … … … … … … … ‥ ‥

陳条松 ･ 小林慎太郎 ･ 丸山利輔 9 2 : 31

県営水田総新居地区の用水浄化処理 に つ い て … ‥
‥

‥ … … … ‥
… ‥ … ･ … … … … ･

森岡秀男 ･ 山本和彦 9 2 : 66

愛媛県に お ける畑地かんが い 多目的自動化施設の現状
… ‥ … ‥ … … … … … … … … ‥ …

藤 田美貴雄 9 6 : 38

愛知用水の管理 と 二期事業 … ‥ ･ … … … ･ ･ … ･ … … ‥ ‥ … ‥ … … … … 西井武夫 ･ 森戸久行 ･ 竹市啓介 9 9 : 72

一 83 - 水 と土 第 100 号 19 9 5



農業水利

[亘享]
土地改良事業と ｢ せせ らぎ遊園の まち+ づくり - 農業水利施設高度利用事業甲良地区-

… ･ … … = ‥ … ‥ … … … ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ･ ･ … ‥ … … … ･ … … … ･ ･ … ‥ … ･ … … … ‥ … … … … … … … ･

中江修
一

郎

観測 ロ ボ ッ トによる農業水利情報と収集と用水管理 の 低 コ ス ト化 ･ 合理化
‥ … … … … ･

後 藤眞宏

[二互二二□

[亘互]
新鶴子ダム 築堤中の挙動に つ い て ( 主と して 埋設計器実測値と計算の比較)

… … … … … … … ‥ ‥ ‥ ‥ … ‥ … … … … … … … … … … … … ･ ･ … … … ･

:
… ･ … ･ … ‥ 工 藤和彦

･

江上博司

知内ダム の 設計 ･ 施 工 ( 基礎処理 に つ い て) … … ‥ ･ 瀬 田文治 ･ 矢野勝英 ･ 岡下敏明 ･ 松 田俊之

日中ダム の 設計と施工 ‥ ‥ ･ … … … … … … ･ … … … … ‥ ･ ･ … ･ … ･ … … … 柳 瀬春男 ･ 湯浅三郎 ･ 松岡樹

農業用ダム の洪水管理 に つ い て
… … … … … … … … ･ … … ･ … … … ‥ … ･ … ･ … ‥ ‥ ･ … ･ … … … 中嶋善治

石垣 島に お ける底原ダム の基礎処理 工に つ い て … ･ … … … … ‥

佐 藤洋
･ 入部謙昭

･ 内田実 ･ 南格

新鶴子ダム 試験湛水
･ ･ … ･ … ‥ ‥ ‥ … … = … … … ･ … … ･ … ･ … ･ ･ … … ‥ 工 藤和彦

･

佐藤徳造
･

村瀬祐司

石垣島にお ける底原ダム の盛立施工 に つ い て
･ … … … ･ ･ … ･ … ･ … ‥ … ‥ ･ … ‥

佐 藤洋 ･ 内田実 ･ 南格

供用開始 した加治川沿岸地区の小水力発電 サ 内の倉発電所の計画 ･ 実施 ･ 管理 の概要一

‥ … ･ … … … … … … … ･ … ‥ … … … ‥
‥ ‥ … … … … … ･ … ･ … ･ …

… … … … ･ … … ‥

矢澤正宏 ･ 諏佐春夫

鶉ダム に お けるア
ー

ス ブ ラ ン ケ ッ ト工法に つ い て ･ … … ‥ 荒木義恭 ･ 鳴海孝 ･ 武石茂 ･ 合屋英之

防災ダム 事業に おけ るダム周辺整備 へ の取 り組み 一小沢ダム の垂例一
･ … ･ ･ … … … ‥

… … … ･

:
… ･ ･ … ･ ･ … ･ … … … … … ･ … ･ … … … … … … … … ･ 西崎高 ･ 平 田実 ･ 小川俊郎

河川管理施設等構造令と水理模型実験 ( そ の 1 )

･ … ･ ･ … … … ･ ･ … ･ … … ･ ･ … ･ … … ‥

.

･ … … ‥ ‥ ‥ … ･ ‥ … …

植 田 昌秋
･

常住直人
･ 斉藤哲夫 ･ 小川玲司

沼田ダム の湛水試験時の挙動 に対す る検討事例
… … … … … ‥ … ‥ … … … … … … ･ … … … 竹 下謙三

秋田県滝川ダム の低圧グラウテ ン グ施工事例
･ … … ‥ … … … ･

｢
… … ･ … … … … … … … … … … 下 山昇

河川管理施設等構造令と水理模型実験 一湯谷川ダム の事例よ り一
… = … … … ‥ ‥ … ･ … … … ･ ･ … ･ … ‥ ･ … ‥ … … … ‥ … … ･

植 田 昌明 ･ 常住直人 ･ 斉藤哲夫
･

小川玲司

宮古島の 自然条件 を生か した水資源開発 一砂川 地下 ダム の施工技術-

･ … ･ … ‥ … ･ … ･ … … ･ … ･ ‥ … ･ … ‥ … … … … … … … … … ‥

山 田哲郎 ･ 鹿川厚 ･ 狩集義門 ･ 廣内慎司

南部坂ダム の岩級区分と地震係数に 関す る検討
… … … … … … ･ … … … … … ‥

梅 田正実 ･ 佐藤俊
一

須野ダム の 基礎処理 に つ い て ･ … ･ … = … … … … … ･ … … ･ ･ … ･ ･ … … … ･ ･ … … … ･ 慶 田芳昭 ･ 立本成久

保台ダム の コ ン クリ
ー

ト打設 シ ス テ ム に つ い て … ‥ ‥ ･ ･ … … … … … … … … ･ … = 林郁夫 ･ 五十嵐昇

広沢ダム 堤体 の温度管理 に つ い て … ‥ … … … … … … = ･ … … … … … ‥ … … … ‥ 名和規夫 ･ 児玉淳
一

一

の木ダム 基礎岩盤 と処理工 に つ い て … ･ … … … ‥ 小木曽徳三郎
･ 工藤吉夫

･

内藤響
･

降旗英樹

幕別ダム 基礎地盤の 反射法に よ る地質調査
… … … ･ = … ‥ … ･ … ‥ … ･

福島 正人
･

舘石和秋
･

渋谷靖

湯谷川ダム 遮水材料の盛立試験結果に つ い て
･ … ‥ … … … … … … … … … … …

定司俊憲
･

斉藤哲夫

フ ィ ルダム の経済的設計
･

施 工 に つ い て
… … … … ･ … … ･ ･ … … … … … … = … … … ‥ … ･ …

増 田明徳

倉橋ダム の 盛立施工管理 に つ い て
‥ … … … … … … … ‥ … ‥ … … ･ … ･ ･ … … … ･ … … … … … ･ ･

浦 山博幸

海に浮かぶ鷹島グム
… … ･ … … = … … … ‥

… ‥ … = … ･ … ･ … … … … … … … ‥ ‥ … … … … ‥ ･ … 西尾康隆

桝谷ダム 洪水吐の水理模型実験結果に つ い て … … ･ … ･
‥

‥
… … …

大梧光照 ･ 新城秀清 ･ 中山圭主
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山王海ダム仮排水路 トン ネ ル の水理模型実験 に つ い て
… ‥ … = ･ ･ … …

渡 辺和真
･ 泉親次 ･ 佐藤求 9 6 : 4 6

ト ン ネ ル機械掘削に お ける い く つ かの課題 ¶自由断面掘削機に よ る仮排水 トン ネ ル の施

工実績か ら】 ‥ … ‥ … … … … … … … … … ･ … … …
… … … … … … … … … … ‥ ‥

竹下謙三
･ 山田信司 9 7 : 3

名蔵ダム の 土質基礎にお ける基礎処理 に つ い て 一洪積層基礎に お けるグラ ウテ ン グー

… ･ … … … … … … ･ … … ‥ … ･ … ‥ ･ ･ … ‥ … ‥ ‥ … … … … … … ･ … ･ … ･ … … ‥ … ‥ … ‥
… … … … 三 浦弘書 9 7 : 1 1

船上 山ダム 基礎地質調査 - ダム 基礎と して の軟岩基礎大孔径気泡ボ
ー リ ン グに よる基盤

の確認と浸透破壊試験 -
‥ … … … … … … ･ … … … ‥ … … ‥ … ‥ … … ‥ … ･ … … … … … … ‥ ･ 雑 賀幸哉 9 7 : 2 2

濁川ダム 鋼管杭土留壁工 の検討
⊥

堤体基礎掘削に伴う斜面安定対策工 の事例-

… … … … … … … … … … ‥ … ‥ … ･ … ･ … ‥ … … ‥ ‥ … ‥ … ‥ … = …

吉牟頑康男
･

梅 田正実
･ 川本康宏 9 7 : 33

大島ダム付香道路崖錐部に おけ る特殊擁壁 に つ い て - 崖錐部に お ける土留対策工法 (逆

Y 擁壁, E S P 工 法) に つ い て一
… … … ‥ ･ … ‥

…
‥

… … = … …

山 田耕土
･

吉 田達雄
･

横井敏奉 9 7 : 45

県営防災ダム 事業豊稔池地区の補修工法 に つ い て 一歴史的構造物 ( マ ル チ プ ル ア
ー

チ ダ

ム) の保全工法一
… … ‥ … ‥ … … … … … … ･ … ‥ … … … ‥ … … … … ･ … ‥ … … ･ … ･ ･ … … … 高尾武司 9 7 : 55

大規模な濁水処理 を行う場合の 検討に つ い て 一大穴ダム湖水の濁水処理 -
… … … … 戸澤浩幸 9 7 : 63

上 野沼調整池建設工事に お ける竣漢と埋立施工の検討 一軟泥土層に お ける低水深渡深-

… … … ‥ … ‥ … ･ … … ‥ … = … … … … ‥ … … … … …
… … ‥ … … ･ … … ･ … … … … …

首藤 正俊
･ 山田匡 9 9 : 18

源内山調整池の設計 に つ い て 一旗傾斜部に お けるダム の設計事例に つ い て -

･ … … … ･ … … ‥ … ‥ … ‥ ‥ ‥ ‥ … ‥ … … … … … … … ･ … ･ … … ‥ …
･

斎藤武志 ･ 中村幹洋 ･ 茶志川孝治 99 : 2 7

取水施設

[垂二互]
頭首工の今後の技術選択の展望 ‥ … ‥ … ‥ … … … … … … … ･ … ‥ …

… … … … … = ‥ … … … ‥

植 田昌明 82 : 4 3

頭首工の設計に 関す る浸透路長と エ プ ロ ン長さ に つ い て の再評価
… … … ‥ ･ … ･ … ‥ … … …

川合亨 84 : 8 5

団地毎の水需要に応 じた渓流取水方式の採用 に つ い て 一国営大邑地区に お ける事例一

･ ･ … ‥ … … ‥ ･ … … … … … ･ … … ･ … … … … … … … … … … … … ･ … = 土 井恵 ･ 春 日忠夫 ･ 佐 々木淳
一 90 : 7 0

老朽化堰堤の補修改修工法に つ い て 一頭首工 エ プ ロ ン部 と魚道の改良事例一
… ‥ … ‥ ‥ 橋本宏 9 6 : 5 9

資 料

ゲ ー ト下流護床工 の設計 に つ い て … … ･ … … ･ … … ‥ ‥ ‥ … ‥ ･ ･ … … … ･
… … = ･ ･ ･ … … ･ … ‥ … … 川合亨 81 : 71

頭首工 の可動堰に関す る堰体の実用的設計例
… … … ‥ … ･ … ･ … … ･ ･ … ‥ ‥

… … … … … ‥ … …

川合亨 8 5 : 57

頭首工護床ブ ロ ッ ク の 大き さの決定に関す る新堤案
… ･ … … … … … … ‥ … … … … ･ … … ‥

…

川合亨 9 6 : 79

ポ ン プ場

[垂二可
江尻排水機場の計画設計と施工 に つ い て … ･ … … ･ … …

… … … … ‥ … ‥

渡部均
･

菅原登
･ 岩間正市 8 1 : 20

日光川河口排水機場工事にお ける機械擾拝工法 ( ス ラリ
ー

方式) に よる地盤改良に つ い て

… ･ … … ‥ … … … ‥ … … … ‥ … … … ･ … … ･ … … … … … … … ‥ ‥
… ･ ･ …

渡辺光章 ･ 小柳久 ･ 垂井長充 84 : 50

排水機場の ポ ン プ設備に つ い て
… … ‥ … … … … ･ … ･

T
‥ … … … … ･ … ‥ … ･ ･ … … … … 佐 藤孝 ･ 牧野均 93 : 3 6

日光川河口排水機場 の設計施工 に つ い て
… … … … … … ‥ ‥ ‥ ‥ … ･ ･ … … … …

… … … … … … i ･

福 田守 96 : 2
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[亘二重]
島田 バ イ パ ス ト ン ネ ル の施工 に つ い て … … … … ‥ … ･ … ‥ … ･ … … … 山 田裕 ･ 大串雅俊 ･ 小酒井徹

末端水管理か らみた合理的な管網配管モ デル ( A 地区水 田 パイ プライ ン シ ス テ ム 解析)
… … … … ‥ … … … ‥ …

… … … … … ･ … ‥ ･ … … ･ … … … … …

板倉純
･

吉野秀雄
･

申達雄
･

島崎昌彦

管排水路の先進事例と適用基準策定に む けて の
一

考察
… ‥ … ‥ ･ … … … … … … ･

加 藤徹 ･ 工藤祐晃

急流水路工の水利設計法 一傾斜地造成地内の排水路 を中心と して一

･ ･ … … … … … … … ･ … ‥ … ‥ … … ‥ ‥ … … … ･

申達夫 ･ 中村和正 ･ 島崎昌彦 ･ 吉野秀雄 ･ 小浮正敬

82 : 6

84 : 3 2

86 : 1 3

86 : 5 0

魚 にや さ しい 排水路整備 を目指 して
‥

… … … … … … ‥ … ‥ … ‥ ･ … … ‥ … … ‥ … ‥ … ‥ ･ … … 広部 圭
一

87 : 5 0

福岡導水取水 口の設計 一魚類の 迷人防止対策の例▼ … … … … … … … … ･ ･ ･ ‥

ヰ中林実
･ 宇藤山隆 87 : 41

横堰地区幹線用水路の設計に つ い て … … ‥ ‥ … … … ･ ･ … … … … ‥ … … ‥ … … ･ ･ … … … … … …

高橋隆 89 : 1 6

周辺環境との調和を考慮 した水管橋の設計に つ い て … … …

神 林実
･

岡田洋 二 ･ 笹繁生 ･ 成英昭 90 : 1 0

中山間地域にお ける排水路の施工例 一災害復 旧事業とほ場整備事業と の共同施工 に つ い て -
… …

‥

丁
… … … ‥ ‥ … ･ … … … ‥ … ‥ ‥ … … ‥ … … ‥ … ‥ … … … ･ … … … … … ･ … ･ ･ … … … … ･ … ‥

茂木功 9 0 : 18

ポ ン プ送水系パ イ プライ ン シ ス テ ム 設計の留意事項に つ い て

‥ … … ‥ … ‥ … … … … … … … ‥ ‥ … = … …

吉野秀雄 ･ 島崎昌彦 ･ 中村和正 ･ 田 中秀明 ･ 小浮正敬 9 3 : 44

併設 シ ー ル ドに よ′る河川横過ト ンネ ル の 施工 ‥ … ‥ … … ‥ 神林実 ･ 王野高久
･ 岡田正義 ･

成英昭 9 3 : 56

洪水調節の ための マ イ コ ン に よる沈砂池容量と呑口断面の自動決定
… … ‥ … ‥ … … … …

‥ ‥ … … … … ‥ … ･ … … … ‥ … … ‥ ‥ ･ … … … …

陳柴松 ･ 小林慎太郎 ･ 丸山利輔 9 6 : 1 1

泥炭性軟弱地盤 に お ける管水路の試験工事に つ い て 一経済的な パイ プ ライ ン施工 を目指

して -
… … … …

… ‥ … … … … ‥ … ･ … ‥ ‥ … … … … ‥ … … … … … ･

数矢憲
一

･ 野 澤
一

博 ･ 石岡浩
一 9 8 : 2

横 田地区に おける水管橋凍結防止対策 にお い て
… … ‥ … ‥ … … … ･ … … ‥ … ･ … ･ … … ‥ … ･

渡部輝夫 9 9 : 54

パ イ プ ライ ン ト ンネ ル工法に お ける エ ア モ ル タ ル の温度管理 に つ い て - パ イ プイ ン ト ン

ネ ル の よ りよき施工管理 -
… ‥ ‥ ‥ ‥ … ‥ … ‥ … ‥ ‥ ‥ ‥ … … … … ･

徳 田優三 ･ 城戸内勉 ･ 寺尾和彦 9 9 : 5 9

資 料

開水路に お ける流水安定の ための消波工 (事例解析) … … … … ･ … … ‥ … … … ‥ … … ‥ … リIl 合亨 86 : 6 9

[垂二二重]
液状化現象とそ の予想法及び対策工の現状に つ い て

… … ‥ … … … ‥ …
… … … … ･ … ･ ･ … ･ … ‥ = 谷茂 85 : 3 0

ジ オ テキ ス タ ル ( 土木安定用繊維材) に よる軟弱地盤の表層補強効果試験 …
… …

… … 山下恒雄 85 : 41

E P S 工 法 に よ る干拓軟弱地盤上の 沈下対策 一千両街道 -

… … ‥ ･ … ･ … ‥ … ‥ … ‥ … … … ‥ ･ … … … ‥ … … ･ … ･ ･

大久保毒夫 ･ 難波賢治 ･

高塚正志
･ 末 田亮 二 8 5 : 47

連続糸混入 土工法の軟弱地盤表層安定処理 へ の適用 … … … … ‥ ･ … … … … … … … … … … 山下恒雄 9 2 : 12

土 壌硬度計に よる砂岩分級
= … … … ‥

丁
‥ … … ‥ ･ … ‥ … … … ･ … … ･ … ･ … … … ‥ ‥ … ･ … ･ … … …

中山康 9 4 : 70

国営阿賀野川右岸地区に お けるア
ー

ス ア ン カ ー ( 除去式) 施工例 一新井郷川排水機場基

礎掘削法面の土留めエー … … … ‥ ‥ … … … … … … ･ ･ … … ‥ … … … ･ ･ … ･ ･ … … … … … … ･ … ‥

井野条 9 8 : 28
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は場整備

[垂二二重二]
豊かで美 しい佐賀の ク リ

ー ク地帯
‥

… … … … ‥ ･ … … ･ … … … … … … … ･ … … ･ … ･ … … … …

古賀俊弘 83 : 4 5

次世代ほ場整備モ デル事業に つ い て 一水田 の 水管理自動制御シ ス テ ム ー
… … … … …

高橋清隆 9 9 : 11

農村整備

[亘二可
農業集落排水施設の 高度処理 に つ い て … … ‥ … ‥ … … … … … … … ‥ … … … ･ … ‥

糖信男
･

中川五平 81 : 38

｢ 坂 元地区+ 農業集落排水事業 ･ 処 理施設に つ い て … … … … … … … … … … … ‥ … ‥ … ･ 三 浦雄幸 82 : 4 9

21 世紀 へ の 故郷づくり事業 … … ･ … … … … … … ‥ … … … … … … … ‥ … ‥ … … … … …
… ‥ ‥ 野村辰巳 8 3 : 2

東播用水事業に よる農村地域の 活性化 一神戸市営農業公園の事例-
‥ … … ･ … … ･

… … … … ‥ ‥ … ･ … ‥ … ‥ … … ‥ ‥ … … … … … … … … ‥
‥ … … … … 蓬 田達郎 ･ 藤森新作 83 : 9

わ が村に お ける活性化の試み
‥ … ‥ ‥ … ‥ … ‥

‥ ‥ … … … … ‥ … ‥ … … … … … … … … ‥ ‥ ‥ … 大芝時久 83 : 1 8

農村地域の 水質保全 を担う農業集落排水事業
･

‥ ･ … … ･ ･ … ･ … … … … ･ ･ ･ ･ … … … ‥ … … ‥ … =

梅 川治 83 : 3 7

亀 田郷地域 にお ける都市近郊型農業総合開発モ デ ル計画の 作成に つ い て

･ … … ･ … ‥ … … … ‥ … ･ … ･
‥ ･ … = … … … … … … … ‥ ‥ … … … … … ･ … … … ‥ … ‥ ‥

長井薫 ･ 宮崎敏行 85 : 9

農用 地造成

[亘二可
農地造成に伴う流出特性の 変化に つ い て

…
‥ ‥ ‥ 中尾誠司 ･ 小倉力

･

古谷保
･

友 正達美 ･ 高木東 8 2 : 17

+ 埜_ _堅+

[垂二互]
北後志の活性化をめ ざして - 北後志東部地区広域農道- … … … … … ‥ … ‥ … … ･ … ･ …

高橋勝廣

大空 へ 翔く フ ライ ト野菜
･ … ‥ … … … …

… ‥ … ･ … … ‥ … … … … ‥ … … ･ … … ‥ ‥ … ･ … … … ･

大野司朗

広域農道 紀の川地区に つ い て
‥ … … …

‥ … … … … ･ ‥ ･ … ‥ … ‥ … … … … … ‥ … … ･ … … … 田 中道臣

十勝中央大橋施工報告
･ … ･ … ‥

… ‥ ∴ … ･ … ‥ ‥ … … ･ ･ … ‥ ･ … ‥ ‥ ‥ … 清水昭雄 ･ 自崎孝博 ･ 三 田哲也

景観に配慮 した農道整備 一農免農道 ｢西村地区+ 事例報告- … … ‥ … ‥ ‥ …

森修 二 ･ 岡本憲治

軟弱地盤に お ける仮設道路計画 … … … ･ … ･ … … … ‥ … ‥ … … ･ ･ … ･

菅原和夫 ･ 吉池
一

孝 ･ 相内克則

深 い 渓谷に お ける橋梁の仮設 ･ ･ … … … … ‥ … … … … … ･ ･ … … … … … … … … ‥ ‥
… ･ … ･ … … 丸 山要嗣

広域農業開発事業奥羽南部区域 農業用道路 1 号ト ンネ ル の概要に つ い て
… … … =

… ･ … 白戸明

道路法面の地す べ り対策 ･ … … ‥ … … ‥ … … … … ･ … ‥ ･ … … … … … … … ･ ･ … …

ヰ 野照市 ･ 石井和樹

｢ R O A D + か ら ｢ W A Y + ヘ ー農道整備事業計画策定上の視点- … … … … … … … …

高嶺彰

山越 え谷越え活路 を開く
… … ･ … … … … ‥ … … … … … … ‥

…
… ･

‥ ‥ ･ … … … … … … … ‥ ･ 竹 内永三郎

中央ア ル プ ス花 の 道 … … ･ … … ･ ･ … … … … … … … … … ‥
…

･
…

… ‥
‥ … ‥ 鈴木純 ･ 湯沢豊 ･ 内川 尚俊
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ス カイ マ ラソ ン ロ ー ド … … … … … ‥
･ … … … ･ … … … … ‥ … … ･ … … ‥ … … … … … 清水勲 ･ 松 ノ谷昭

水 と緑のフ ァ ラ ン ド
ー ル ー自然と人が ふれあう小径-

… … … ･ ‥ … … … … ･ … … ‥ … … ･ ･ ･ 西 川透

中山間地域の活性化農道 = ｢ 水兼農道+
… ･ … … ‥ … ‥ … … … … ‥

‥ ‥ … ‥ … … … ‥ ‥ ‥ … ･ ･ 宮下敦典

農道施工の新技術導入 に つ い て 一主にジオ テキ ス タイ ル に よる新技術一
‥ ‥ … ‥ … … 山下恒雄

｢新 し い 農村景観+ 計画に関す る
一

考察 一農道景観設計に係る計画論的アプ ロ
ー チ の研究-

… … ‥ … … … … … … … … ‥ … … … ･
… ‥ … ‥ … ‥ … ･ … … … … ‥ ‥ … ‥ 湯浅眞介 ･ 米野篤廣 ･ 重岡徹

紀の川地区広域農道 に お ける各種工法及び活性化施設の 紹介
‥ ‥ … ･ … ‥ … ‥

… ‥ … … ･ … …

城向膠

高層湿原地帯の集落道整備 一農村総合整備モ デル事業 ｢塘路地区+ の事例報告一 表武之

萩原中央用水の管理道の土留め工法に つ い て
･ … = ‥

丁
… ‥ ‥ ･ ･ … ･ … … ‥ … … 伊藤賢司 ･ 田中源十郎

急傾斜地 にお ける農道の設計施工 に つ い て 一最大斜度40
0

地帯の道路施工事例 -

… …
… … … ‥ … … … ‥ ･ ‥ … … … … … … ‥ … ･ … ･ … … … 左右 田繁 ･ 梅 田全克

･

雑賀薫
･ 西窪順吉

施 工材料

画
遠心力強化積層管の現場施工試験報告

… ･ … … … … … ‥ 詫 芳彦 ･ 岩 田誠男
･

本間鈴男
･ 大塚秀夫

電子 レ ン ジ に よ る土壌水分の乾燥特性に つ い て 一土壌三相からみて一

‥ ‥ ‥
‥ … ‥ …

‥
… ‥ ‥ … … … … ‥ ‥ … … ‥ … … … … … … ･ ･ … ･ … … …

… … … … ‥ 上 田和夫
･ 小林威文

マ ス コ ン ク リ
ー

トの 温度応力制御技術に つ い て ( そ の 1 ) 一解析的予測手法-

… ‖ ‥ … … … … … … … … ･ ･
‥ ‥ … … ‥ … ‥ … … ･ … ･ … … … ･ … … … ‥ … …

… … … ‥

石川雅美
･

長束勇

盛土施工管理 に お ける急速管理試験法に つ い て 一理論及び管理図の作成 -
‥ … ･

… …

増 田明徳

ダム盛土施工 に お ける急速管理試験の 実施例に つ い て 一急速管理 図の使用法一 増 田明徳

資 料

土質試験法の改訂 に つ い て
… … … = … … … … … … ‥ ･ ･ … … ･ …

… … ‥ … … … ‥ ‥ … ･ … ‥ … ‥ 山下恒雄

施設管理

[亘二可
水管理制御と施設機械

… ‥ … … … = ･
… ･ … … … … … … … ‥ … ‥ ･ ･ … … … ‥ … … ‥ ･ ･ … …

… …

市 野吉造

十津川
･ 紀 の 川地区の ダム 管理技術

… … … … … … ‥ … … … … … ‥ ･ … … … ‥ … …
‥ … ･ … ‥

塩 田克郎

刀利ダム の 管理 に つ い て
… … … … ‥ ‥ … … … … … ‥

… … … … … … ‥ … … ･ … … … 寺 田保 ･ 五十嵐誠

新田原井堰の施設管理 に つ い て
‥ ‥ ‥ … ‥ ‥ ･ … ‥ … ‥ … … ･ … … … ‥ 斎藤晴美

･ 清水勝也 ･ 重康勝美

明治用水頭首工の施設管理 に つ い て
… ･ … … … … … ･ … ‥

… … … … ･ … … ‥ … ‥ … 田 中覚
･

村松静男

新川河 口排水機場の維持管理 ･ 補修に つ い て
… ‥ ‥ ‥ … … … … … ‥

… ･■… … …

宮坂公男
･ 西須泰吾

両総用水と揚水機場管理
… … = … ･ ‥ … = … ･ … … … … … … … … … ‥

… … ･ ･

林 敬
･

大塚智
･

伊藤力行

香川用水地区の 水路施設管理 に つ い て
･ … … … … … … ･ … ･ … ‥ … =

… ･ … … … … … ･ … … …

鈴木孝
一

綾川地 区の パイ プ ライ ン施設管理に つ い て
‥ … … … … ･ ･ … … … …

… ･ ･

粉 木賓 ･ 岩切徳充
･

長友要

遠心 ･ 隔離操作訓練装置
･ … … ･ ･ … … … … ‥ … ･ … … … … ･ … … … ‥ ‥ … ‥

… ‥

中堀富三男 ･ 堀川直紀

農業集落排水施設の維持管理 … … ‥
… … ･ ･ … … … … ･ … ‥ ･ … = ･ … ‥ … ･ ･ ‥ ‥ … … ･ ･ … … … … 下 舞寿郎

群馬用水にお ける管理上 の 問題点等に つ い て 一管理 を行うなか で明らかとな っ た施設計

ー 88 一

91 : 20

91 : 2 6

91 : 3 9

91 : 4 6

91 : 52

9 2 : 37

9 2 : 4 2

9 9 : 38

99 : 4 5

81 : 2 9

8 5 : 1 9

8 6 : 2

8 8 : 50

8 9 : 41

S2 : 5 7

9 5 : 2

9 5 : 9

9 5 : 22

95 : 3 2

95 : 4 1

95 : 5 3

95 : 6 3

95 : 7 2

95 : 8 1

95 : 9 2

9 5 : 1 0 0
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画の 問題点, 水利用の変化, 施設 の 老朽化と管理 に お ける対応及び対策一

･ … ･ ･ … ･ … … … …
‥ … = ‥ … … … … … … … ･ … ･ … … … ･ … … … … … … … … … ‥

曽根啓治
･

峰島重男 98 : 5 3

[亘二転]

桓二互]
内湖等周辺環境整備事業 一菅沼地区- … … ‥ … ‥ … … ‥ ‥ … ‥ … … … … ‥ … ‥ ヰ 村長蔵 ･ 橋本彰 84 : 7 0

地域景観形成 へ 向けて 一飯豊町椿地区事例- … … ‥ … … ･ … … ‥ ‥ … ･ … ‥ ‥ 山本徳司
･

筒井義冨 86 : 4 0

農村環境 に配慮 した土地改良施設に つ い て ･ … … … … … … … … … ‥ … ‥ … … … … ‥ … ‥ …

岩瀬俊幸 87 : 2

水環境整備計画を策定す る に あた っ て … … … … … ･ … … … … … … … ‥ … … … … … ‥ … … ･

鈴木 正彦 87 : 8

水路の生態系保全 一魚とホタ ル の保護
･

育成【
･ … … … … = ･ … … … … … ･ ･ … … … … … …

端憲 二 87 : 29

水質障害対策事業実施事例 一農業用水の水質浄化の ため に 岡山県山南地区【

‥ ･ … … ‥ ‥ … … … ･ … ‥ ‥ … ‥ … …
… … … … … ･ ･ … ･ ･ 大 久保毒夫 ･ 木村正 ･ 清水勝也 ･ 波多野敏明 8 7 : 4 7

堺市 に お けるた め池環境整備事業 一菰池の水質改善及び親水空間の創造▼･ … … … ･ … ･ 西 上勝 8 7 : 58

低公害型建設機械に よ る仮設桟橋 の施工 … … ･ … … = 藤本精
一

･ 岡本利男 ･ 金田道憲 ･ 大西俊雄 8 8
‾: 19

太陽光 ･ 風力 エ ネ ルギ ー の利活用に つ い て ･ … … … … … … ･ … … … … … ‥ … … … … … … ･ ･

下舞寿郎 8 8 : 60

地域住民の 意向を踏ま えた環境 へ の配慮事例 一旧三国街道猿沢の下りの 整備に つ い て 一

･ … … … … … ‥ … ･ … … … … … … … … … … … ‥ … … ‥ … … ･ … … ‥ … … … … … … ･ 上 田宣実 ･ 綿貫進 9 1 : 33

高幡開拓の 環境保全工法
‥ ‥ … … … … … … ･ ･ … ‥ … ‥ … ‥ … ‥ … ‥ ･ ･ … ‥ … … ･ … … … … …

佐 山 えり子 9 2 : 2

直轄明渠排水事業に お ける魚類生息環境等調査に つ い て
‥ … ‥ …

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

丁
･ … … ･ ･ … …

･

池内国夫 9 2 : 18

環境整備 へ の 取組み 一頭首工 を彩る ｢風船と白い 雲+ - … … ‥ ‥ ･ … … … ･ 福 士忠夫 ･ 堀籠博之 9 2 : 59

末 田須賀堰の 周辺環境整備と修景 … … … … … … … ･ … … = … ‥ … … ‥ … ･ … ‥ ･ ･ … ･ … ‥ ‥ ‥ ‥ 井上恵博 9 3 : 21

シ ラ ス地帯 にお ける農地保全事業の効果 … ‥ … ･ … … … … ･ … = 堀 之薗光
一

･

有 留
一

誠 ･

恒吉明彦 9 3 : 29

国営か んが い 排水事業児島湾周辺地区に お ける景観形成基準
… … … … ‥ … … … … … … ･

古谷義弘 9 4 : 2

環境 に配慮 した水路整備計画に つ い て 一国常総合農地防災事業佐賀中部地区-
‥ … ･

藤 本尚
一 9 4 : 30

華北 ( 中国) にお ける水資源と環境問題
… ‥ … … ･

李 宝慶 ･ 李農婦 ･ 劉静航 (訳者 四方田穆) 9 4 : 36

景観
･

自然環境 に配慮 した水路工法に つ い て … ‥ … ･ 矢吹輝明 ･ 妹尾俊治 ･ 斎藤晴美 ･ 黒瀬忠勝 9 4 : 78

国営官長川農業水利事業に おける太陽光発電の導入に つ い て … ･ … … ･ … … … … … … ･ … 青山卓 二 9 6 : 1 5

直轄地す べ り対策事業 ｢板倉地区+ に おけ る地す べ り防止工事に つ い て
… … ‥ … ･ … … ･ … … ‥

… … … … … … … … ‥ … … … … … … = ･ ･ … …

津 田幸徳
･

備前信之
･

山田達也 9 4 : 70

環境 に配慮 した汝漂工法に つ い て 一県立自然公園 ｢南湖+ の農業用水源確保 -
… …

引地清三 9 7 : 71

ダム 周辺環境と調和する緑化工の提案 一常緑広葉樹 を用 い た法面緑化一
… … … …

小林健
一

郎 9 8 : 1 3

魚道 の 設計事例 に つ い て - ア ユ に や さ しい 魚道を目指して -

… … ･ … ･ ･ … ･ … ‥ ･ … … ･ … ‥ ‥ … ‥ ‥ … … ･ ･ … ･ … …
… … … … ‥ … … … … 桝井操 ･ 西尾哲男 ･ 貞慶清 9 8 : 2 2

胆沢平野地区にお ける小違堰 ( 乙女川) の環境整備に つ い て - ｢ 排水+ , ｢ 用 水+ ,

｢ 親水+ の
一

体的整備を目指 して -
･ … … … … ･ …

… ‥ ‥ … ‥ ･ … … ･ ･ ･ … … … 高橋膚志 ･ 佐藤抵仁 9 8 : 37

匝 垂]

[垂二重]
老朽溜池改修支援 ･ 判定 エ キス パ ー ト シ ス テ ム に つ い て ･ ･ … … ･

桑原孝雄 ･ 小山修平 ･ 富 士弘幸 81 : 4 6

国府町の こ ユ ー メ デ イ ヤ ー有線テ レ ビと有線放送電話によ る双方向シ ス テ ム ー
… …

松本治隆 8 3 : 66

- 8 9 - 水 と土 第 100 号 19 9 5



困
｢C E A D / ⅠI + に 代わ る新し い 事業支援 シ ス テム の開発 に つ い て

… … ･ … ‥ … ･ … ‥ ‥ … … ‥ ‥ … ‥ … ‥ ‥ ‥ … ‥ ･ … … ‥ ‥ … ‥ … ‥ … ‥

構造改善局設計課施工企画調整室 97 : 8 1

光デ ィ ス ク シ ス テ ム の 導入 に よる事業所情報 の デ
ー

タ ベ
ー

ス 化
‥ … ･ … ･ … … … … ･ … … ‥ … … … … ‥ 98 : 7 3

+
_
竺竺些+

[亘二互]
地域開発に お ける ｢薮+ の必要性 に つ い て

… … … … ･ ･ ･

静 岡県職員共同研究ドイ ツ研究グル
ー プ

｢ 売れ る+ 米づく りと基盤整備
… ‥ … ‥ … … … … ･ … … … … ･ … … … … … = ‥ … ‥ … … … 佐々 木由勝

九州地方の農地災害と防災対策
… ‥ … ‥ … … … … = … … …

自谷栄作 ･ 原喬
･

中村六史
･

村岡嘉邦

市民生活に貢献す る土地改良
･ ･ …

‥ … ‥ ‥ … ‥ … … … ･ … ･
… … ･ … … … … ･ ･ … … ‥ … ‥ … ‥ …

宮 内春雄

日本 ア ル プ ス サ ラダ街道 と土地改良事業 ･ ･ … … … … ･ … ‥ … … ‥ … … … … … ･ … …
… … ‥ ‥

有賀芳郎

東伯農業水利事業所に お ける文書管理 シ ス テ ム
… … … ･ ･ … … ‥ … ‥ … ･ … … … = 辻 誠

一
･ 原川忠典

土地改良事業計画をめ ぐる諸問題 と今後の検討方向
… … ･ … … … ‥ … ･ … … … … ‥ … … … 大橋欣治

国宮部須野原地区の小水力発電 に つ い て 一那須野 ヶ 原発電所の計画と実施 -
… … … 仲家修

一

ヘ ド ニ ツ タ法 に よる水田 の公益的機能の評価 に つ い て
… … … … ‥

丁
… … … = ‥ ‥ … … ･ … ･ ･ … 安 達修

訂正 に つ い て
… ･ … … … … … … … … ‥ … ‥ … ‥ …

‥
‥ … … … … … ･ … ･ … … … … ‥ … … … ･ … … ‥ 川合亨

石垣島にお ける農業農村整備事業の 農業外部効果に つ い て
… … … … … … ‥ ‥ … ･ ･ … ‥ … ･

青 山卓 二

地下水面の 中長期的予測 のた め の 度数分析 に関す る研究
… … … … ･ ･ ･ … ‥ … ‥ … ‥ ‥ … ‥ … ‥ 王 祥三

同上 : 英文 … … … = … … ･ … … … … ･ … … … … … … … … … … ･ ･ … … ‥ … ･ … ‥
… ‥ … … … … ･ ･ 王 祥三

8

2

2

3

2

0

2

1

2

0

8

0

5

5

2

2

7

8

2

8

4

8

8

1

2

2

3

3

4

5

6

8

8

9

9

9

8

8

8

8

0
0

8

8

8

8

8

8

8

8

水資源開発公団の創立3 0 周年 に あた っ て 一渓流取水工及び軟弱地盤処理工法の事例 -

… … … ･ … … ‥ ‥ ･ … … … ･ … ‥ … … … ･ … ‥ … ･ … … … … ･ … ‥ ‥ ‥ … … ･ 松村雄介 ･ 長塚裕 ･ 木本悦郎 9 0 : 6 3

農業公共投資に よる波及効果の分析 一茨城県八郷地区広域農道 を例 と して -
… … … 原山昭彦 9 3 : 6 5

農地造成が農業集落 に及ぼ した効果に つ い て 一農業セ ンサ ス デ
ー タ に よる事業効果の分

析¶ … ‥ … ‥ … … … ･ … … ･ … ･ … … ‥ … … … ‥ ‥ … ‥ … … … … … 小木曽徳三郎
･ 内藤馨 ･ 吉 田光広 9 8 : 4 5

北海道南西沖地震に よ る農業用施設の被災
… … … ･ … ‥ … … … … … … … ‥ … … … … … … ‥ ‥

林 嘉章 9 9 : 2

資一 料

橋脚 に よる セ キ上 げ背水 一実用的計算式- … … ‥
‥

･ ･ ･
‥ … … … … … ‥ … … … … ‥ ‥ ‥ … ‥ ･ ･

川合亨 9 1 : 6 1

地域整備の 展開と住民の受け皿組織の役割 一岡山県美星町の自治公民館制度を事例と し

て -
… … …

… … ･ ･ … … ‥ … ･ … ･ … … … … … … … … ･ … … … … ･ ･ … … … ‥ ･ …
‥ … … … ･ … ‥ i …

星 野敏 9 8 : 64

ニ ュ ー ス

技術士制度が
一

部改正され る
… … … … … ‥ … … ‥ ‥ ‥ … … … … ‥ … … … … … … … ･ … … … … ‥ ‥ … ‥ … ･8 7 : 69

高規格堤防に係る河川管理施設等構造令等の 改正 に つ い て
… ･ … … ･ … … ‥ … ‥ … … … … … … … … … 8 8 : 82

国際かんが い 排水委員会 ( I C I D ) 第1 5 回総会の 開催に つ い て
･ ･ ･ … … … ･ … … … … ･ ･ … … … … … 9 2 : 77

中村良太東大教授 I C I D 副会長に選 出 … ･ … … ‥ … … … = ‥ … … … … ‥ … ‥ … …
･ … … … ‥ … ‥ … ‥ … 9 4 : 朗

ふ るさと の 豊か な資源保全対策 - ふ るさ と水と土基金-
… … … ･ … … ‥ … … ･ … ･ ･ … … … … … … … 9 4 : 79

- 9 0 一 水 と土 第 100 号 19 9 5



投 稿 規 定

1 原稿には次 の事項を記した
｢
投稿票+ を添えて下 記に送付するこ と

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 3 農業土 木会館内, 農業土木技術研究会

2
｢ 投稿票+

① 表 題

② 本文枚数 ,
図 枚数, 表枚数, 写真枚数

③ 氏名, 勤務先, 職名

④ 連絡先 ( T E L)

⑤ 別刷希望数

⑥ 内容紹介 ( 20 0 字以内)

3 1 回 の 原稿 の 長さ は原則として図, 写真
,
表 を含め研究会原稿用 紙( 24 2 字) 60 枚 ま でとする ｡

4 原 稿はなる べ く 当会規定の 原稿規定用紙 を用 い( 請求次第送付) , 漢字は当用 漢字, 仮名 づ か い は

現代仮名づ か い を使用 , 術語は学会編
,
農業土木標準用語事典に準じられ た い ｡ 数字はア ラ ビア数

字 ( 3 単位 ごとに , を 入 れる) を使用 の こ と

5 写真, 図 表 は ヨ コ 7 c m X タテ 5 c m 大を 2 4 2 字分 として計算し
,
そ れ ぞれ本文 中の そう入個所を欄

外に指定し
,
写真

, 図, 表 は別に添付する｡ ( 原稿中に入れ な い)

6 原図 の大きさは特に制限はな い が
,
B 4 判 ぐら い ま でが好ま し い

｡
原図は ト レ ー サ ー が 判断に迷

わな い よう
,
は っ き り して い て , ま ぎら わし い と こ ろは注記をされ た い ｡

7 文 字は明確に 書き
, 特 に数式や記号な ど のうち , 大文字と小文字, ロ

ー マ 字 とギリ シ ャ 文字, 下

ツ キ
,
上 ツ キ, な ど で区別の ま ぎらわーし

い も の は鉛筆で注記しておく こ と,

た と えば

C
,
K
,
0
,
P
,
S
,
U
,
Ⅴ
,
W

,
Ⅹ
,

0 ( オ ー

) と 0 ( ゼ ロ )

γ( ア
ー

ル) と γ( ガ ン マ
ー )

w ( ダ ブ リ ュ
ー

) と 仙( オ メ ガ)

1( イ チ) と‖ ェ ル)

E ( イ
ー

) と 亡( イ ブ シ ロ ン)

な ど

Z の 大文 字と小文字

α( ェ
ー

) と α( ア ル フ ァ)

た( ケ イ) と ∬( カ ッ パ )

ズ( エ ッ ク ス) とズ( カ イ)

g( ジ ー) と9( キ ュ
ー )

ひ( ブ イ) と u( ウ プ シ ロ ン)

8 分数式は 2 行な い し 3 行にと り余裕をもたせ て書く こ と

数字は
一

マ ス に 二 つ ま で とする こ と

9 数表とそれ をグラ フ に したもの と の併載は さけ
,
どち らか にする こと

10 本文 中に 引用 した文 献は原典をそ の まま掲げ る場合は引用文 に
『

』 を付し引用文献を

本文 中に記載する
｡
孫引き の 場合は , 番号を付し ､

末尾 に 原著者名 : 原著論文表題
,
雑誌名, 巻 :

真 一 頁 . 年号, 又 は
≠

引 用者氏名 , 年 ･ 号 よ り 引用
〝

と 明示する こ と ｡

1 1 投稿 の 採否
,
掲載順は編集委月会に

一 任する こ と

1 2 掲載 の分 は稿料を呈す ｡

1 3 別刷は
,
実費を著者が負担する ｡
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農業土木技術研究会入会の手引

1 . 入 会 手 続

① 入会申込みは 研究会事務局 へ 直接又 は 職場連絡員 へ 申込 ん で 下 さ い ｡ 申込書 は任意ですが , 氏

名, 所属を 明示下 さい ｡

② 入会申込みは い つ で も結構ですが , 年度途中の 場合の 会費は 会誌の在庫状況に より決 定 さ れま

す
｡

③ 入会申込みと 同時に会費を納入 して い ただきます｡

2 . 全土の納入方法

① 年会費ほ 2 , 3 00 円 です｡ 入会以後は 毎年 6 月末ま で に
一 括 して納入 して い ただきます｡

3 . よ業土木技術研究会の薄地内容

① 機関誌 ｢ 水と土+ の発行 … … 年 4 回 ( 季刊)

② 研修会の 開催 … … 年 1 回 ( 通常 は毎年 2 ～ 3 月 頃)

4 . 機 関誌 ｢ 水 と土+ の位丑づけと歴史

① ｢ 水と土+ は会員相互 の技術交流の場 です｡ 益 々 広域化複雑化して い く土地改良事業の 中で各 々

の 事業所等が実施して い る多方面にわ た っ て の調査, 研究, 施工内容は 貴重な組織的財産です｡ こ

れ らの 情報を交換し合 っ て技術の 発展を図りた い も の です｡

③ ｢ 水 と土+ の 歴史

(農業土木技術研究会は 以下 の歴 史をも っ て お り組織の技術が継続され て い ます｡ )

S 28 年 … … … コ ン ク リ ー ト ダ ム 研究会の発足

『 コ ン ク リ ー ト ダ ム』 の発刊

S 31 年 … … … フ ォ ル ダ ム を含め て ダ ム 研究会に 拡大

『土と コ ソ ク リ ー

ト』 に変更

S 36 年 … = = ‥ 水 路研究会の 発足

『水路』 の 発刊

S 4 5 年
… … ･ ･ ･

両研究会の合併

農業土木技術研究会の発足 -

『水 と土』

入 会 申 込 書

私は 農業土 木技術研究会に 入会 します ｡

氏 名 :

所 属 :

平成
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中島
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彰

声

哲生

純 一

均

真市

克己

藤根輿兵衛

佐藤 昭郎

内藤 克美

岡部 三郎

須藤良太郎

梶木 又 三

福 田 仁志

松浦 良和

修

王

義

宜

毒

康

郎

稔

一

平

生

次

洋

樹

賢

晴

昭

嘉

徳

徳

太

浩

責

康

哲

義

文

英

澤

岐

郷

野

戸

山

田

口

野

嶋

村

ま

大

桶

土

蘭

久

西

瀬

村

松

樋

清

小

川

降

事
貞

長

事
貞

勝
頼
〃

〃

〃

郷

鮨
〝

〃

〃

〃

〃

〃

〃
.
〃

水資源開発公団理事

構造改善局建設部長

日本大学農獣医学部教授

構造改善局設計課長

水利課長

首席農業土木専門官

関東農政局建設部長

農業工学研究所長

北海道開発庁農林水産課長

茨城県農地局長

水資源開発公団第 二 工 務部長

㈲土地改良建設協会専務理事

㈲農業土木事業協会専務理事

㈱三宿コ ン サ ル タ ン ツ専務取締役

㈱竹中土木取締役

大豊建設㈱顧問

関東農政局設計課長

㈱ 日本農業土木 コ ン サ ル タ ン ツ

社長

構造改善局次長

全国農業土木技術連盟委員長

参議院議員

〃

全国土地改良事業団体連合会会長

東京大学名誉教授

構造改善局設計課

〃

〃

〃

〃

事業計画課

設計課

整備課

設計課

全国農業土木技術連盟総務部長

構造改善局地域計画課

資源課

事業計画課

施工企画調整室

水利課

〃

総合整備推進室

開発課

〃

一

一

明

揮

平

宜

司

剛

新

秀

具

一

康

隆

籠

藤

中

藤

野

谷

本

馬

佐

田

佐

坂

津

室

事
貞締

〃

〃

〃

〃

〝

〃

幹
編

一 93 一

〃 防災課

関東農政局設計課

農業工学研究所地域資源工学部

国土庁調査課

水資源開発公団第 2 工 務部設計課

農用地整備公団業務部業務課

㈲ 日本農業土木総合研究所

賛 助 会 員

㈱ 荏原製作所

㈱ 大 林 組

㈱ 熊 谷 組

佐 藤 工 業 ㈱

㈱三宿 コ ン サ ル タ ン ツ

大 成 建 設 ㈱

玉野総合 コ ン サ ル タ ン ト㈱

太陽コ ン サ ル タ ン ツ㈱

㈱電業社機械製作所

㈱ 酉島製作所

西 松 建 設 ㈱

日 本 技 研 ㈱

㈱ 日本水エ コ ン サ ル タ ン ト

㈱ 日本農業土木 コ ン サ ル タ ン ツ

㈲ 日本農業土木総合研究所

㈱ 間 組

㈱ 日立製作所

㈱ 青 木 建 設

㈱ 奥 村 組

勝 村 建 設 ㈱

株 木 建 設 ㈱

㈱ 栗本鉄 工所

三幸建設工業㈱

住 友 建 設 ㈱

住友金属工業㈱

大 豊 建 設 ㈱

㈱ 竹 中 土 木

田 中 建 設 ㈱

前田建設工業㈱

三 井 建 設 ㈱
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㈱ アイ ･ エ ヌ ･ エ
ー

アイ サ ワ 工 業㈱

青 葉 工 業 ㈱

旭 コ ン ク リ ー ト工業㈱

旭測量設計 ㈱

ア ジア プ ラ ン ニ ン グ㈱

茨城県農業土木研究会

上 田建設㈱

㈱ ウ オ ー

タ
ー ･

エ ン ジ ニ アリ ン グ

梅林建設㈱

エ ス ケ
一 産業㈱

㈱ 大 本 組

大野建設 コ ン サ ル タ ン ト㈱

神奈川県農業土木建設協会

技研興業㈱

岐阜県土木用ブ ロ ッ ク工 業組合

㈱ ク ボ タ 建設

㈱ ク ボ タ (大阪)

㈱ ク ボ タ (東京)

㈱ 古 賀 組

㈱ 後 藤 組

小林建設工業㈱

五 洋 建 設 ㈱

佐 藤 企 業 ㈱

㈱ 佐 藤 組

㈱ 塩 谷 組

昭 栄 建 設 ㈱

新光コ ン サ ル タ ン ツ㈱

ジ オ ス タ
ー ㈱

須 崎 工 業 ㈱

世紀東急工業㈱

大成建設㈱四国支店

大和設備工事㈱

高 橋 建 設 ㈱

高 弥 建 設 ㈱

㈱ 田原製作所

中国四国農政局土地改良技術事務所

㈱ チ ェ リ ー コ ン サ ル タ ン ツ

中 央 開 発 ㈱

東 急 建 設 ㈱

東 邦 技 術 ㈱

東洋測量設計㈱

㈱土木測器セ ン タ ー

日本 国土 開発㈱

日本 ヒ ュ ー ム 管㈱

日 本 鋪 道 ㈱

西 日本調査設計㈱

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

口

l

l

福井県土地改良事業団体連合会

㈱ 婦 中 興 業

古郡建設㈱

㈱ 豊 蔵 組

北海道土地改良事業団体連合会

噺北海道農業近代化 コ ン サ ル タ ン ト

堀 内 建 設 ㈱

前 田 製 管 ㈱

前 沢 工 業 ㈱

真 柄 建 設 ㈱

㈱ 舛 ノ 内 組

丸 伊 工 業 ㈱

丸 か 建 設 ㈱

㈱丸島アク ア シ ス テム

丸誠重工業㈱東京支社

水資源開発公団

水資源開発公団沼田総合管理所

〝 三 重用水管理所

宮 本 建 設 ㈱

ミ サ ワ
･ ホ ー バ ス ㈱

㈱水建設 コ ン サ ル タ ン ト

㈲峰測量設計事務所

山崎 ヒ ュ ー ム 管㈱

菱 和 建 設 ㈱

若鈴 コ ン サ ル タ ン ツ㈱

( アイ ウ エ オ順) 計 10 2 社

〃

〃

〝

〃

〃

〃

〃

〝

〃

〝

〃

〃

〝

〃

〝

〃

〃

〝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〝

拙

舶

2

1

7

49 水 と 土 第 100 号 19 9 5



農業土木技術研究会会員数

地方名
通 常 会 員

地方名
通 常 会 員

県
農水省
関 係 諾等 学校 個人 法人 外国 県

農水省
関 係苗畏等 学校 個人 法人 外国

北海道 6 丁 3 3丁 1 5 丁 3 3
近

畿

滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫

33
2 8

1 7

35

3
5 2

1

1

2

1

5
4

3

1

4

3

6
4

東

北

青 森
岩 手

49
56
3 7
6 6 9

5

2

1 4
宮 城
秋 田
山 形
福 島

49

11 7
2 6
5 3

7 6

5

7
2 6

5
1

1

1 7

5
1

2

奈 良
和歌山

42

2 7

1 8

3

5

小計 1 8 2 H 3 1 4 2 2

小計 3 50 2 1 7 1 4 1 0 2 g

中

鳥 取
島 根
岡 山

21

5 8

8 1

6
2

3 9 4

2
5

4

6

5

3

関

東

茨 城 72 4 3 4 2 1 3
7 5 9 1 1

国

四

ム 49 9

1

2

2

2 0 1 4 6

1

9

口 49 4 1

埼 玉 52 18 9 2 2 徳 島 15 7 1

千 葉 27 18 3 2 0 香 川 36 5 2

東 京 3 1 66

6

1 3

9 6 3 0 愛 媛 76 1 2 5 5

神奈川
山 梨
長 野
静 岡

2 4
3 5

5 0

8 6

4

2

2 0

1

5

国
高 知 42 6 1

小計 4 2 丁 9 0 7 2 3 19

九

州

福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本

39

4 4

4 0
1 7

16

9

7
2 0

2 4

6

6

3

1

1 4

3

1

3

1

小計 4 4 4 2 8 7 1 19 1 8 1 1 2

北

陸

新 潟 66 5 6 3 3

富 山
石 川
福 井

43

42

35

3
4 4

1 2

1

1

2

8

1

大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

36

1 9

79

21

6

1 3

4

2 2

1

2
小計 1 8 6 1 1 5 5 1 4

小計 2 9 5 9 丁 3 3 1 0 2 2
東

海

岐 阜
愛 知
三 重

18
1 3 0
9

1 4

8 4 3 8

4

2

1

1

6

1 3

5

合 計 2
′
10 8 1

.
3 1 8 23 3 g l 27 5 6 9 0 g

総 合 計 4
.
72 4 名小計 1 5丁 9 8 4 2 4 2 4

編 集 後 記

最近ア ウトドア レ ジャ ー が盛 んで あ る が ,
と りわ け

オ ー トキ ャ ン プがブ ー

ム と な っ て お り, 大 都市周辺 の

キ ャ ン プ場 は予約 で
一

杯 と の こ と で あ る
｡
オ ー ト キ ャ

ン プ が ブ ー ム と な っ た 要 因 に は , 素 朴な自然 と の 触れ

合い に対する都市生活者の ニ ー ズ の高まり , 家族 生活

が重視され家族単位で楽し め る レ ジ ャ ー

が 求 め られ て

い る こ と
, 自然 を通した子供 に対す る情操教育 の こ -

ズ の 高 まり, 簡 易 水洗 トイ レ ･ シ ャ ワ
ー 等 の 設備 の 整

つ たキ ャ ン プ場 の 増加などがある よう であ る ｡ あ る調

査 に よ る と
, キ ャ ン パ ー

に対 して キ ャ ン プ に行 っ て何

をす る か尋ねた と こ ろ
,
｢何もしな い+ と い う答 えが か

なり多 い と の こ と で あり
, 日本人 の レ ジ ャ ー も

,
疲 れ

る レ ジ ャ ー

か ら頭 と体を休 め る た め の 欧米型 の レ ジ ャ

一 に 近 づ き つ つ ある よ う で あ る ｡

こ の よ うな こ と か ら観
‾
光 ･ レ ジャ

ー

の ス ポ ッ トや名

物料理がなく とも, 水 と土 に恵まれた農村空間その も

の に対す る都市住民 の憧慣が高ま っ て くる と思われ,

都市 と農村の相互理解と共生 が促進 され る こ と を願 い

た い
｡

さ て 農業土木技術研究会が発足 して25 年 が過 ぎ ｢ 水
と土+ も1 00 号 を迎えた

｡
1 0 0 号を記念して ｢2 1 世紀 に

向けた計画設計技術の展開方向+ と題 して 特集 を組み ,

構造改善局 の有志 の方々 に幾 つ か の テ ー

マ に沿 っ て 執

筆 い ただ い た｡ 会員 諸兄 の参考 になれば幸 い で あ る ｡

なお 執筆者 に は 日頃 の業務 を通 して感 じて い る こ と を

含 め て 自由に執筆 い た だ い た こ と を申し添え る ｡

構造 改善局設計課 蘭 嘉宜

水 と 土 第 1 0 0 号

発 行 所 〒10 5 東京都港区新橋5-3 4-4

農業土 木会館内

印 刷 所 〒16 1 東京都新宿区下落合 2 - 6 -2 2

農 業 土 木 技 術 研 究 会
T E L O 3 (3 4 36) 1 9 6 0 振替 口 座 00 1 8 0- 5- 2 8 9 1

一

世 印 刷 株 式 会 社
T E L O 3 (39 5 2) 5 6 5 1
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